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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　変な時間に目が覚めてしまったのでベッドの中でスマホを見る。

　暇な時によく観みる動画アプリ、登録チャンネルの巡回。

　動画リストに『名ＣＭ動画集』のサムネイルがあったので何なに気げなくタップ。

　冒頭に、金色に輝くシャンプーボトルと小学生くらいの女の子。

『かみさま、どうか──』

　即座にフリックしてアプリごと消す。

　嫌なものを見た。

「……なんで、こんななんだろ」

　軽いため息とともに、自然に言葉がこぼれる。

「昔は昔」

　そうしてあたしは、ベッドから起き上がった。
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「それでは来月の七月七日、ちょうど七夕の日ですね。学園祭、ミスターコンのクラス代表は、亀かめ丸まる大だい地ちさんに決定とします」

　委員長が投票結果を淡々と告げる。

　学園祭の華、ミス・ミスターコンのクラス代表を決める二度目のＨＲ会議のことだった。

　黒板には僕こと亀丸大地の名前、そしてクラスの男子数名の名前が書き込まれている。

　ただ、僕とみんなの名前には違いがあって、僕の名前の下に圧倒的多数の『正』の字が並んでいるんだ。

　暴力だった。数の暴力だった。

　六月。洗い立ての夏制服で爽やかな空気に満ちた教室も、窓の外の天気は曇り。梅雨の空と同じく、僕の心も暗あん澹たんたる気持ちだった。

「よかったな、まあ楽しんでやればいいんじゃねーの。俺、写真撮りまくるわ」

　前の席のバスケ部の熊谷くまがいくんがこちらを向いて、くっくと笑っている。

「まあ、うちのクラスの女神さまのおかげで、みんなに目をつけられちゃったせいだね。かわいそう。ああでもごめん、面白そうだからあたしも亀丸に投票しちゃった♪」

　隣の席の清せい楚そな黒髪ショート、佐さ藤とうさんもウインクをしつつ小悪魔の微笑ほほえみだった。

　というか佐藤さんの指摘の通り、原因の大部分は確かに白しら星ほしさんだった。

「亀丸くん♡　えへへ、亀丸くんがクラスの代表♪」

　白しら星ほし絵え馬ま、教室最前列に座る我が校の女神は、わざわざ身体を振り向かせて、窓側最後列の僕にわくわく楽しそうな視線を向けてくる。

　まるで恋人を見つめるような熱視線のせいで、クラス中の男子が舌打ちしていた。

　頭を抱えるしかない。白星さんの女神スイッチはまだまだ解けないみたいだ。

　──玲れい花か先輩との一件。あれから一週間が過ぎた。

　死にたい。

　その言葉を引き金に超絶に甲か斐い甲が斐いしくなる白星さんの性質『女神スイッチ』。

　玲花先輩との関係に絶望した僕に、スイッチの入った白星さんは本当に真摯に向き合ってくれた。結局は玲花先輩にフラれてしまったけど、後悔はない。白星さんと他のみんなから、もっと大事なものを教えてもらったと思っている。

　だけど、僕が誰か彼女を作らない限り白星さんの女神スイッチは解けないようで……。

　そのために白星さんは、僕に対・女性経験を積ませようと『練習彼女』になると宣言、隙あらばイチャイチャしてくるようになったんだ。

　そのせいで、クラス中の注目が僕に集まってしまった。

　曰いわく、女神を射止めた稀き代たいのイケメン。曰く、女神を落とした影の実力者。

　もちろんこの二つ名の最後尾には（笑）だったり（怒）だったりが付く。

　今回も、そんな事実誤認によるやっかみ、からかい、興味本位、そんなクラス中の思惑のせいで、ミスターコンの代表に祭り上げられてしまったんだ。

「熊谷くまがいくん……代わってくれない？」

「いやだよ。ミスコン出たら、当日は準備だリハだで学園祭楽しめねーし。俺、いろいろ回るとこあるからさ」

　ダメ元で頼んでみたけど、あっさり断られた。

　一年生の時はどこのクラスもミスコンで盛り上がったけど、こういうイベントは二年目になると面倒事になりがちだ。なので押し付けられた感もある。

　それにしてもミスターコン。第五〇回のミスコンに合わせて今年からの開催が決まったイベントなので、実際どんな雰囲気か分からないけど、去年のミスコンから想像すると、体育館に特設されたランウェイを歩いて、真ん中で決めポーズをして──。

　実際に僕が歩く想像をしてみる。公開処刑、そんな言葉が浮かんで気が遠くなった。

「それでは、女子代表は猪いの熊くまさんになります」

　再度の委員長の声。

　猪熊みりあ、教室前方に座るつやめくツインテール。

　読者モデルでファッションのスペシャリストな彼女は、こういうイベントに選ばれるのなんて慣れたものといった感じの平然とした顔だった。

　今回の会議は白しら星ほしさんや前回優勝者の鷹たか見みさんも候補に挙がったけれど、

　白星さんは「わ、わわわ、わたし、派手な事とか、苦手だから！」と目をぐるぐる。

　鷹見さんについては「去年優勝したから今回は譲るわ」とあくび交じりでやる気ゼロ。

　そんなわけで、本職モデル、前年度ミスコン二位の実力者である猪熊さんに、とりあえずといった感じで票が集まったのだった。

「…………」

　猪熊さんと目が合った。僕を見て、何となく不満そうに目を細めた気もする。

　──ただ、この時は思いもしなかったんだ。僕と猪熊さんが一緒に選ばれたおかげで、あんなに大変なミスコンになるだなんて。




「はい、あーん」

　太陽のような笑みだった。

　梅雨の季節だっていうのに、この女神さまが出かけると決めれば、雲は晴れて朗ほがらかな陽気に包まれてしまう。

　先ほどのＨＲ後。ここは昼休みピクニックでお馴な染じみとなった、校舎の裏山。

　その頂上の公園の外れにある大きな木の下に広がったレジャーシート、白星さんが夏制服の半袖から伸びた真っ白な腕で、箸を突き出したままにこにことしている。

「はい、あーん」

「…………」

　負けた。僕は箸の先のハンバーグを口に含む。

「えへへ、おいしい？」

　咀そ嚼しやくしながら頷うなずく。もちろん美お味いしい。でも何だろう、やっぱり罪悪感を覚えるしかないんだ。こんな出来過ぎた至れり尽くせりな状況には。

「ほ、他のみんなは今日は来ないの？」

「うん！　今日は練習彼女として亀かめ丸まるくんと二人きりでお昼を食べたかったので、誰も呼びませんでした！」

　両腕を広げて、ぷるんと悪魔的な胸を揺らす白しら星ほしさん。

「白星さん、本当にいいんだ練習彼女だなんて。僕は、普通に白星さんと」

「もう！　だからこれがわたしの普通だもん！」

　困った。頬ほおを膨らませて、やっぱり僕の話なんか聞いてくれやしない。

　練習彼女。

　白星さんの女神スイッチによる超絶イチャイチャモード。

　ベタベタされるのは嬉うれしいと言えば嬉しいけど、女神スイッチは白星さんの暗い過去と身を削るような想おもいのこもった行動で、そう簡単に受け取っていいものではない。

　なのに、こうやってぐいぐい来られると、この超ちよう弩ど級きゆうの優しさについ甘えてしまいそうになる。勘違いしてしまいそうになる。毎回、その気持ちとの葛藤なんだ。

　この女神スイッチをどうやって解くか、まだまだ解決策は見えない。

　僕は、女神スイッチの解けた白星さんと──たまに垣かい間ま見みえる気がする、不器用なだけの本当の白星さんと──普通に話して、普通に。

　都合の良すぎる考えがよぎって、軽く自己嫌悪する。それとともに、最高に気分を暗くさせてくれる『あの件』だって思い出してしまった。

「……………………はあ」

「ど、どうしたの亀丸くん！　いきなりそんなため息ついて!?」

「ミスターコンの件だよ。本当にどうしようって」

　気が滅め入いる。みんなとしては面白半分なんだろうけど、本当に困った。

「大丈夫！　亀丸くんならできるよ！　だって亀丸くんは格かつ好こいいもの！」

　この根拠なしの肯定が嬉しいけど、今回ばかりは救われない。

「……格好よかったら、良かったんだけど」

　さすがに不安しかない。コンテストだなんて、イケメンや可愛かわいい子しか居ちゃいけない雲の上の世界だ。僕がそんなところに放り出されれば、地面に落ちて死ぬしかない。

　考えたって仕方のない暗い思考はやめたつもりだけど、今回だけはなあ……。

　またため息が出る。

　と、息を吸った拍子、急にふわりと甘い香りがした。

「なんでそんなに自信がないの？」

　いきなり白星さんがレジャーシートに手をついて、僕に急接近してきた。

「亀かめ丸まるくんは、格かつ好こいいのになあ」

「あ、ありがと……」

　キスしそうなくらいの至近距離。暖かい光を放つ太陽のような瞳で見つめられる。

　まじまじと見られて恥ずかしすぎたので「そ、そうだ、お茶もらおうかな」と背後の水筒を取るふりをして、視線から逃げるようにしてみたけど──。

　後ろを向いた瞬間、背中に柔らかい感触がした。

　のしっと何かが背中に乗ってきて、白い腕が僕の胸の前に回ってくる。

「大丈夫。亀丸くんは格好いい」

「…………」

「亀丸くんは、格好いい」

　根拠なしの肯定でも、ここまで突き抜けられると、さすがに救われてしまう。

　だけど、本当にやめてほしい。こんな後ろから抱きしめられて、耳元で言われて、おかしな気持ちにならないわけがないじゃないか。

「元気出た？　練習彼女として、亀丸くんをはげましてみました♪」

「あ、ありがと。なんだか頑張れそうな気もしてきたよ」

「ほんと？　えへへ、よかったあ！」

　本気で喜んでくれる笑顔も何とかしてほしい。このままじゃあ玲れい花か先輩にフラれたばっかりだってのに、これは女神スイッチの作用だっていうのに、僕は──。












「きゃああああああああああ！」

　突然、白しら星ほしさんが悲鳴を上げたのではっとなる。

「い、イモムシが落っこちてきたあ！」

　見ると、白星さんの制服シャツの突き出した胸に、ひょこりと首をもたげて緑の芋虫が乗っかっていた。ここは大きな木の下、恐らく上から落下して来たんだろう。

　というかイモムシ君、きみ、前に会ったことある気がするんだけど気のせいかな!?

「あ、や、ふ、服の中にぃ！」

　完全に前回と同一個体だ！　それはいいとして白星さんが「わ、わわ、いやーっ！」とシャツのボタンを慌てて外して、

「お、お願い取ってぇぇ！」

　はだけた胸を近づけてきた！　可愛かわいらしいピンクのブラに包まれた真っ白な胸の谷間が普通にしっかりと見えてしまっているけど、デジャブ、というか前にも同じ場面に出くわした気がするぞ!?

「早くお願いぃ！」

　緊急避難だ。僕は、意を決して手を入れた。

「あ、多分もう少し下！　あ、あ、ん、そこじゃなくて！」

　雑念を消せ。よし指先に異物感「や！　ん！　それ違」「ご、ごご、ごめん！」落ち着け同じ間違いを犯すな！　よし今度こそ確実なイモムシの触感、そして遠くから誰かが猛ダッシュしてくる気配と嫌な予感──。

「痴漢め、くったばれええええええええええええええええええええええ！」

　ですよね！　という気持ちで、飛んできたドロップキックを回避。その拍子にイモムシは手のひらから草むらの中に転がっていった。お願いだからもう来ないでほしい。

「はあ、はあ…………絵え馬まが急に教室から消えたと思ったら、ダメ丸と一緒だなんて」

　ゆらりと起き上がってきたのは、つやめくツインテール、宝石のように華やかに光る瞳を持つ、小さく可愛い女の子。

　猪いの熊くまさんだった。

「もうなに!?　ダメ丸は目を離したら痴漢してるんじゃない！　隙あらば絵馬の胸に手を入れてるんじゃない！　どんだけ早いのぜんぜん目で追えないじゃない！　この痴漢、ヘンタイ！　音速ドスケベ猿────っ！」

　いつものごとくツインテールをぶんぶんイヤイヤ振り回しながら大爆発する猪熊さんだけど、いつものごとくこれは僕のせいじゃない！

　それに、ああ、また六丁ハサミをしゃきーんと取り出したぞ!?

「やっぱり去勢するしかないわ！　さあ、早く。早くちんこ出しなさいよ！」

「だめ────！　亀かめ丸まるくんの赤ちゃんできなくなっちゃうからだめ────！」

「きゃあああああやめて絵馬！　冗談なんだからそいつに抱きつくのやめてええええ！」

　ぽかぽかとした平和な丘が一転、本当に騒々しいことになった。

「……もう、みりあちゃんたら、すぐ怒るんだから」

「お、怒ってない！　それより早く離れて！」

　しばらくすると猪いの熊くまさんが鎮火して、白しら星ほしさんが僕を抱きしめから解放してくれた。

　どうやら一安心だったけど、猪熊さんがまだまだ何かを言いたそうなジト目で僕を見つめている。

「まあいいわ、いいわよ。そんな事よりダメ丸に話したいこともあるんだから」

　言われて首をひねる。あ、もしかして昼前のＨＲで決まった──。

「ミスターコンの件に決まってんでしょーが！」

　白星さんに元気づけてもらったのに、また気が重くなってため息が出た。

「で、どうすんのダメ丸は」

「……どうしよう」

　もう絶望だ。華やかな舞台なんて僕にとって全く縁のない世界だ。

　だけど気づく。なぜ猪熊さんがわざわざそんな事を訊きいてきたのかを。

　もしかしてこの現役読者モデル、ファッションのスペシャリストは僕に──。

「まあ別にいいのよ。ダメ丸が勝手に恥かいて笑いのタネになってもらうのは」

　あれ？　別にそんな事なかったな……。

　淡い希望ではあったけど、前回、僕を格かつ好こ良くしてくれたみたいに、猪熊さんが僕をミスターコンで大活躍するイケメンに変えて……ってさすがにそれはないか。いくら猪熊さんの力を借りて頑張っても、別人になれるわけじゃない。それは分かってる。

「でも一応、あたしも出るのは分かってるわよね？　ミスコンのクラス代表として」

　そういえば僕の選出と同時、ミスコンの代表者で選ばれたのは猪熊さんだった。

「うちのミスコンはファッションショーの形式に準拠。それぞれ一人で出る演技とクラス代表の男女二人でランウェイを歩く演技がある。それは聞いてたでしょ？」

　それは今年の学園祭実行委員会で決まった案だった。

　ミス・ミスターコンはそれぞれ一人で出る演出のあと、クラス代表の男女二人で歩く演出がある。個人とペア、その合計点で順位を決めるのだ。

「そういえばそれは、僕と猪熊さんに」

「そうよ、このあたしがダメ丸に恥をかかされるわけにはいかないの。だから、あんたを鍛えるわ。出来る限り見れなくはないレベルまで、演技を含めて指導する」

　やっぱり猪熊さんは、助け舟を出しにきてくれたのだった。もちろん僕のせいで獲得点が下がるのを阻止したいのも本当ではあるんだろうけど。

「えへへ、みりあちゃんてやっぱり優しい。わたし、そんなみりあちゃん、大好きだよ。はい、ぽんぽん。ぽんぽん」

「ひゃ、絵え馬ま、学校では、だめ、ん、や……その、いちおう気になっただけ……ん」

　相変わらず白星さんに頭をぽんぽんされるとトロトロに蕩とろける猪熊さんだった。

　それに猪熊さん、僕の事をちょっと気にしてくれていたって嬉うれしいな。

　やっぱりなんだかんだ、猪いの熊くまさんって優しいんだよな。

「……あれ？　雨かも」

　突然、白しら星ほしさんが空を見上げた。

　木の下にいて分かりづらかったけど、空気が湿り気を帯びて、地面にぽつぽつと雨粒が落ちている。どうしたものかと眺めていると、あっという間に雨粒の量が増えて、本格的に降り出してきた。

　僕たちはピクニックセットを急いでたたみ、裏山を駆け下りる。雨がさらに強くなって風まで吹き出してきたので、まずは体育館裏の軒先に避難する事にした。

「もーなに最悪。びしょびしょ」

　軒先で一息。猪熊さんが頬ほおを膨らませながらハンドタオルで髪を拭いている。

「か、亀かめ丸まるくん大丈夫？　わ、すごい濡ぬれてる！　いま拭くね!?」

　一方の白星さんは全身濡れたままわたわたと、自分の事は後回しで相変わらず異常なほどの甲か斐い甲が斐いしさだった。

「ま、待って白星さん。それは自分で」

　言いかけて気づく。白星さんが僕の顔にハンカチを当てようとしてくれるけど、その、濡れた白星さんの制服から可愛かわいらしい下着が。

「絵え馬ま大丈夫よ！　ダメ丸はあたしが拭く！」

　いきなり視界が真っ白に染まった。猪熊さんが手持ちのタオルで僕の顔面を後ろから包んで締め上げてるみたいだけど、どこの誘拐犯だ！

「んぐぐぐ、猪熊さん、苦し」

「はい見てました完全に見てました絵馬の濡れシャツを凝視して視界に焼き付けようとしてました！　ああああこのエロ猿めこのまま署まで連行よ！」

「もう、みりあちゃんってば、ちゃんと優しく拭いてあげないとだめ！」

　白星さんのたしなめに僕を解放してくれる猪熊さん。一方の白星さんも制服をぱたぱたして整えたせいか、さっきよりは下着が見えなくなって、僕も安心する。

「でも降ったねー、いきなり」

　白星さんがハンカチで顔を拭きながら、雨空をのんびり見上げた。

　土砂降りの雨だった。濡れた土の匂いが辺りに漂っている。体育館の軒に打ち付ける音が、雨粒の大きさを教えてくれる。

「ま、あとは体育館の中を通って帰りましょ」

　軒から落ちる水滴に指を触れさせて、猪熊さんがため息をついた、その時だった。

　どこからともなく「ひ……」と小さな声が聞こえた気がした。

「ん？　誰？」

　辺りを見回しても人影は見えない。でも確かに声は聞こえていて、ひきつるような、呻うめくような声が断続的に聞こえてくる。

「幽霊？　……のわけないか。多分、あそこに誰かいる」

　猪いの熊くまさんが体育館裏口の石段を指さした。体育館の裏口の扉に続く、腰の高さくらいの石段。確かにその石段の裏から声が聞こえてくるような気がする。

　僕たちはゆっくりと近寄って、石段の裏をのぞいた。

「ひ……ひっく……うえ……」

　そこにいたのは三つ編みの女の子だった。壁の方を向いてうずくまっている。

　とりあえず「だ、大丈夫？」と声をかけてみたけど、女の子は一瞬だけ動きを止めた後またしくしくと泣き始めた。

「だ、ダメ丸、こういうの声かけない方がいいってば」

「い、いや、体調不良かもしれないわけだし」

「んなわけないでしょ……！　絶対、放っておいた方がいいって。人に見られたくないからこんな場所にいるんだし……」

　猪熊さんがひそひそ口を出してくるけど、だからって無視するわけにもいかない。

「──どうしたの？　何があったの？」

　一番こういうのを放っておけない人間を忘れていた。

　気づいたら、白しら星ほしさんが女の子の横にしゃがんで顔をのぞき込んでいた。

　温かく、真摯で、慈愛に満ちた、そんな途方もなく深い光を放つ瞳。白星さんの恒星の瞳が、その子を見つめている。

　瞳の引力。その子が顔をちらりと横に向けて、驚いたように体を震わせた。

　そうして呆ほうけたように、否、何もかも預けるように肩の力を抜く。

　そうだ。白星さんの目に見つめられると、何もかも話してしまいたくなるんだ。

　そういえば、僕の場合『死ねばよかった』って言ってしまったから、白星さんの女神スイッチが起動して今の境遇にあるわけだけど──。

　その子の唇が開く。




「ひぐ、わ、私、もう死に──」




「「わああああああああああああああああああああああああああああああああ！」」

　僕と猪熊さんが絶叫して飛び出すのは同時だった。僕は白星さんを羽交い絞めにして耳を塞ぎ、猪熊さんはその子の後ろから抱きついて口をふさぐ。

「か、亀かめ丸まるくん離して！　その子なんだかすごく大事な事を言おうとした気がするの！」

　そうは言っても、あの子に近づけさせるわけにはいかない！　何度も言うけど、女神スイッチはそう簡単に発動させていいものじゃないんだ！

「むーむーむーむー！」

　一方の女の子は、猪熊さんに口をふさがれたまま、ばたばた暴れている。

「みりあちゃん、その子を離して！　話を聞いてあげなきゃいけないの！」

「だ、大丈夫よ大丈夫！　絵え馬まが聞くことはないわ！　あたしが聞くから！」

「でも、みりあちゃんあんまり興味なさそうだったし……」

「あ、あーすごく興味でてきた！　ほんと話聞きたい！　いやー聞きたいなー」

「え、ええ……？」

「え、絵え馬まこそあたしじゃ信用できないの!?　だ、大丈夫だから、絵馬は後ろで見てて！」

　何かあったらすぐ対応しろといわんばかりに僕に目配せをすると、猪いの熊くまさんはしゃがんで目線を合わせるように、その子と向かい合った。

　改めて、その女の子に目を向ける。

　何というか、おとなしい感じの女の子だった。三つ編みの髪を下げて、分厚い眼鏡の奥にある目を伏せるようにしている。向かい合った猪熊さんより身体が一、二回りほど大きかったけど、ふっくらとした体形が実際以上に体を大きく見せているのかもしれない。

　降り続ける雨。猪熊さんがしょうがないといった感じで肩の力を抜いた。

「で、あんた、名前何ていうの？」

「……鶴つる姫ひめ愛あい梨り、です」

　敬語。それに制服のリボンの色が猪熊さんと違う。一年生か。

　その女の子、鶴姫さんは、顔を上げると何かに気づいたようにはっと息を飲んだ。

「ひっ……ぶ、Ｖ３が二人も目の前にいる……！」

「ぶ、ぶいすりー？」

　鶴姫さんの言う聞き慣れない単語に、猪熊さんも僕も首をかしげる。












「あ、その、一年生の間で話題になってて……この学校で一番可愛かわいいっていわれてる……白しら星ほし先輩と猪いの熊くま先輩と鷹たか見み先輩、合わせて三人で『ヴィーナス３』。略してＶ３って」

「は、はあ!?　なに勝手にそんな恥ずかしい名前つけてんの!?」

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさい！　本当、私なんて死──」

「わああああああ別にいいのいいのよ！　あなたが名前つけたわけじゃないんでしょ!?」

　僕も反射的に白星さんの耳を塞いだけど油断のならない子だな!?

　それにしてもＶ３、か。確かにトップ３なら誰に聞いてもこの三人で文句は出ないだろう。まあその、もう一人、加えるべき人が三年生にいるとは思うけれど。

「そ、それよりどうしたの？　一応なんで泣いてたのか教えてほしいんだけど……？」

　猪熊さんが早く話を進めようとしている風ふうだ。いつ『死にたい』が飛び出すか分からない子だしなあ。

「……………………」

　ところが鶴つる姫ひめさんは黙ったままだった。

「ま、まあそうよね。一人で泣くくらいの事なんて初対面の人間に知られたくないのは分かる！　気が向いたらあたしに話しかけてみて！　それじゃー今日はこれで！」

　うわあ猪熊さん、撤退する気まんまんだ。

　ただ、白星さんを守るためではあるし、それに猪熊さんにも一理あって、プライバシーとかその他諸もろ々もろ、いきなり初対面で相談できる事なんて確かに限られている。

　さっそく猪熊さんが「ほら絵え馬ま行くわよ！」と白星さんの手を引いて、「待って！　気になる！　気になるーっ！」と白星さんがじたばたしていた。

「わ、私、その！」

　と、こちらを呼び止めるように、鶴姫さんが一瞬だけ声を張った。

　猪熊さんが「ひぃ」と声を漏らす。どうやら話してくれる気になったようだけど、

「私──ミスコンに、出る事になったんです」

　鶴姫さんが言った『ミスコン』の言葉が、一瞬何のことか分からなくなる。

　なぜかって鶴姫さんは、その、失礼な言い方になったら嫌だけど、あまりミスコンに出るような派手な人には見えない。僕と同じように。

　場の空気が一変する。何事かと固まったみんなの前で、鶴姫さんが続けた。

「私、入学してから……周りに可愛い子が多くて、あんまりなじめなくて。……それで、なんだか会話のきっかけが、地味だよねとか無口だよねとかそんな事から始まって……そこからだんだん、モノに例えたらトイレの雑巾だとか、臭いとかネタにされ始めて……」

　控えめに聞いてもそれは、間違いなくいじめだった。

「それで、そういうノリで、雑巾がんばれって、面白おかしくミスコンに選ばれて……」

　悪ノリで無理やり、という点では僕と同じような状況といえなくもない。

　だけど、鶴姫さんの場合は──悪意の質が違いすぎた。

「みんな、止めてくれなくて。どうしたらいいか分からなくなっちゃって……出なかったら罰ゲームとか、本当に、逃げ道もなくて……」

　鶴つる姫ひめさんの眼鏡の奥からぽろぽろと涙が落ちる。頭の芯がかっとなった。白しら星ほしさんが動くより先に、鶴姫さんの前に腰を屈かがめて向かい合う事にする。

「話してくれてありがとう。僕が協力する。このまま職員室に行ってもいいし、騒ぎになるのが嫌だったら生徒会長に報告する。僕、生徒会だからさ、生徒会長経由で学園祭実行委員に伝えてもらって、やんわり止めさせるように対応してもいい」

　鼻をすすりながら「ほんとですか先輩……できれば、穏便に」と、少しだけ表情を明るくする鶴姫さん。

　お安い御用だった。というか素直に言ってくれてよかった。見逃したら大変な事態になるところだった。状況的に仕方ないとはいえ、猪いの熊くまさんがスルーする前で本当に──。

「どいて」

　いきなり横から蹴られて転びかける。犯人は小さな上履きの足裏、猪熊さんだった。

　つんのめった僕を一いち瞥べつもせずに、猪熊さんは鶴姫さんの前にたたずみ、

「──身長一六二㎝、体重六×㎏、ただし脂肪下の骨格は細い、推定股下比率五〇％以上……髪質直毛軟、額部はやや狭いが抜毛で調整可能……輪郭は卵形、全体的に脂肪でシルエットが埋没も……蒙もう古こひだの少ないアーモンドアイ、ローマ型の鼻び梁りよう、それに……」

　猪熊さんが、何やら呪文のような言葉をぶつぶつとつぶやく。

　さらに、その顔にはめこまれた宝石のような瞳が、静かに輝いていた。

「ねえ、あなた。えーと、愛あい梨りでいっか」

　猪熊さんがさっきはとまるで違う真剣な声色だった。そうして──。

「愛梨、あなた、一生そんなふうに泣いてる気？」

　とんでもない事を言った。

「ここで逃げても、これからもずっと悪意のはけ口にされ続けるわ。それでもいいの？」

　ああ、せっかく泣き止やんだ鶴姫さんが、また目に涙をため始めたじゃないか！

　けれど、そんな鶴姫さんの顔を、猪熊さんはじっと見つめる。見つめ続ける。

　その宝石の瞳で、いつか僕にも向けてくれたような真しん摯しな光で。

　目は口ほどにモノを言う。どうやら傷つける意図はないという事は僕にも分かったし、鶴姫さんもそれに気づいたのか、その涙を止める。

　猪熊さんがもう一度しゃがんで、鶴姫さんと目線を合わせた。

「立ち向かいなさい。──あたしが、一緒に戦うから」




　午後からの雨は小雨。昼からずっと曇っているせいか、空気がひんやりとしている。

「それで、前年度のミスコンのＤＶＤを観みにきた、と」

　放課後、校舎三階の文芸部室。

　夜空を溶かし込んだような黒髪が揺れる。黒ストッキングの長い脚を組んで椅子に座る鷹たか見みさんに向かい合うのは、僕と猪熊さん、白星さん、そして鶴姫さんだ。

『立ち向かいなさい。──あたしが、一緒に戦うから』

　要するに、猪いの熊くまさんが協力するからそのままミスコンに出ろ、という事だった。

　そんな提案に対し、鶴つる姫ひめさんははっきりと頷うなずく事はなかったけど、その言葉に従うように、この部屋に来た。目をきょろきょろ、恐る恐るといった感じではあるけれど。

　この部屋に皆が集まった目的は、ミス・ミスターコン出場のため、まずは実際のミスコンがどんな雰囲気か、去年の学園祭のＤＶＤを観みて確かめるためだった。

「ふふ、別にいいわ。ちょうど新作小説のプロットが固まったものの、書き出しに悩んでいたところだし、ＤＶＤでもなんでも、気分転換に付き合ってあげる」

　文芸部室の主、鷹たか見みエレナ。現役恋愛小説家で会話のスペシャリスト。

　前年度ミスコン優勝者でもある鷹見さんは、去年のミスコンを録画したＤＶＤを部室に保管していたらしく、みんなで観ようと集まる事にしたのだった。

　ただまあ、それよりも。

「ＤＶＤを観る前に、質問いいかな？」

「ふふ、どうぞ」

　突然だけど、鷹見さんへ質問してみる。

　僕には気になることがあったんだ。それは、とても大事な事だ。

「────なんで僕は踏まれているのでしょうか？」

　部室に入って三秒で正座。それから鷹見さんの足が僕の頭を足置きにしているんだ！

「ふふ、驚いてしまうわ。最近の足置きは言葉を話すのね」

「ぐ、ぐぐ……話を、聞いてないな」

「それには明確な理由があるわ。最近執筆するとき足元が寂しかったからよ。まったく貴方あなたったら、彼氏として毎日部室に来て足置きになる務めを放棄して」

「まず彼氏じゃないし彼氏の務めは足置きになる事じゃないと思うんだけどなあ……！」

　黒スト越しにパンツも見えてるのに、鷹見さんは僕を踏むのをやめてくれない。

「もう！　エレナってば！　亀かめ丸まるくんを踏んじゃダメっていつも言ってるでしょ！」

　白しら星ほしさんのたしなめにもどこ吹く風……と思ったら今日は素直に足を下ろしてくれた。

　ため息をつきながら、床に正座したままの僕を涼しい目で見下ろしてくる。

「私、考えていたの」

「……何を？」

「貴方、生徒会長にフラれたのでしょう？」

　ぐ、なんだ、癒いえてすらいない傷をおもむろにえぐり始めてきたぞ!?

「だから私としては、貴方の毒牙が絵え馬まに向かないか心配しているわけ」

「そ、そんな！　それは」

　女神スイッチ。この特性は、悪用すれば白星さんに何でもいう事を聞かせることだって不可能ではなく、鷹見さんはそれを過剰に心配しているのだ。

「絵馬に練習彼女として迫られて、いい気分になっているのでしょう？　私は最悪の気分よ。毎日心配で寝不足なの。貴方あなたがいつ理性を失って無防備な絵え馬まを襲うのか、と」

「もう！　亀かめ丸まるくんはそんな事しないもの！」

「そ、そうだ！　僕がするはずないじゃないか！」

　白しら星ほしさんの援護射撃に同調する。そうだそんなはずはない、こんな状態で迫ってもフェアじゃ──って、なんだその迫る事が前提のフェアって!?　これじゃあ鷹たか見みさんの言っている事が当たらずとも遠からず、時間の問題って事じゃないか!?

「だから私は、ここでもう一度、再提案しようと思うの」

　鷹見さんが椅子から、す、と下りて床に膝をつき、正座の僕に目線を合わせてきた。

　吸い込まれそうな光を放つ黒い瞳がこちらを見つめている。紅茶や果物の香りの混じった女の子の匂いがして、鷹見さんの顔がいきなり近づいて、

「ちょ、待、鷹見さ、んんんん──────っ！」

　またキスされたぞ!?　しかもちゅるちゅるちゅると舌をねじ込まれて！

「……ぷは。ふふ、相変わらず最低な気分。でもいいの、絵馬を守るためなら、私、命だって捨てられるから」

「待って。なんでした……本当に、なんで」

「どう？　契約を再提案するわ。女神スイッチ解除のため、私が彼女になってあげるからいますぐ私と付き合うと宣言しなさい。キスだけならいつだってさせてあげるしそれ以上は……まあ彼氏としての努力次第よ。まずは足置きからね、ふふ」

「ふふ、じゃないって！　ほ、本当に何なんだついていけない……！」

　そういえばこれは鷹見さんからの最初の提案だった。白星さんの狂信者たる鷹見さんによる、女神スイッチ解除のための超力技。

　と、背後を振り返ると、みんな真っ赤な顔をして固まっている。

「ご、ごめんなさい、その……か、亀丸先輩はいったい何者なんですか？」

　鶴つる姫ひめさんが眼鏡の奥の目を泳がせながら、僕におずおずと訊きいてきた。

「ぶ、Ｖ３の皆さんに囲まれて、キスまでされて、付き合えって迫られて……こ、この学校の影の支配者か何かですか」

「か、影の支配者!?　も、もちろんまったく違うけど」

　返答に困る。何だろう話せば長いんだ本当に長い。

「それで『二位』と『足置き』、そしてこの子が去年のミスコンＤＶＤを観みて参考にしたいというわけね。いいわ、優勝者である私の演技を見てしっかり勉強するように」

　鷹見さんによるナチュラルに失礼なコードネームに僕は苦笑、前回のミスコンで鷹見さんに敗北し二位となった猪いの熊くまさんは、傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いに顔を引きつらせている。

「ざ、残念だわ。今年こそあんたを葬ってやろうと思ってたのに。お、同じクラスになったから、あたし一人しか出れないだなんて……！」

「ふふ、内心安心しているのでしょう？　二連敗せずに良かったわね」

「ああああハサミで八つ裂きにしてやりたい……！」

「もう、喧けん嘩かしちゃだめ！　それより早くＤＶＤを観みよう!?」

　白しら星ほしさんがその場を収めると、鷹たか見みさんが部室奥のテーブルにノートＰＣを開いた。部室本棚のＣＤが並んだコーナーから一枚のＤＶＤを持ってきて、再生する。

『私立星雲学園　第四九回ミスコンテスト』

　簡素なタイトルと体育館の特設ランウェイを背景に音楽が流れた。

　このＤＶＤは学園祭の後に購入希望者に二千円で売られたものだったけど、僕は買わなかった。それに去年はミスコン自体見に行っていないので、完全に初見だ。

　画面内は、チャプターとして全編とハイライトに分かれていた。

「ふふ、全部観てもしょうがないのだし、最初からハイライトにしましょう」

「自分の優勝シーンが観たいだけでしょーが……」

　猪いの熊くまさんのぼやきも無視して、鷹見さんがハイライトのチャプターをクリック。僕達たちによく見えるようにパソコンを向けてくれる。

『──それでは優勝者を発表します！　第四九回ミスコンテスト優勝者は！』

　画面に映ったのは、満員の体育館と、華やかなライトが照らすステージだった。

　壇上で司会者が叫ぶと、舞台奥の大モニターが光り──。

『Play of the Showcase』

　機械的な音声とともに、鷹見さんが文芸部室の安楽椅子で足を組み直すシーンが映る。

　後で聞いた話だけど、これはキャッチコピーの動画だ。名刺代わりの五秒間、各出場者の特徴を説明するために、前もって撮影したプロフィール映像。

　そして歓声とともに画面が切り替わり──。

　黒のロングドレス姿で、ランウェイを歩く鷹見さんが映し出された。

　なんというか、一目見ただけで言葉を失ってしまった。

　星空のように輝く黒髪、漆黒のロングドレスを身にまとって歩く姿は、まるで夜空そのものがヒトの形で具現化して現世を闊かつ歩ぽしているみたいだった。

　さらにうなじと腕、スリットから見える長い脚の白が鮮やかなコントラストを作って、否いやが応でも目が引き寄せられる。

「どう、綺き麗れいでしょう？　惚ほれ直した？　それなら付き合いましょう？」

「そ、そりゃあ綺麗だけど、それとこれとは！」

　背後にいた鷹見さんが、僕の首に腕を回してきた。背中に胸を押し付けながら耳元に吐息をかけてきたりもする。気づけば足置きか密着なんだもんな、鷹見さんは！

「あーもー腹立つ。歩き方も何もかも全然ダメなのに全部持っていくなんて！」

　傍らの猪熊さんが、ぷっくり頬ほおを膨らませていた。

「貴女あなたのシーンも見ましょうか？　準ミスまではハイライトに含まれているのだし」

「別にいいのあたしのシーンは。この時はどう見ても負けたんだから」

「貴女のそういうフェアな感覚、私、けっこう好きよ」

「それはどうも……！」

　猪いの熊くまさんがぶつくさ言いつつ、再生を終わらせてパソコンを閉じた。

「……で、こんな風ふうにやるわけ。でも簡単じゃないのは分かるでしょ？」

　猪熊さんの言う通り、ハイじゃあこんな風にっていわれて出来る代物じゃないのは理解できる。あれは鷹たか見みさんだからあんな風に決まるわけだし。

「──だから、素材が悪いなら努力しなきゃいけない」

　それは前にも猪熊さんが言った事だ。そして猪熊さん自身の、モデルとしてプロの戦場で戦う人間としての矜きよう持じ。

「服を着て歩くだけだけど、やるべき事はたくさんあるのよ。これは、ダンスや劇と同じ『演技』。そのためのテーマの決定、服の選定、歩き方、表情の作り方、音楽に合わせた音の取り方、やらなきゃいけない事がたくさんある」

　確かにやるべき事がたくさんある気がしたけど、逆になんだか安心できた。何もできず手も足も出ない事ではない、猪熊さんが言うとそう感じるような気もする。

「あ、ダメ丸、ちょっと見くびってない？　この前みたいにやればできる事なんだって」

「い、いや、そんな事は……」

「いい？　普通にお洒落しやれするのとはわけが違うの。コンテストっていうのは容赦のない選別の場よ。そこそこの努力じゃあ、目立たず埋もれるレベルにしかなれないんだから！」

「ぼ、僕は無難にこなせるだけでいいんだけど」

「だーめ！　あたしの隣に立つなら、それなりに見れるレベルまで頑張ってもらうわ！　そのために死ぬほど努力してもらうんだから！」

　大変な事になりそうだった、どんな訓練をやらされるのかすごく気になる。

「あ、ご、ごめんなさい、ちょっと、待って下さい……」

　か細い声に気づくと、……そうだった、この子も出場するってことを忘れていた。

「ごめんなさい……こんなに人がいるとこ歩くんですか？　こんな、私が……」

　鶴つる姫ひめさんが、今にも倒れそうなくらい顔を青ざめさせていた。

　気の毒だ。やっぱり出場を取りやめさせた方がいいんじゃないだろうか。

「愛あい梨り。あなたは──」

　猪熊さんの呼びかけに「は、はい」と背筋を伸ばす鶴姫さん。

「…………大丈夫、あなたが不安に思う事はなに一つない」

　なぜか猪熊さんが難しい表情をしている。もしかして、鶴姫さんを鍛える自信がないんだろうか。猪熊さんなら僕の姿をたった一日で変えてくれた時みたいに、自信満々にこれしろあれしろとぐいぐい指示してくるものだと思っていたのに。

　ただ、単純に自信がないのとも違う気がする。

「ね、ねえ、みんな、待って」

　今まで黙っていた白しら星ほしさんが、突然会話に割り込んできた。

「絵え馬ま、どうしたの？」

「その、ミスコン、去年みりあちゃんとエレナが出た感じとけっこう違うなあ、って」

「それは仕方ないでしょ。認めたくないけどエレナは特別よ。今年は普通に未経験の人間が出るようなものだし、ま、適度に死ぬほどの努力が必要にはなるわ」

　適度か死ぬほどかどっちなんだと突っ込みたくなったけど、その言葉に、なぜか白しら星ほしさんがわたわた慌てはじめていた。

「ま、待って！　その、学園祭のイベントだし、もっと気楽にというか、みんなでお買い物行ってちょっとお洒落しやれして、もっと楽しい感じで考えてたんだけど……そんなに努力ってしなきゃいけないかなあ？」

「そりゃあ……当たり前でしょ」

「だって、亀かめ丸まるくんも格かつ好こいいし、愛あい梨りちゃんだって可愛かわいいし、そんな努力だなんて」

「ねえ、絵え馬ま。──本当にそう思ってる？　努力がいらないだなんて」

　急に猪いの熊くまさんが真顔になった。

　困り顔の白星さんを、どこか怒ったような顔で見つめているような気もする。

「あ、あのそのっ！　大変そうだなあって思っただけ。……無理しないでね？」

　さっと引くように白星さんが話を終わらせたけど、僕も含めみんな白星さんがいったい何を気にしたのか、意図をよく汲くみ取れない。

　それに一瞬だったけど、この二人が険悪な空気になるというのもかなり珍しい。猪熊さんもため息をついて、元の顔に戻っているから一安心ではあるけど。

「それより聞いたかしら？　本日の校内のニュースを」

　突然、鷹たか見みさんが言った。なんだか話題を逸そらしたようにも思えたけど、

「明日、隣のクラスに転校生が来るらしいの。それも、とっても可愛い子らしいわ」

　それは初耳だった。でも、うちのクラスならともかく隣のクラスか。話題といえば話題だけど、ニュースって言い方をするほどでもない気がする。

「ふふ、この足置きは二次元ばかり観みているから、美少女が転校してきてラブコメしだす妄想などをしてしまうのでしょう？」

「ぐぐ、勝手に妄想してるのはそっちじゃないか……！」

「まあ、それは期待しない事ね。貴方あなたにとっては遠い世界の人間よ」

　どんな意味で遠い世界なのかは分からないけど、それを言うって事は、鷹見さんはどんな人が転校してくるのか知っているみたいだ。

　この文芸部室の主は一人きりでいる事も多いけど、教室にいれば多くの女子に囲まれている。鷹見さんのグループはとにかく校内の噂うわさを素早くキャッチすることで有名だ。

「ふふ、ただしこの足置きとは違って、転校生と縁の深そうな人間がここにいるのよ」

　鷹見さんが腕組みし、今度は猪熊さんに向かって切れ長の瞳を向ける。

「え？　あたし？」

「そうね。転校生は、おそらく貴女あなたが知る人物。さらには、私の最悪の予想通りに事が進むならば──」

　いったん言葉を飲み込むようにした鷹見さんが、軽く嘆息して、

「貴女あなた──今年も『二位』かもしれないわよ？」




　翌日の放課後。

　窓の外は梅雨の雨空。廊下にはじめじめと湿気が充満している。

　しかし、僕たちの目の前にはそんな陰気な空気などねじ伏せるような、強烈な陽の気配を放つ人間が立っていた。

「お、チビ熊じゃん。やっと会えた。つーか会いたかったんだよね」

「…………」

「てか、チビ熊と同じクラスになりたかったんだけど……はあー、隣のクラスだった」

　猪いの熊くまさんがこれからのトレーニングメニューを僕たちに発表すると、それをまとめたノートを片手に文芸部室に一緒に向かう途中だった。

　出くわしてしまったのである。件くだんのニュース。隣のクラスの──転校生に。

「ねー、チビ熊のクラス、遊びに行っていい？」

「……あたし、けっこう忙しいの」

「そうは見えないなあ。チビ熊って基本ヒマ……まあいっかそれは」

　そういえば一度見たことがある。猪熊さんが僕の外見を変えるため、一緒にモールに買い物した時に出会った集団、その先頭にいた女の子だ。

『久しぶり、元気？　またオーディション落ちたんだって？』

『でも実際そのくらいしか仕事ないか、あいつって。ぷ、あはは』

　こんな言葉で猪熊さんを小馬鹿にしていった、あのモデル集団のリーダー格。

　派手な茶髪をアップにまとめて、小さい頭に異常に細長い手足。身長は、僕より高くて一七〇㎝はあるんじゃないだろうか。

　それに何よりオーラだ。整った顔の造りとスタイル、同じ制服のはずなのにブランド服にも見える着こなし感、それらすべてが相まって、圧倒されるような、なんだか異世界の生物と対たい峙じしている気分にすらなる。

　転校からわずか一日足らず、この女の子の情報は、僕の耳にすら届いていた。

　──有名ファッション誌『エイト』専属モデル筆頭、蛇じや乃の目め杏あん南な。

「まずは同級生って事でよろしくぅ！　って、チビ熊は相変わらず反応薄いなー」

　蛇乃目さんが中腰に敬礼みたいなポーズをしているけど、変なポーズなのにスタイルがいいから妙に決まるなあ……ってそれは置いておいて。

　対する猪熊さんは、むすっとしたまま無言だ。まあ苦手なんだろう。猪熊さんを格下と見下していた、あのモデル集団のトップがこの子らしいのだから。

「チビ熊ぁー、ふつーに話そうよー。身長も器も小さくてどーすんだよぉ」

「……相変わらず腹立つ言い方してくれるじゃない」

「まーまー怒んなってば。小学生の時からの付き合いじゃんかあ」

　思ったより昔からの関係だった。ただ、蛇乃目さんのこの小馬鹿にしたような調子と猪熊さんの不機嫌な表情から、現在の仲はお察しというところか。

「仲良くしよ？　な？　チビ熊に会うために、親に頼んでこの辺りに引っ越してもらうようにしたんだしさ」

「へえ……面白い冗談。あたし、いますぐ地球の裏側まで引っ越したい気分」

「あーもーなんでカリカリするかなあ？　牛乳飲んで落ち着けよ。背も伸びるしさあ」

　蛇じや乃の目めさんがわざとらしくため息をつく。

　表面上は仲良くしようと言いつつ、悪意があるようにしか聞こえないな、僕も。

「それで……用件はそれだけ？　あたし忙しいからもう行くけど」

　爆発寸前の猪いの熊くまさんに「んなわけないじゃん」と蛇乃目さんが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「──チビ熊、ミスコン出るって聞いたよ」

　蛇乃目さんの唐突なその言葉に、ぴくりと眉を動かす猪熊さん。

「んで、チビ熊出るならあたしも出るってエントリーしちゃった。新入りのくせに申し訳なかったけど、割とみんな軽くおっけーしてくれたよ。それで、まあお近づきのしるしというか一緒にミスコンを盛り上げようって事で──」

　蛇乃目さんが手のひらを上に向けて、ぴし、と猪熊さんを指さし、

「──勝負しない？　あたしとチビ熊、ミスコンの順位が上だった方が『何でも一つだけ命令できる』って事で」

　猪熊さんが、イラっと音で聞こえるくらいの気配を放っていた。

「あたし、ずっと前からチビ熊と勝負したくてさ！　そしたら転校早々いきなりミスコンとか、これなにかの運命でしょって思って！」

　蛇乃目さんが心底楽しそうに言うけど、猪熊さんにしてみれば絡まれている気分でしかないんだろうな。どうしてここまで粘着するんだってくらいに。

　それに猪熊さんは読者モデルでいわばセミプロ。一方の蛇乃目さんは有名誌のトップモデル、プロ中のプロ。それを考えると、勝った方が何でも一つだけ命令っていうのが、厳しい条件に聞こえる。

　キャリアで比べれば明らかに不利な勝負。猪熊さんは受けるんだろうか。

「あ、でもチビ熊が嫌なら違う勝負にする？　ふひひ、体育祭でもいいし昼休みにオセロするんでもいいよ。それか、ミスコンで勝負するとして…………ハンデ、いる？」

　蛇乃目さんがウインクしながら口にした『ハンデ』。

　瞬間、僕の脳内にはガソリンタンク車が炎に突っ込むみたいなイメージ。

　そして、あー猪熊さん、案の定、なにかぶっちーんって切れる音がしたぞ。あとは背後にどす黒い炎が燃える音も。

「上等よ……やってやろうじゃないの」

「そうこなくちゃ！」

　あ、あれ……まんまと乗せられた気が、しないでもないけど。

「ま、ミスコン楽しんでいこー！」

　本当にやる気なのかと猪いの熊くまさんに問い直す前に、蛇じや乃の目めさんがうきうきと細長い腕を突き上げて、決定が簡単に覆らないような空気になってしまった。

「てか、ここのミスコン、ペア演技もあるみたいだけどチビ熊のパートナーって誰？　うちのクラスの奴やつ、素人にしてはカッコよくてさ！　街でスナップも撮られるみたいだし」

「……………………」

　猪熊さんが無言の横目でじっとりと僕を見ている。うう、ものすごく見てる！

「ええと、その、なんかごめ──」

「え、こいつがチビ熊のパートナーなの!?　え、ほんと？」

　申し訳なさでいっぱいになった僕に、蛇乃目さんがニヤニヤしながら近づいてきた。

　僕をしげしげ見て周囲をぐるぐる回る。ぐるぐるニヤニヤ、ぐるぐるニヤニヤ。

　……まあ、そりゃあ僕は猪熊さんと並ぶ器じゃないけど、失礼だな。

　鷹たか見みさんが昨日言った通りになった。美少女が転校してきてラブコメしだすどころか、真逆の展開じゃないか。

　そう思っていたら、いつの間にか蛇乃目さんの目がキラキラしていた。

　そして、もう一周僕の背後へぐるりと回ったかと思えば──。

「わー！　かーわい──っ！」

　え？　いきなり後ろから抱きつかれたぞ!?

「顔も身長もなんか小学生みたいでかわいい！　なんか弟っぽい！　やばい可愛かわいい！　コーフンすぎる！」

　ほら小学生みたいとか予想通り僕を……え？　僕、馬鹿にされてるんだよね!?

「お、重い！　は、離して！」

「は、反応もクソガキっぽくてやばいｗｗ　あたしあたし、妹ばっかり五人いて！　面倒見るのは好きなんだけど弟ほしいなーってずっと思ってて！　なんか一目見て理想の弟っぽい感じでやばいって思って！　ふひひ、ほーらおねーちゃんでちゅよー！」

　高身長の蛇乃目さんにのしかかられるように抱きつかれてるけどちょっと待ってほしい！　普通に胸とか当たってるし、何の香水使ってるのか分からないけど一面の花畑にいるみたいな匂いもするし！

「チビ熊、うちの代表と交換してよ！　あたしこいつと出たい！」

「は、離しなさいよ杏あん南な！　いきなりなんなの！」

　猪熊さんが僕の抗議を代弁すると、蛇乃目さんがぴたりと動きを止めて、はっとしたように僕から離れた。

「あ、ご、ごめんチビ熊。チビ熊の彼氏ならいいや、そういう趣味ないし」

「は、はあ!?　彼氏じゃにゃいんですけど！」

「ふひひ、照れんなって！　まー、まずはミスコン勝負よろしく！」

　蛇乃目さんがひらひら手を振りつつ、階段に向かって姿を消した。

　嵐は去った。というか、最初はきつい性格の子だと思ってたけど、なんだか掴つかみどころのない感じだったなあ。

「……………トップモデルに絡まれて、デレデレしちゃってご機嫌じゃない」

「い、いや、デレデレなんてしてな」

「あいつは、敵よ」

　猪いの熊くまさんがぴしゃりとそう言い、いきなり僕の胸ぐらを両手でつかむ。そのままぐっと引き寄せられ、キスしそうな距離まで顔を引き寄せられて、

「ダメ丸、ぜ────ったい勝ちに行くんだからね！」

　至近距離で喝を入れられた。猪熊さんにここまで接近するなんて滅めつ多たになくて、苺いちごとかミルクみたいな甘い匂いがして焦ったけど、それは置いておいて。

　ふと床に目を向けると、胸ぐらを掴つかんだ拍子、猪熊さんが持っていたトレーニングメニューを書いたノートが、もういらないといわんばかりに床に打ち捨てられていた。

　同時に気づく。ミスコンはペア演技の点数も含まれる。よって猪熊さんが勝負を受けた瞬間、当然のごとく僕も巻き込まれる事になるわけで、

「計画したトレーニングじゃ無理。ていうか普通に生活しながら勝つなんて無理！」

　そうして猪熊さんは、とんでもない計画をぶち上げるのだった。

「──全員、うちで合宿よ！」
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　夏の到来が近いのか、放課後なのにまだ日が高い。

　車の助手席から見えるのは、区画の大部分を城壁みたいに囲む高い柵。そしてその奥には噴水付きの庭園と、ちょっとした旅館みたいに大きな白亜の豪邸がある。

「え……？　ここ？　え？　本当に？」

　猪熊さんから渡された手書きの地図を二度見する。高級そうなカフェとベーカリーの向かいに目印が入れてある。確かにここが猪熊さんの自宅で間違いなさそうだ。

「ここが噂うわさの合宿所ね。ふーん」

　運転席の麻あさ子こさんが事もなげにそうつぶやく。外出だっていうのにタンクトップに短パンのまま運転席に座っている。この人も相変わらずだ。

「てかペンチさー、泊まり込みでトレーニングとかよくそんな提案受ける気になったね。そんなにミスターコンで勝ちたいの？」

「ペンチじゃなくて大だい地ちです。って、恥はかきたくないなあって程度で……そこまでは」

「じゃあなんで？」

「ええと……借りがある人なんで、あんまり無下には断れなかったというか」

　猪熊さんには僕を変えてもらって以来、結局きちんとお礼も言えていないし、借りも返せたと思っていない。そのせいか、素直に付き合ってもいいような気がしていた。

　ただ改めて豪邸を見る。やっぱり絶句するしかない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、服のすそが引っ張られている感触がした。

　振り返ると、麻あさ子こさんが上目遣いで僕のシャツを掴つかんでいる。

「大だい地ち……さみしい」

「い、いや、希望があれば週一日は解放してくれるみたいですし、その時に帰りますよ」

　そういえば僕が泊まり込みの間、麻子さんは寮で一人きりだ。さすがの麻子さんも、あの広い寮でずっと一人なのは堪こたえるのかもしれない

「大地……」

「な、何ですか？」

「どーだ、健けな気げなあたしにどきっとしたろ！」

「年考えてくだぶるおっ！」

「帰ってくんなば──────か！」

　年齢についてという麻子さん最大の地雷を踏んで、スポーツバッグに詰めた着替えごと車の助手席から蹴り出された。

　車が走り去ると、近くに制服姿の女の子が立っているのに気づく。

「あ、せ、先輩……お疲れさまです」

　鶴つる姫ひめさんだった。荷物を入れた大きなバッグを両手持ちに、三つ編みを揺らしながらぺこりと一礼してくる。

　鶴姫さんも、まだきちんとミスコンに出るって返事は聞いていない気がするけど、この合宿に参加する準備をしてきたってことは、腹を決めたってことなんだろうか。

『けっこう早かったじゃない。それじゃあ玄関まで来て』

　鉄門の横にあるインターホンから、いきなり猪いの熊くまさんの声が聞こえてきた。

『あー、でもあんた達たち二人は顔認証してないから門は開かないのか。開閉のボタンは……ちょっと待ってて、メイドたちに連絡して門を開けるから』

　透明なカプセルに包まれたカメラがうぃーんと動いてこちらに向いた。セキュリティも最新式らしい。というかメイドって言葉が聞こえたけど、ナチュラルに日常生活で聞けるとは思ってもみなかったぞ。

　と、カメラから、ピピ、と音が鳴った。

　同時に、重々しい音を立てて鉄の門が開いていく。

『あれ？　あたし、まだ何も……って、絵え馬ま？』

「み、みりあちゃん……お、お邪魔します！」

　元気の良い声に振り向くと、白しら星ほしさんだった。

　どうやら猪熊家のカメラ認証にセットされているようだけど、白星さんは私服のワンピース姿で、僕達と同じように膨らんだスポーツバッグを両手持ちにしている。

「か、亀かめ丸まるくんから聞いたんだけど……わ、わたしも、合宿参加したい！」

　白しら星ほしさんによる、突然の合宿参加宣言。

　そういえば、今から三〇分前に白星さんにこの件をメッセでぽつりと話したんだった。そこから反応がなかったけど、息も切らしてるし大急ぎで準備して来たのかな？

『ダメ丸から聞いたの？　ってのは、どうでもいいか。なんで絵え馬まが？』

　猪いの熊くまさんによる至極当然な質問。確かに、白星さんは別にミスコンとは関係がない。

「その、ちょっと心配になって……」

『誰を心配？　ダメ丸？　愛あい梨り？　それとも──』

　インターホン越しのせいか、猪熊さんがやけに無機質に聞こえる。

　白星さんも、この前の文芸部室で見せた、何かを心配しているような、それを悟られまいと作り笑顔をしているような顔を、カメラに向け続けている。

「そ、その、心配なのは、亀かめ丸まるくんだよ！　やっぱり、わたしは練習彼女だから！　それと、わたしもトレーニングしたいの！　最近運動してなくてむちむちしてきたし！　それに、仲間外れとかさびしいし……一緒に楽しくトレーニングしたいの！」

『はあ……絵馬ったら。ま、いっか。それじゃあ入って』

　猪熊さんが仕方ないかというようにため息をついて、いつもの口調に戻った。

　白星さんも、ほっと一息。この前の生徒会室と同じ、一瞬だけ二人の間にあった気まずい空気が気になったけど、とりあえず門の中に入る事にした。

　敷地に足を踏み入れると、刈り揃そろえられた芝生、薔ば薇らの咲き乱れる花壇、水しぶきに虹を作る噴水の庭園が、威圧感たっぷりに僕たちを迎えてくれる。

「い、猪熊先輩ってすごいお金持ちなんですね……」

　鶴つる姫ひめさんに「う、うん」と返した声がうわずる。言葉が出ないレベルだ。一方の白星さんは平然とした顔だけど、多分、来慣れてるんだろうな。門も顔パスだったし。

「はいはい、ようこそ合宿所へ」

　玄関まで来ると扉が開いて、私服姿の猪熊さんが出て来た。私服なのに隙がない清せい楚そな白のブラウス姿だ。この家構えに似合うお嬢様って感じがした。

「ふうん、もうちょっとごたごたするかと思ったけど素直に来たのね。意外」

　目を細めつつ僕にそう言う猪熊さん。まあ葛藤はなかったわけじゃないけど。

「ダメ丸は文句言っても首に縄つければいいと思ってたけど……ええと、愛梨」

「な、なんですか？」

「あなた、よく親が許してくれたわね」

　それはそうかもしれない。僕はともかく、女の子の連泊なんて普通の親ならかなり難色を示すはずだ。

「う、うちの親って私に興味なくて。けっこう自由にしても大丈夫というか……」

　鶴姫さんは苦笑している。僕は、単に放任主義なんだな、とだけ思ったけど、

「──だから太ったの？」

　猪熊さんによるとんでもない発言。鶴姫さんの表情が一瞬でこわばる。

「ま、別にいいのよ。食事習慣含めて教育してあげるつもりだったから」

　傷つける意図がないと分かったのか、鶴つる姫ひめさんが軽く息をついた。

　さすがに今のはヒヤッとしたけど、猪いの熊くまさんの発言に悪意はないんだ、基本的に。

「ていうか、絵え馬まも親に連泊の許可とったの？　急いで来たみたいだけど」

「うう……わ、わたしは」

「はあ……案の定ね。家、近いんだから帰りなさい。夜になったら家まで送るわ」

　いつもみたいな二人の雰囲気に戻って安心する。

　そういえばこの辺りは白しら星ほしさんの家の近くでもある。白星さんは毎朝だいたい猪熊さんと登校してくることが多いけれど、距離的な理由なのかもしれない。

「それじゃ、まずは家の中を案内するわ」

　猪熊さんに促されて家に入る。真っ白な大理石の床にシャンデリアのある玄関ホールを抜け、奥に続く廊下を歩く。

「い、猪熊さんのご両親は？　さすがに挨拶だけしておきたいんだけど」

「この家はあたしのための別邸で親はいないから大丈夫。うちの本宅は違うとこ。普段からあたし以外はいないわ。いるのはメイド数人くらいね。まあ日中だけだけど」

　すごすぎてめまいがしてきた。後ろを振り返ると、鶴姫さんも眼鏡の奥の目をぱちくりさせながら変な汗かいてるし。

「さ、ここが合宿所よ」

　廊下を抜けると、そこにはジムがあった。

　種々のトレーニングマシンや鏡張りの壁、隅には大きなスピーカーも置いてある。

　奥の方にはキッチンスペースにＴＶ・ソファ付きのダイニングもあって、それらが余裕をもって配置されている広々としたジムだった。

「奥の二つのドアがあんたたちの部屋。それぞれ一〇畳くらいで狭いけど我慢してね。トイレもシャワーも付いてるし、収納には着替え含めて生活に必要なものは全部入ってる。欲しいものがあれば枕元にメモで残せば昼のうちにメイドが用意してくれるわ。あとは洗濯も隅のカゴに入れておけば夕方には──」

　寮の六畳間よりはるかにスペックが高いどころか、どんな王族扱いかな？

「猪熊さん、ええと、僕はいくら払えばいいんでしょうか」

「何言ってんの。別にいいわこのくらい。あのね、一応こっちだって無理に付き合わせてる自覚あるんだから。その分、トレーニングで結果出して」

　うーん、僕の金銭感覚では全く納得できないけど……まあ、まずは様子を見るか。

「それじゃあさっそく部屋に置いてある運動着に着替えてきて」

　猪熊さんの指示で部屋に荷物を置く。

　部屋にあった運動着に着替えてまたジムに戻ると、Ｔシャツ短パンの運動着姿の鶴姫さん、廊下の奥からは、同じ格好の猪熊さんと白星さんが歩いてきた。

　ただ、うん……？　僕の見間違いかもしれないけど、猪熊さん普通に竹刀持ってるんだけど、いつの時代の体育教師かな？

「愛あい梨り、大丈夫よ。この竹刀はダメ丸専用のしつけ棒だから」

「もう！　みりあちゃん、亀かめ丸まるくんを叩たたいちゃダメ！」

「ああああさっそくこのエロ猿は絵え馬まの運動着姿をガン見してるんじゃない！　絵馬の突き出た胸とか適度にムチムチな太ももとか凝視してるんじゃない！」

「わ、わわわわわ！　だから少し太っちゃったせいなんだから言わないでえ！」

　また僕は何もしてないのに、勝手なこと言って……！

　ただまあ、確かに運動着姿の白しら星ほしさんの体形は、太っているどころか、むしろ出るべきところだけ完璧にムチムチで凄すご……ひ!?　猪いの熊くまさんが睨にらんできたぞ目を逸そらせ！

「もういい、さっさと本題。それでこれから四週間後、七月七日開催のミスコンのための合宿を始めるんだけど、その前にやってもらいたいことがあるの」

　猪熊さんがぱんぱんと手を叩く。すると二〇代くらいのメイド姿の女性が七、八人ほど廊下の奥から出てきて横一列にずらりと並んだ。

「うちのメイドたちよ。挨拶はあとで。それよりこれからあんたたちのサイズを測っていこうと思うの」

「サイズって……？」

「ミスコンの衣装のためのサイズ計測よ。だって、みんなの衣装はあたしが作るから」

「い、猪熊さんが!?　服を!?」

「ふふん、さっき着てた服もだけど、あたしの持ってる服の八割は手作りよ。自分のサイズや似合うものはあたし自身が一番理解してるから」

　猪熊さんが服も作れるだなんて初めて知った。それにさっき猪熊さんが着ていたブラウスもすごい高級品に見えたのに、あれも手製だったのか。

「ただ……ダメ丸の衣装は厳しいかも。男モノはさすがに作ったことないし流行も分からない。あとでデパートの外商さんに対応可能なブランド紹介してもらうおうかな」

「ま、待って。それって、お金かかるんじゃないかな……？」

「？　別に、そのくらい出すけど」

「ほ、本当に待った！　だいぶ……大がかりな感じになっちゃってるね？」

「だって勝ちたいもの。使えるモノはなんでも使わなきゃ」

　これも蛇じや乃の目めさんとの勝負のため、か。にしてもやりすぎだ。

　猪熊さんは以前言っていた。自分に才能がないなら「変えられるものはぜんぶ変えてやる」って。でもこれは……まあ一応は有言実行の部類ではあるのか。

「大丈夫！　みりあちゃんならぜったいに勝てるよ！」

　白星さんが猪熊さんをわくわく見つめていた。

「絵馬、まだ言えないんだけど、今回はちょっと事情があって」

「えへへ、だってみりあちゃんすっごく可愛かわいいもの！　だからぜったいに勝てるよ！」

「でも今年は……ひゃ、えま……ぽんぽんは……ん、だめ……」

　臨戦態勢な猪いの熊くまさんも、白しら星ほしさんのぽんぽんにかかればやっぱりトロトロだった。

　でも、猪熊さんの「まだ言えない」って気になる言い方だ。蛇じや乃の目めさんとの勝負の件、白星さんにはいつか話すつもりだったけど、あまり言わない方がいいんだろうか。

「そ、それより、さっさとサイズの計測！　それじゃあお願い」

　ぽんぽん解除された猪熊さんの号令を合図に、メイドの人たちがメジャーを片手に群がってきた。

　胸囲や腹囲、肩幅は当然として、股下・ひざ下・首の太さ・頭囲まで計測される。

　鶴つる姫ひめさんも、目つきの鋭いメイドさんがドンと立てたパーテーションに「はわわ……」とメジャーでぐるぐる巻きのシルエットを映している。

　メイドさん達が離れると、猪熊さんがプリントに何やらペンで書きこんでいた。

「はいこれ。二人とも四週後にはこのサイズに修正される、そのつもりでいて」

　手渡されたプリントには、今のサイズ一覧と、赤字で修正された数字が並んでいた。

「ダメ丸には言った事があったわよね。服はサイズが命だって。自分に合う服を探すのが大事だって。でも、コンテストは違うわ。自分に合う服を探すなんてダメ。コンテストのサイズに自分が合わせるの。衣装はこの赤字で書いたサイズで作るつもりだから、あとはダメ丸と愛あい梨りがそれに合わせるだけよ。ふふん」

　あれ、猪熊さんがすごくいい顔で微笑ほほえんでる。だけど竹刀を手のひらにぽんぽんしながら、えらく凶悪な笑顔だ。

「──端的に言うと、この四週間で愛梨は一〇㎏の減量、ダメ丸は筋肉中心に一〇㎏の増量をしてもらおうと思ってるの」

　ええと、数字について実感を持って理解してるわけじゃないけど、それ、死刑宣告みたいな響きがするってことだけは十分に分かるんだよなあ！

「すべてはコンテストの衣装を格かつ好こ良く可愛かわいく着るため。ま、頑張って」

「待って猪熊さん！　僕からも提案があるんだ！」

　すかさず放った僕からの「提案」に、猪熊さんが首をかしげる。

　こんなこともあろうかと僕だって勉強してきたんだ。無理な方向に進みそうなら「こんなのもありじゃないか？」って持ちかけるために。自分の事なのに、誰かに全部に任せるのは前回の事件でこりごりだったから。

「この動画を見てほしいんだ」

　僕はスマホを出して、ブックマークしている動画を猪熊さんに見せる。

　それは他校のミスターコンの動画だった。その中で、スーツ姿にカエルのかぶりものをしてランウェイを歩く男子のシーンがある。

　そうなんだ。無理に正攻法で攻める必要もないんだ。

「ほらこんなふうにネタ的にやるのも悪くな──」

「ちぇりゃあああああああああああああああああああっ！」

「うわああああなんでスマホに竹刀を叩たたきつけたあああああっ!?」

「ぜったいにぜったいにイヤ────っ！　カエルの隣を歩くなんてイヤ────っ！　ああああああああああこんなの完全に変質者じゃないの！」

　猪いの熊くまさんがツインテールをぶんぶんぶんぶん振り回しながら全力拒否だった。

「こういうネタっていうのはね！　正統派でもいける人間がやるからこそ落差とか意外性で面白いわけ！　わかる!?　存在自体がネタに近い人間がネタやってどーすんのよ！　変質者が変質者の真ま似ねしたってぜんぜん笑えないでしょーが！」

「ぐ、ぐぐぐ、また人を犯罪者扱いして……！」

　相変わらずの猪熊さんだった。

　と、傍らからくすりと笑う声。鶴つる姫ひめさんだ。

「あ、ごめんなさい。その……先輩たちって、付き合ってるんですか？」

「ああああこんなダダ滑り芸人と付き合ってるわけないでしょ!?」

「ご、ごめんなさい。その……白しら星ほし先輩が練習？　彼女？　とか聞いていたんですが、お二人の仲がよさそうに見えたので、どっちなんだろうって……」

　白星さんが横から「わたしは亀かめ丸まるくんの練習彼女だから違うよ？」の言葉に、鶴姫さんがいっそう？マークを顔に浮かべているけれど、それは置いておいて。

「それより、猪熊さんは僕に何を着せたいの？」

　質問してみる。体重を一〇㎏も増やさなきゃいけない服ってなんなんだ。

「タキシードよ」

　猪熊さんが即答する。タキシードってあの結婚式で着るスーツみたいなやつか!?

「今回考えているテーマに合わせるにはタキシード以外あり得ない。そしてタキシードは体に厚みがないと似合わないっていう性質を持つ服の一つなの。日本の袴はかまと一緒で、最高に似合うのはお腹なかがでっぷり出た体形よ。逆にモデル気取りのひょろっひょろな貧弱体形だとね、全く似合わないのよ」

　それは初めて聞いた。お洒落しやれっていえば細くないとダメってイメージだったけど。

　ただそれよりも、

「猪熊さん、その『テーマ』って何？」

「学園祭のミスコンだから皆がやるわけじゃないけど、ランウェイを歩くのは演技だからテーマを決めて曲や服を選ぶ方が統一感が出るんだけど……ただその……まあ男女二人並ぶわけだから……その、多少そんなテーマにならざるを得ないっていうか……」

　急に歯切れが悪くなる猪熊さん。なんだか顔を赤らめてぶつぶつ言っている。

「い、いいの！　ていうかダメ丸の場合、こういう正統派で攻めた方が失敗したって逆につまらなくてネタにもならないんだし、なんだっていいでしょーが!?」

「まあ、それはそうかもしれないけど……」

　失敗してもみんなスルー、それが理想の展開だ。それを考えると猪熊さんのいう通りネタは避けるべきなのかもしれない。でも、そのために体重を一〇㎏増やすのか……。

「とにかくミスコンまで時間がないわけだし、トレーニングを始める！　ダメ丸は筋トレ中心、愛あい梨りは減量中心のメニューで！　さ、死ぬ気でやってね！」

　こうして──地獄の合宿の幕が開けたのだった。




「はい腕立て。うーでーたーて！　まあ愛梨はいいわ。なんでダメ丸が一回もできないの!?」「まあ分かってる。もちろん懸垂なんて無理。ナマケモノみたいにぶらさがってるしかないって」「オーケー。ベンチプレスもバーだけで精いっぱいなのは分かった」「それならランニングマシンで走りましょう。ちょ、愛梨なんでいきなりジョギングの速度で転ぶの!?　ああああしかもダメ丸も!?」「これも！」「これも！」「んき─────！」

　開始一時間で猪いの熊くまさんが絶叫した。

　そこからは、とりあえず両手に砂の入ったペットボトルを持ちつつ、ジョギングというか散歩の速度で、ひたすら走らせられたのだった。

「なんなの、この生物、いままでどうやって生きてこれたの……？」

　隣のマシンで、同じくペットボトルを持って走る猪熊さんがため息をついている。

　一方の僕はといえば、走り続けたまま、息が切れてまともに返事も返せない。

　このランニングもかなりの全身運動だ。僕にとってはこんな運動量は生まれて初めて。なのに猪熊さんはほとんど汗もかいてない。普段から鍛えてるんだろうな。

　それに猪熊さんの隣を走る白しら星ほしさんも、意外に軽快なペースだ。僕より体力があるのかもしれない。ただ……走るたびにたゆんたゆんと揺れる胸が、その、

「もうなに!?　なんでダメ丸は運動中なのに絵え馬まの胸を見て発情してるの!?　筋肉をパンプアップさせなきゃいけないのになんで股間をパンパンにさせてるの!?」

「うわああああああああ、し、してない！　僕はしてない！」

「もう、みりあちゃん！　亀かめ丸まるくんも一生懸命やってるんだから邪魔しちゃダメ！」

　と、その時だった。

「猪熊先輩ごめんなさい、お掃除のバケツ借ります」

　鶴つる姫ひめさんが突然ランニングマシンから降りて、ロッカーの前にあるバケツを取った。

「どうしたの愛梨？　掃除なら昼間のうちにメイドが……」

　猪熊さんが視線を向けると、鶴姫さんはバケツを抱えて軽く微笑ほほえみ──。

　オロオロオ（音と映像を修正するとキラキラキラキラと輝くもの）を吐き出した。

「きゃあああああ！　愛梨ちゃん!?」

「だ、大丈夫!?　鶴姫さ──」

　白星さんと僕で思わず駆け寄るけど、うーん、なんだか僕もバケツが欲しくなってきオロオロオ（キラキラキラキラと輝く以下略）

「きゃあああああああ亀丸くんも！」

「あああああああ二人して吐くな─────っ！」

　数分後。ジムの壁際に、僕と鶴姫さんはぐったりともたれかかっていた。

「二人とも大丈夫……？」

　白しら星ほしさんが絞ったタオルで汗とか口元を拭いてくれる。

「まあいいわ。今日はもう終わり。食事にしましょう。トレーニング後はなるべくすぐ食べるのが大事だから、シャワーはあとでね」

　猪いの熊くまさんの言葉にほっと一息。みんなで水分補給をして調子が戻ってきたところで、トレーニング室のテーブルの席につく。

　いつの間にかメイドさん数人がキッチンスペースで料理を作っていた。本当に至れり尽くせりな感じで、どんな豪華な料理が出てくるんだって雰囲気だったけど……。

　ただ待て。なんだか嫌な予感がするぞ。

「脂肪を減らしつつ筋肉をつける。ダメ丸も身体のサイズは大きくしたいけど、この年で顔に脂肪がついてると不細工でしかないから、その方針で行くわ。そして、それを最高に助けてくれる『身体造り三銃士』を紹介しようと思うの」

「か、身体造り三銃士？」

「ブロッコリー（ドン）、ササミ（ドドン）、ゆで卵よ（ドドドン）」

　メイドさん三人がそれぞれボールに山盛りで持ってきた。本当に山盛りだ。それが三つも並んで、なんだかそびえたつ山脈みたいだった。

「うう…………甘いパンが、食べたいです」

　鶴つる姫ひめさんがぼそりとこぼすと、猪熊さんが殺気とともに、びしい、と指さしてきた。

「菓子パンなんて絶対ダメ！　あれは人を弱くする食べ物。それに痩せたいと思うなら、炭水化物はやっぱり制限しなきゃいけないの！」

　そういえば前回、僕の服を買いに行った時、猪熊さんがハンバーガーのバンズだけ僕に渡してきた事もあったな。

「やっぱり炭水化物は良くないんだ……？」

　質問してみる。白米が食べたいなあ。

「そうよ炭水化物は敵。だけど注意点があるの。炭水化物制限は体内の糖質を枯渇させることで脂肪をケトン体に変換させるエネルギー経路を促進させるわけなんだけど……」

「？？？？？？」

「要するにね、炭水化物を制限して、脂肪をエネルギーに変えろと身体に覚えさせて痩せる仕組みなわけ。でも注意点は飢餓状態を防ぐため、抜いた炭水化物の代わりにしっかり『油』を摂とらなきゃいけないってことなの。飢餓になれば身体のあらゆるところに不調をきたすし、皮膚もモロに影響を受けるから老けるのよね。これが、サラダしか食べない人間が苦痛に耐えかねてダイエットに失敗する原因よ」

　ダイエットなのに油を摂っていいって言葉に驚いたけど、

「だから、さあ──油よ」

　メイドさんが僕達たちの前にコップを置く。その中には黄色く粘性の高い液体、まさに油。

「一本一万円の最高級のオリーブオイルよ。さあ──飲みなさい」

　ひい、と声が出た。僕たちを油で動く機械かなにかと思っているのかな!?

「も、もう、みりあちゃん！　ちゃんとお料理しよう!?　わたしも手伝うから！」

「ダメよ絵え馬ま。これもトレーニングの一環。この二人は今まで好き勝手な食生活ばっかりでジャンクな味に慣れ過ぎてるんだから、シンプルな味の料理に慣れてもらうためなの」

　し、シンプルにしたってこれは料理どころか原材料なんだよなあ……。

　メイドさんたちも苦笑してるんだけど、ご主人様を止めてくれませんか誰か。

「大丈夫よ、油も摂とりすぎ厳禁だからコップ一杯しか飲ませるつもりはないんだし」

　猪いの熊くまさん以外のみんなでため息、満まん身しん創そう痍いで食事を始めたのだった。




「それじゃあ、みんな、おやすみなさい！」

　周囲は暗闇。玄関からの光を背後に、白しら星ほしさんが自宅の中へ消えていく。

　夜。みんなで白星さんを徒歩五分の場所にある自宅まで、送った後のことだった。

「とりあえずシャワー後にトレーニング室に集合ね。パジャマに着替えてていいから」

　猪熊邸に帰宅後、即座の指令。まだトレーニングが残っていたのかと戦々恐々しつつ、自室でシャワーを浴びてパジャマに着替える。

　言いつけ通りジムに出ると同時、隣の部屋から鶴つる姫ひめさんも出てきた。

　目が合うと、なんだか互いに笑みがこぼれ──一緒にばたんと床に倒れる。

「鶴姫さんごめん。起こしてもらっていいかな。身体が動かないんだ」

「ご、ごめんなさい先輩、私も動かないんです。あと……それなりにお腹なかがいっぱいなのに、なぜか満たされてないのがすごく悲しいんです」

　トレーニング一日目にしてぼろぼろだった。こんなの四週間も続けられるのか？

「まー案の定ね。だから呼び出したんだけど」

　倒れたまま声の方を見ると、猪熊さんが僕たちを見下ろしていた。

　髪を下ろしたパジャマ姿で全身からほかほかと湯気を立てている。メイクを落としたせいなのか、いつもよりさらに童顔になっていてなんだか可愛かわいい。

　それよりも呼び出しの件だ。今度は何をやるつもりなんだ。もう寝たいのに。

「まずは愛あい梨りから」

　説明もなく、猪熊さんが鶴姫さんに肩を貸して、彼女の自室まで引きずっていく。

　部屋に消える二人。倒れたままの僕の耳に、ベッドがみしっと鳴る音が聞こえた。

　そうして部屋からなにか身じろぎする気配がして、

「あ、ちょ、せ、せんぱい！　あ♡　あ♡　あああああっ！」

　な、何が起きたんだ!?

　鶴姫さんの、その、変な声が聞こえて、今はしーんとしちゃってるんだけど……。

「次はダメ丸よ」

　しばらくすると、猪熊さんがあくびをしながら部屋から出て来て、僕を起こしつつ肩を貸してくれる。猪熊さんの髪からシャンプーのいい匂いがした。風呂上がりの高体温を感じながら、半ば背負われるように僕に割り当てられた部屋へ。

　って、これはもしかして、

「い、猪いの熊くまさん待って！　その、猪熊さんじゃ嫌だってことじゃないし気持ちは嬉うれしいんだけど、そんなに簡単にすることじゃないと思う！　もっと自分を大事に」

「あああああああ何妄想してんのよドスケベもやしザル！　さっさとベッドにうつぶせになれーっ！　どうらぁあああー！」

　されるがままにベッドに放り投げられる。どうやら僕の想像とは違ったみたいだけど、じゃあ鶴つる姫ひめさんのあの声はいったい何だったんだ……!?

「ああもう、ダメ丸にコレするとか……でもあいつに勝つため、勝つため……！」

　猪熊さんがぶつぶつと何かをつぶやいた後、意を決したように、うつぶせになった僕の背中へと馬乗りになってきた。

「いい、ダメ丸。トレーニングに大事なのは運動・食事、それと『休息』よ。寝てる間に身体が造られるんだから。で、今からするのは休息の質を最高に高めてやるため。ふん、感謝しなさいよね。あんたにコレをしてあげるとか、普通は一生ないんだから！」

　背中に乗った小さくて柔らかいお尻の感触にどぎまぎしていると、猪熊さんの細い指先がぴたりと僕の背中に触れて──。

　否、触れるのでなく刺さった。ものすごく気持ちのいい部位に、ピンポイントで。

「へあああああああああああ!?　は!?　は!?　ちょ待って猪熊さ」

「うるさーい！　黙ってさっさと寝なさいってば！」

「待って、ほんとにこれ、やば……」

　めちゃくちゃな快楽だった。猪熊さんの指先が僕の背中に押し込まれると、そこの部分だけ空に浮くような感覚になる。さらにその感触が全身に広がって、すべての筋肉がゆるゆるになって天国にいるみたいに蕩とろける。

　本当に蕩ける。というか溶ける。身体が中から溶けていくみたいだ。まるでイモムシが蝶ちようの姿に成長するために、サナギになって中をどろどろにするように。

「……おやすみ」

　これは夢か幻か。猪熊さんのそんな優しい声が聞こえたかと思えば、僕のまぶたは一瞬で閉じてしまったのだった。




　数日後。梅雨の時期ど真ん中も、本日はたまたまの晴天。

「みんな、おはよう！」

　朝日に透けた髪が金色を帯びてきらめく。玄関から制服姿の白しら星ほしさんが出て来た。

　合宿開始以降、僕と猪熊さん、鶴姫さんの三人で近くに住む白星さんを迎えに行くのが日課になった。

　女神スイッチ守護をする猪熊さんの日課に、同居人となった僕たちがついて行く形だ。

　珍しい四人の組み合わせで、登校中に出会う生徒みんなの注目を浴びることになった。




　そして、放課後。西日の差す生徒会室。

　僕は生徒会の雑務として、いつも通りに仕事をしていた。

　学園祭関係の書類から無言で顔を上げると、僕の想おもい人だった──いや、今もそうか、獅し子し神がみ玲れい花か先輩がいた。

　一つに束ねた綺き麗れいな黒髪、真っ白な肌、凛り々りしく背すじの伸びた姿。そんないつも通りの玲花先輩は、学園祭の実行委員長と立ったまま打ち合わせをしていた。

　本日五人目の来訪者だ。学園祭が近づけば生徒会室も人の出入りが激しくなる。

「ふう……」

　実行委員長が生徒会室から出て行くと、玲花先輩が脱力するように椅子に座り込んだ。

　忙しそうだ。玲花先輩が学園祭関係の生徒会の仕事のほとんどを引き受けている。

　他の生徒会役員もたまに来ることもあるけど、なぜか全員の所属する部活が県大会で優勝してしまったので、まだまだ定期で来れる見通しはない。なので僕もなるべく先回りで仕事を引き受けているけど、それでも玲花先輩は忙殺されている。

「お疲れさまです先輩」

「……あ、ああ。問題ない」

　それだけ言って、互いに沈黙する。

　前回の告白以降、基本的にはいつもと変わりないのだ。お互いに仕事をしながら、気づいたように一言二言かわす。まあ変わりはない。だってフラれたのだから。

　ただ、何となく玲花先輩の方から視線を感じたりもする。それに──。

「き、聞いたぞ。君がミスターコンの代表になった事を」

　会話についても、前よりずっと玲花先輩の方から話しかけてくれるような気もする。

　それより答えなきゃ。せっかく僕の事について話しかけてくれたんだからな。

「そうなんですよ。本当に参りました。僕なんて出る器じゃないのに」

「そ、そんな事もないのではないか？　君なら十分活躍できる」

「はは、ありがとうございます」

　お世辞に微笑ほほえみで返すと、玲花先輩が一瞬頬ほおを赤くしてうつむき、んんと咳せき払ばらいした。

「だが、ミス・ミスターコンについて困ったことがあるのだ。相談して良いか？」

「なんですか？　何かトラブルでも？」

「いや、その、ミスコンについてクレームというか、そういう声があってだな」

「……まさかアレですか？　ミスコンの時間がかなり延長された件」

　今年からミスターコンも開催されるため、ミスコンの時間が大幅に延長された。

　そのため『体育館を使って何かやりたい部活あたりからは文句のひとつも出かねない』と危惧する声もあったのだ。

「幸いなことに、その方面からのクレームはない。ただその、ミスコン中止というか……いや待った。すまない、もっと話がまとまってから君に話そう」

　なんだなんだ中止とか不穏な言葉が聞こえたぞ？　ミスコンの予算が足りなくなったとかそういう話か？　でもクレームの話とも言ってたな。一体、何のことなんだ。

「そ、それよりだ！　もう一つ……相談したいことがあるのだ」

　話を逸そらされたぽいけど、こちらも真剣な口調だ。背すじを伸ばして聞く事にする。

「もう一件は、その、私が審査委員長なので……君の得点をどうしようか悩んでいるのだ」

　全く予想外の言葉に「へ？」と首をかしげてみると、

「き、君はミスターコンで優勝したい気持ちなどあったりするのか？」

　ちらちら視線を送りながら訊きいてくる玲れい花か先輩。ええとそれって、

「せ、先輩駄目ですよ！　その場で公平に審査してください！」

「そ、そそそ、そうだな！　私情抜きでもちろんそうさせてもらおう！　君のために採点ボタンを連打するなど忖そん度たくにすぎる事だ！」

　危ない！　何考えてるんだ先輩は！　どう見ても実力不足なのにそんな事して目立ったら普通にばれそうなものなのに！　まあ先輩の優しさゆえの発言とは思うけど！

「そ、それよりミスターコンに向けて何かしているのか？」

「少し、トレーニングしています」

　簡単に答えてしまったけど、実際は少しどころじゃない。

　ただ猪いの熊くまさんの神の手によるマッサージのおかげか、本当に翌日に疲れや筋肉痛が残らないのだ。あのマッサージをされながら眠りにつくと、翌朝目覚めてもう一週間は寝たんじゃないかって気分になる。

「なるほど、顔が締まったのはそのせいか」

「え？　もう変わりましたか」

「そ、そうだな。前にも増してその……まあ、無理せず頑張ってくれ」

　とたんに玲花先輩が顔を隠すようにうつむいて、生徒会室にまた静寂が訪れた。

　前回の告白から、玲花先輩が多少話しかけてくれるようになったといっても、要所要所こんなふうにぎくしゃくはしてしまうんだ。

　ただなあ、こんなぎくしゃくした空気になると思うんだ。何かしらこう、ないものか。普通に会話を続けるためのきっかけが。

「ふう……」

　玲花先輩が書類に目を向けつつ、また自分で自分の肩を叩たたき始めた。

「先輩、お疲れなんですね」

「まあ……多少はな」

　そうしてコミュ障の癖が抜けきってない僕は、なぜか自分の生活に組み込まれたモノの話を当然のようにしてしまうのだ。

「マッサージしてあげましょうか？」

　言葉にしてからまばたきを三つ。痛々しい事を言ってしまった事に気づく。

「あ！　ごめんなさい普通に変ですね！　忘れてください！」

　本当、どこのセクハラ親父おやじなんだ僕は、と、思っていたら……。

「そ、そそ、そうか。それならお言葉に甘えるとするかな」

　玲れい花か先輩が視線を逸そらしつつも、頬ほおを染めながらそう言ってくれた。

「いいんですか本当に……？」

　もう一度しっかり確認したけど、やっぱり玲花先輩はうなずいてくれる。

　ためらいつつ、椅子に座る玲花先輩の背後に回る。おそるおそる肩を掴つかんで息を呑のむ。

　自分が提案したこととはいえ、何だか恥ずかしくなってきたな。

　うなじの白さがまぶしいし、さらさらの髪から甘い匂いがするし、そもそも先輩の身体からだに触れるのなんて普通はあり得ないことだし、触ればやっぱり柔らかいし、うわわわちょっと待て本当に緊張してきた。

　集中しろ。柔らかい感触のする肩。でも軽く探ると芯には……ああ、確かにけっこう凝ってるかもしれない。

　僕はこの数日間の猪いの熊くまさんの手技を思い出す。あれは、こんな感じで──。

「ふあ♡　は!?　ん♡　待、あ♡　ぁん♡　ああああっ♡」

　先輩からすごい声が出たのでびっくりして肩から手を離す。

　すると、玲花先輩は真っ赤な顔の涙目で、ふるふる小刻みに震えながら、

「さ、触り方が破廉恥だ！　本当に破廉恥だ！　こ、こんなのどこで覚えた!?」

「待って下さい！　普通にしただけです！」

「ふ、普通なものか！　そ、その、体がじんじん……も、もういい仕事に戻るんだ！」












　生兵法はケガの元。またぎくしゃくな空気に戻ってしまったのだった。




　夕方、猪いの熊くま邸の合宿所。ここ数日は、僕と鶴つる姫ひめさん、白しら星ほしさんの全員が集合すると、まずは竹刀を床についた猪熊さんのレクチャーが始まるのだった。

「さて、今日はトレーニングの前に実技の練習をしようと思うの」

　実技の言葉に首をかしげるけど、そういえばこの合宿の目的は体を鍛えることではなく、あくまでミスコンに出るためのものだった。

「で、ミスコンは『歩くだけ』をショーの域に高めないといけない。そのためにやる事がたくさんあるの。ほとんどダンスに近いものだと思ってもらっていいわ」

「だ、ダンス？」

「そのくらいやる事があるの。そしてミスコンで重要なのが──①立ち方、②歩き方、③音の取り方、よ」

　三本の指を立てた猪熊さんが、僕たちの周囲をゆっくりと回りだした。

「これね、普段のダメ丸と愛あい梨りにとっても大事な事だからよく聞いてね。どうやったら格かつ好こ良く見えるのか、っていう事の基本でもあるから」

　そう言いつつ、背後に回った猪熊さんが僕の腰に竹刀をぴたりと当ててくる。

「まずは立ち方。要するに背すじの伸ばし方なんだけど……はいダメ丸。背すじを伸ばしてみて。ものすごい全力で」

　僕は言われるまま、全力で背筋を伸ばしてみる。

「そう。普通にやるとね、こんな風ふうに芸人のオーバーリアクションみたいに背中を反ってるだけになってしまうのよ」

　いつも通り即座にダメ出しされたけど、まずは続きを聞くことにする。

「まっすぐに立つ。それには、天井から糸で吊つられているような、上下に伸びるような、武道やダンスでは昔からそんな言い方をするんだけど、椅子に座る生活が中心の現代人はそれを聞いても、まずまっすぐには立てないのよね」

　僕の背後に立った猪熊さんが、腰のあたりを竹刀でぽんぽんと叩たたいてきた。

「それで、本当の意味でまっすぐに立つのに一番大事なのは『腰』よ。腰は背すじ、つまり背骨の土台になる場所。ここが正しい位置に決まらないと何をやっても無駄なのよ。傾いた土台に家を建てるみたいな難しい真ま似ねをする羽目になる」

　今度は、僕の背中とお尻のつなぎ目を竹刀で撫なでてくる猪熊さん。

「背すじを伸ばしたいと思ったらまずは腰骨の上。ベルトの通る背中側をしっかりと伸ばして、まずはお尻を出すようにする。この辺、いつもずっと椅子に座ってスマホをいじって丸まったままなんだから、しっかり伸ばしてみて」

　やってみる。意識してみると、確かにそこはずっと丸めてしまっている場所だ。

「そしてお尻を出して張ったまま、はい今度は恥骨を軽く前に出すようにして締める！　どう？　その上で、首や背中を伸ばそうとすると楽にできるでしょ？　天井から糸で吊られるように、の意味も分かるはず。それに腰の張りのワンアクションで胸が突き上げられて、自然に胸を張れている状態になっていると思うの」

　本当だ。肩が自然にすとんと落ちて首が伸びる。胸だって力を入れてないのに、腰の力だけで張れている。上半身全体を腰で受け止めているみたいな感覚だった。

「これが、立ち方の基本。モデルにしろスポーツや武道にしろ共通する立ち方よ。この立ち方が一番美しく見えるし、合理的なの」

　近くに立つ鶴つる姫ひめさんも、僕と同じ感覚を味わっているのか、眼鏡の奥の目を見開いて驚いたような顔をしている。

「ふふ、亀かめ丸まるくん、いつもよりなんか格かつ好こいい♪」

　白しら星ほしさんが何でもニコニコほめてくれるのはいつもの事だけど……視線を横に向けると、僕から見た鶴姫さんの印象が違った。

　胸を張った感じになって、失礼な言い方になるけど暗い感じがすとんと抜けた。

「これ、服の着こなしとも関係してるのよ。二人とも、また元の立ち方に戻してみて」

　猪いの熊くまさんの言う通り、みんな腰の力を抜いて普段の姿勢に戻す。

　すると猪熊さんが、鶴姫さんの両肩から胸のラインを触り始めた。

「ひゃ、せ、せんぱい」

「いいから、注目して。ここＴシャツの脇のあたり。しわが出来てるでしょ？」

　そういえば、気にした事はなかったけどしわがある。でも、そこって肩の関節のつなぎ目だから、普通はたわんでしわが出来るんじゃないかと思ったけど、

「それじゃあ、背筋を伸ばす」

　猪熊さんの号令でまた腰に力を入れる。

　……あれ？　鶴姫さんのＴシャツの肩のしわが消えた。僕のもだ。

「分かった？　服って背すじの曲がった人間を想定していないのよ。だから変なところにしわが出来るし、服のシルエットが崩れるから、姿勢の悪い人間は何を着てもコレじゃない感が出てしまうわけ。逆にきちんと背すじが伸びると、本来の服の良さが出てくる」

　鶴姫さんが明るく見えたのは姿勢のせいだけじゃなく、服がきちんと見えるせいもあったのか。服について、身近だけど知らない話で、いつものことながら驚いてしまった。

「そして次に歩き方よ。まずはお手本を見せるから」

　おもむろに猪熊さんが壁際まで下がった。そして──踏み出す。

　思わず、お、と声が出た。ＴＶのファッションショーで見る、それっぽい歩き方。

　一瞬だけど、まるで猪熊さんがドレスを着て、きらびやかなランウェイを歩いているようにも錯覚してしまった。

「わあ！　みりあちゃん、やっぱりすごいよ！　うんうん！　やっぱり格好いい！」

「え、絵え馬まやめて。実はちょっと恥ずかしかったんだから……」

　それにしても洗練された動作だった。間近で見ると分かる。なるほどこれは普通に歩いているわけじゃなくて、練習の必要なダンスに近いのかもしれない。

「コツはまっすぐ立ったまま、一本の線の上を歩くように。膝をあまり曲げず、足を腰で押し出すようにしてゆっくり大股で。ダメ丸は男だからさらに軽く肘を張って肩と胸を大きく見せて。まあ、これはあとで練習するとして……」

　猪いの熊くまさんが、今度はスピーカーに近づいた。

「そして三つ目。リズムを取る事」

　スピーカーからテンポの良い洋楽が流れる。お洒落しやれなショップで流れている感じのクラブミュージックとか、そんな曲だ。

「ダンスの基礎にもなるわ。端的に言うとね、音を『遅取り』するのよ」

「遅取り？」

「例えば、ビートが流れてるじゃない。ドン・ドン・ドン・ドンって。そのリズムに合わせて体を揺らしてみて」

　言われた通り、ダンスというより曲に乗る感じでやってみる。

「見事にせわしない……。ダメ丸の場合ね、ドン・ドンの『ド』で体が動いちゃってるから音に踊らされているように見えるわけ。遅取りは、ドン・ドンの『ン』に合わせて、かつ遅れないように。感覚としては『ン』の音にかぶせるように体を動かすの」

　猪熊さんが音に合わせて僕と同じように体を揺らす。僕とやっている事は同じなのに、音をよく聞いているような、余裕のある感じだ。

　細かな違いだと思ったのに、猪熊さんがやればいちいちそれっぽくて格かつ好こく見えるのだと思うと、小さく見えても奥が深い事ってたくさんあるんだろうな。

「まあこれもおいおい教えていくけど、ランウェイを歩く時、流れている曲のリズムを意識して歩く。するとね、上う手まくいけば音を支配しているように見えるの」

「音を……支配する？」

「完全にノリ切るとね、観客にはそう見えるの。曲と一体化したみたいにね」

「なかなか……すごい感じの話なのかな？」

「そうね。──正しく立つ、正しく歩く、音を支配する。そうすると、一つの『作品』に仕上がるのよ。単なる歩行という行為が、観客を没入させ得る作品に」

　まるでアートの世界だ。やっぱり僕の器量では遠すぎる領域の話だった。

「ま、そのレベルはちょっとやったぐらいじゃ無理だけど。さて最後に──」

　猪熊さんがいきなりスマホを取り出した。そしていきなり僕をカメラで撮る。

「愛あい梨りも」

　そうしてカシャリ。カシャリカシャリ、何度も僕と鶴つる姫ひめさんを撮影してくる。

「あ、あの、あの、先輩……や、止やめませんか？　私、写真って苦手で」

　鶴姫さんの気持ちは痛いほど分かる。僕も写真は苦手だ。

「それじゃあ写真見ましょっか。まあ嫌いな理由は知ってる。鏡で見るより不細工に写る気がするんでしょ？　でも残念、リアルに見えてる通りに写っているわ」

　うう、思っていた事を当ててきた。それに今みんなで猪熊さんのスマホを見てるけど、やっぱり思ったより良くない感じで写っている。

「これって問題は、表情が作れていない事なのよ。鏡って見ながら調整可能なものだからいい表情を作れてしまう。これが表情の確認不能なカメラの前ではできない、もちろん、日常で人前に出た時もね」

　前回から、笑顔の練習はたまにしているけど、鏡の前ですらいい顔を作るのって簡単ではないんだよな。ましてや鏡無しだと、こんな感じに写ってしまうのか……。

「他の女の子だったらね、事あるごとに友達みんなと写真を撮ったりしてるから、多かれ少なかれ自分の角度や良い表情を意識して作れるのよ。それにプロモデルあたりになるとあらゆる角度で自分がどう写っているかを、完全に把握している」

　こんな事にも練習の要素があったのかと驚いたけど、

「うーん、わたしもあんまり意識した事なかったなあ……」

　白しら星ほしさんがそうぽつりとこぼした。

「ダメ丸、分かってるわね？　絵え馬まは別格なんだから真に受けちゃダメよ」

「もう、みりあちゃん、わちゃし、ふにゃうふにゃう、なんでほっぺた掴つかむのお!?」

「ああああ、もう、絵馬なんて表情を作るどころか何をやっても可愛かわいいんだから！」

「ふにゃうふにゃう、ほめるかほっぺた掴むかどっちかにしてえ！」

　まあ、白星さんは何しても可愛いし、表情を作るとかそういうレベルではない。

「それでダメ丸と愛あい梨りは表情を作る経験を人並みにしてこなかったわけだから、練習してそれに追いつかなきゃいけないのよ」

　猪いの熊くまさんが、おもむろに壁のスイッチを押した。

　同時に、ごうん、と鏡張りの壁の一面が動いて──もう一つの部屋が出て来た。

　部屋にあるのは、大きく垂れさがって床にまで広がる無地の幕、脚立に立ったカメラ。撮影所みたいな部屋だ。

「今からする事の目標は、自由自在にいつでも良い表情と角度を取れるようになる事。そのために自分が客観的にどう写っているかを、死ぬほど実感してもらうわ。ちょっとカメラを向けられるくらいなんて屁へでもないくらいにね」

　猪熊さんがおもむろにカメラの前に立ち、カメラにリモコンらしきものを向ける。

「一秒１シャッターの三〇〇連写よ。まずはお手本」

　そうしてカメラが連続でシャッターを切り始め──。

　それは、まさにダンスというか、舞と表現せざるを得ないものだった。

　一秒ごとに作動するシャッターに合わせて、猪熊さんが一秒ごとにすべて違うポーズを取っていく。それも雑誌の表紙に載っていそうな完璧なポーズを、迷いなく、一瞬で、余裕たっぷりに。

　積み上げた技以外の何ものでもなかった。モデルなんて生まれつきの素材を持った人間がぼんやり立って写真を撮られているだけ、どこか心の中にあったそんな誤解を、見事に吹き飛ばしてくれるくらいの。

「はい五分間、三〇〇ポーズ完了。さてと……見てみよっかな。三三、八七、一二七あたりは角度がきちんととれたか気になってるのよね」

　カメラの横にあるパソコンで、写真のデータをぱらぱらと見ていく。

「せ、先輩すごいです！　ほんとこれ、雑誌の表紙じゃないですか！」

　鶴つる姫ひめさんが眼鏡の奥の目を丸くして興奮していた。確かにすごい。ぜんぶ可愛かわいく撮れている。それに一部はリアルで見るより可愛いんじゃないかって写真もあった。

　これは尊敬だ。さすが猪いの熊くまさんは本職のモデル──。

「……………………まあ、雑誌の表紙に載った事はないんだけど」

　ぼそりとつぶやいた猪熊さんの言葉。

　鶴姫さんは単なる情報を聞いたようにきょとんとしているけど、僕は猪熊さんのモデルとしての立ち位置を少しだけ知っているので、何とも複雑な気持ちだ。

「それより、もちろんあんた達たちにもやってもらうんだからね。三〇〇連写」

　画像を確認し終えた猪熊さんが、嫌な現実を突きつけてくる。

「そうね、一つアドバイスをすると……」

　猪熊さんが僕と鶴姫さんの顔をまじまじと見つめて、

「ダメ丸は顔の右斜め三〇度を相手に向けると、格かつ好こ良く見えやすいと思う」

「み、右斜め三〇度？」

「そうよ、愛あい梨りは左に二〇度かな？　あんたたちは鏡しか見ないから分からないんでしょうけど、全体のシルエットとか側頭部のラインとか、鏡で見えない範囲も総合してそう考えたの。その辺、写真でしか客観的に見えないから、この訓練はそれを意識するためでもあるのよ」

　そういえば鏡って正面からしか見えないけど、それ以外も他人には見えてるんだよなあ。

「ただまあ、まずは撮られることに慣れましょっか。はい、スタート」

　二人でカメラの前に並ぶといきなり三〇〇連射開始になった。

　やっぱり固まる僕。固まる鶴姫さん。

「もう！　せめてちょっとくらい笑顔！　七五三の子供の方が少しはまともよ!?」

　三〇〇連写が終了し、意気消沈でパソコンの前へ。写真を見せられると、やっぱりひきつった笑顔だらけで泣きたくなる。

「わ、わわわ！　ぜんぜんポーズ思いつかない！　みりあちゃんってすごいんだね！」

　いつの間にか白しら星ほしさんが三〇〇連射に挑戦していた。

　ちょうど見ていたパソコンに次々と白星さんの困り顔や慌て顔が流れてくる。

　ところが、しばらくすると白星さんが腹を決めたように深呼吸して──。

　笑顔。

　これだけで胸が高鳴った。朗ほがらかな日差しや周囲一面の黄色い花が笑顔の傍らに広がるような、そんな明るく華やかなイメージがよぎる。雑誌の表紙どころか一枚のアート作品にも思えてしまった。

「…………やっぱり器が違う、か」

　猪いの熊くまさんが、何かをつぶやいたような気がしたけど、すぐに元の顔へ戻った。

「ああああ、もう！　絵え馬まなんてぜんぶ可愛かわいいんじゃない！」

　そうやって、やけくそ気味に叫んだのだった。




　数日後の昼休みのことだった。最近の昼食は一人でなく、白しら星ほしさんに呼び出されない限りは熊谷くまがいくんが一緒に食べてくれたりもする。

「おいおい、なんだそりゃ……？」

　熊谷くんがパンをかじりながら、僕の弁当を見てドン引きしていた。

　なにせ僕が食べているのは、猪熊さんが弁当として持たせてくれたブロッコリーとササミ、ゆで卵の三銃士。一つ一つがタッパーにたっぷり詰め込まれた弁当だ。

「んで、その小さな水筒はなんだ？」

「油」

「えっ？」

「……油」

「…………ま、まあ困ってることあったら言ってくれよ？」

　熊谷くんは口元を引きつらせて、敢あえてそれ以上追求しないようにしたようだ。

　僕はため息をつきつつ、ブロッコリーを咀そ嚼しやくしながら窓の外に目を向ける。

　梅雨らしい小雨だ。眺めていると気が滅め入いりそうなので、視線を再び教室内に戻す。

　すると、こんな天気でもぱっと華やぐツインテール、猪熊さんの姿が目に入った。

『──雑誌の表紙に載った事はないんだけどね』

　昨日の言葉を思い出す。猪熊さんのすごさを実感したと同時に聞いたアレを。

　なんで猪熊さんはモデルとして活躍できないんだろう。そこらのモデルよりよっぽど可愛いと思うのに。身長の差だけでここまで差がつくものなのか？

　モヤモヤした気持ちで猪熊さんを眺めていると──ある事に気づく。

　なぜだか猪熊さんを囲む友人の輪がいつもより少ない。

　うちのクラスにいる三柱の女神、白星さん、鷹たか見みさん、猪熊さんは基本的に一緒にいる事が多いけど、それぞれ違う友達に囲まれることも普通にある。

　女神スイッチを守護する二人も、常に白星さんにべったりというわけでもなく、状況を見て柔軟に守護レベルを調整しているのだった。

　今日みたいに三人とも違う席にいると、人気者の三人を核にしてどんどん人が集まってきて、教室には同じサイズの人の輪が三つ、綺き麗れいに出来上がるはずだった。

　なのに今日は、猪熊さんを囲む人の輪だけがやけに小さい。輪になるほど人が集まっていないのだ。

　違和感に首をひねっていると、いきなりズボンのポケット内でスマホが震えた。

　ＬＩＮＥの新着だ。相手は、鷹見さん？

『一〇分後、臨時の白しら星ほし会議。文芸部室に来られたし。時間厳守』




「どうしたのエレナ？　急に呼び出して」

　文芸部室のテーブルをみんなで囲みながら、白星さんが首をかしげた。

　白星さんには手のひらに願いを書くと叶うというジンクスがあり、放っておけば皆が殺到するので、祈願する人間や部活を絞るための審査がある。それが『白星会議』だ。

　ただし、正式の白星会議は月曜で、今日は火曜、本来なら開催する日ではない。

　メッセには臨時会議とあったけど、いったい何があったんだ？

「絵え馬ま、ちょっと左手を開いて。その二時間目からずっと握っている左手を」

　鷹たか見みさんの問い詰めるような剣けん幕まくに、白星さんが肩をびく、とさせていた。

「な、なんでもないよ……？」

「隠さなくてもいいわ。二時限目の体育の時間に、三分ほど私の視界からいなくなった時からずっと気になっていたのだけど、さっき聞いてしまったのよ。絵馬が体育館の用具室からこっそりと出て来た、と」

　今日の二時限目といえば、他クラス合同の体力測定だった。体育館にやたらと人が多かった時間だったけど、鷹見さんの白星さんに対する観察眼は本当に怖すぎるな……。

「それで単刀直入に訊きくわ。どの部活に願掛けされたの？　制裁しておきたいのだけど」

「ぶ、部活のお願いじゃないもん……！」

「ふふ、書かれた事自体は認めてしまったのね。それと個人の祈願も確定、と」

「わ、わわわわわわ、エレナずるい！　でも違うの！　これは違うの！」

　レベル１くらいの誘導尋問にひっかかる白星さんだった。

　というか今回の臨時会議はこれのせいだったのか。

　ただまあ気になる事ではある。何を願掛けされたのかもそうだけど、何より『死ぬ』のキーワードとともに懇願されたならば、女神スイッチ起動の可能性だってあるのだから。

「もう絵馬ってば、また安請け合いして！　ちょっと見せなさい！」

「だ、だめえええええ！　みりあちゃんはだめええええええ！」

　猪いの熊くまさんが白星さんの手を掴つかもうとしたけど、白星さんが転げるようにして部室の奥まで逃げてしまった。そのまま白星さんはハンカチを取り出して「えい！　えいえい！」と左の手のひらをゴシゴシこすり始める。

「ああああ絵馬、何してんの!?」

「そ、その、お風呂とかですぐ消えちゃっても、わりと普通にお願いが叶かなってるから……って、違うの！　何も書いてない！」

　白星さんが妙に頑かたくなだ。そこまで隠されると僕もすごく気になる。

「ふふ、絵馬、教えてほしいのよ、本当に」

　強烈な殺気がしたと思ったら、鷹見さんだった。

「私、耐えられないの。こっそり願掛けをされた事もそうなのだけど、二人きりの体育用具室などというドスケベな空間で絵え馬まが誰か知らない人間とイチャイチャしていたかもしれないなどと思うと全身から血を噴き出してしまいそうになるの。ええ、容疑者を並べて手当たり次第に蹴り殺してもいいかなと思えるくらいに」

　鷹たか見みさんの目が完全に据わっていた。たった三分間の出来事だっていうのに、白しら星ほしさんを愛してやまない鷹見さんとしては気が気でないらしい。

「わ、わわわ、エレナ！　分かったから落ち着いてえ！」

　白星さんがわたわたしながら白旗を上げたみたいだった。

「その……ある女の子から、個人的なお願いっていうか、そういうのだよ」

　女の子、と聞いた瞬間、鷹見さんが肩の力を抜いて警戒レベルを一つ下げた気配。

「ふふ、死にそうな感じでお願いされた？　願掛けの内容はみんなが喜ぶもの？」

「ううん、軽い感じだった。それにお願いも……みんなぜったいに喜ぶ事だと思うし」

「それならばいいわ。ただし今度から注意よ？　こういうのはキリがないのだから」

　鷹見さんの仕方ないかといったようなため息に、うなずく白星さん。

　猪いの熊くまさんもジト目だったけど、おぼろげながら願掛けの方向性や女神スイッチが未起動な事を確認できたせいか、息をついて同じく今回の件に納得したようだ。

「それでは解散よ。あと、亀かめ丸まるくんはここに残るように」

　僕も一安心だったけど、なぜか鷹見さんが引き止めてくる。

　猪熊さんと白星さんが「先に行ってるね」と一緒に文芸部室を出て行った。

　ドアが閉まる。部室に静寂が訪れる。鷹見さんが僕を悪戯いたずらっぽい目で見つめている。

　すごく嫌な予感がしたので、僕は部屋の奥まで後ずさる事にした。

「せ、正座なんてしない！　僕、今回は何も悪い事してないからな！」

　今回ばかりは責められる理由は何もない。足置きなんかにされてたまるか！

　と、鷹見さんがつかつかと僕の方へ歩いてきた、そうしていきなり腕を伸ばして──。

　いきなり僕の背後の壁へドン！　と手をついて、追い詰めるようにしてきた！

「ひゃん！　い、いきなり何を!?」

「壁ドンよ。ふふ、貴方あなた、最近ミスコンのために鍛えているのでしょう？　どう？　女の子を壁ドンできるくらい格かつ好こ良くなった？　まあ、逆に壁ドンされて女の子みたいな声を上げているようでは、絶望的だと思うのだけど」

　至近距離に鷹見さんの綺き麗れいな顔。やりこめられた悔しさよりも、この距離だといつキスされるか分からないので警戒していたら、急に鷹見さんの目が、す、と細まった。

「それより貴方、気づいた？　みりあの状況。あの子の友人の輪についてよ」

　おそらく、僕については会議よりもこれが呼び出された本題なのだと察する。

　うなずきつつ「……知ってる」と言葉を返すと、

「──あの子、『偽物』って扱いをされつつあるのよ」




　文芸部室での居残りから解放され、僕は教室に向かって一人で廊下を歩く。

　と、最近はもうおなじみになった風景が見えた。うちのクラスの隣、二年Ｂ組の教室後方の戸から人があふれているのだ。

　ちらりと覗のぞいてみると、そのあふれ出す人の輪の中心には、派手な茶髪に長い脚を組み椅子にふんぞり返った凶悪スタイル──蛇じや乃の目め杏あん南な。

「あ、チビ熊って猪いの熊くまみりあの事ね。まあ昔からチビ熊って呼んでるんだけど」

　蛇乃目さんが話していたのは、ちょうど鷹たか見みさんに聞いた件のようだった。

「なんかねー、仲良くしたいんだけど、あたし、嫌われてんのかなーって」

　蛇乃目さんの話に、周囲を囲む女生徒たちはうんうんと頷うなずき、同情と共感で目を細めるようにしていた。

　言葉の表面だけなら「仲良くしたい」。

　猪熊さんとの関係を分かっていれば、それは本心でないと察せるけど、事情を知らない人間にはそのままの意味で聞こえかねず、さらに鷹見さんが言うには──。

『──あの子、『偽物』って扱いをされつつあるのよ』

　これが蛇乃目さんの「仲良くしたい」が作り出した空気だった。

　要するに、あくまで友好的な蛇乃目さんに対し、猪熊さんが嫉妬してその手を振り払ってくる、一流をねたむ三流であるかのような風潮が流れていたんだ。

「杏南、気にする事ないって、でも確かに猪熊さんってたまに言葉きついっていうか」

「それに服とかメイクとかのアドバイスも嬉うれしいけど、疲れる時もある」

　周囲の女の子たちも蛇乃目さんに同調している。有名誌のトップモデルが言う事だ、流されるには十分な説得力があるのかもしれない。

「そうそう、チビ熊いつも頑張りすぎなんだよ。服もメイクもそんな肩肘張るもんじゃないって。無理ってやっぱりどこかに出るから、もっと気楽にすればいいのに。そうしなくたって、チビ熊にもいいとこだってあるんだからさ」

　その言葉は真実ではある。猪熊さんは『変えられるものは何でも変えてやる』を矜きよう持じとして、ものすごく努力する人だ。僕みたいな意識の低い人間ではなかなかついていけないし、きつく感じてしまうこともないわけではない。

　でも、僕はそんな猪熊さんに救われた。それが猪熊さんの良さじゃないか。




　その日の夜。空調の利いた猪熊邸の自室。トレーニングを終えた僕はシャワーを浴びた後、半裸のハーフパンツ姿で髪を乾かしていた。

　訓練開始からいくらか経たった頃だった。最初は終わった瞬間に倒れてしまっていたけれど、今はもう多少は動ける程度になってきた。

　確かな訓練の成果を感じる。でも、若干体の芯に疲れがたまっているような気もする。

　おそらく、猪熊さんのマッサージも魔法ではないのだ。

「かーめまるくん♪　それじゃあわたしこれから帰るね、ってわわわわわっ！」

「わ、わわ、し、白しら星ほしさん!?」

　いきなり部屋のドアが開いたと思ったら、私服姿の白しら星ほしさんがいた。そういえば今日は猪いの熊くま邸でシャワーを浴びてから帰るって言ってたな！

　僕の半裸を見た白星さんは、一瞬ドアを締め直して、そうっとまたこちらを覗のぞいて……そうして僕をしげしげと見て、やっぱり普通に部屋に入ってきた。

「亀かめ丸まるくん、なんか男の子っぽい身体になったね」

　白星さんがいきなり僕の体をぺたぺた触ってきたので「へ？」と変な声が出る。

「前よりなんかしゅっとして、うん、うん……なんかすてき！　ふふ、かっこいい！　前の亀丸くんも大好きだけど、今の亀丸くんもかっこよくて好きだなあ！　ふふ、好き！」

　白星さんが楽しそうに、僕の両手のひらを握ってぴょんぴょんしている。

　うう、白星さんのほめ方はダイレクト過ぎて照れるというか、それに半裸のままなのにこんな恋人つなぎみたいなスキンシップをするのもすごく恥ずかし──。

「絵え馬まに触るな興奮するなちぇりゃあああああああああああ！」

「うわああああああ猪熊さんハサミは危ないって！」

　気配もなく現れた猪熊さんが、お馴な染じみの六丁ハサミで僕と白星さんのつないだ手の僕側を切り落とそうとしてきた！

「はあ、はあ、油断も隙もあったもんじゃない……！　もうなに!?　なんでダメ丸が脱いでるの!?　ああああ人の家で堂々と絵馬を襲おうとして！　完全に野生に返ったエロ猿じゃない！　去勢よ去勢！」

「だ、だめ─────っ！　ちんちんは大事だからだめ──────っ！」

「きゃああああ絵馬っ、いちいちこいつの顔面抱きしめるのやめてええええ！」

　いつも通りの阿あ鼻び叫きよう喚かんだったけど……今日はそれに交じって違う悲鳴が聞こえてきた。

「きゃああああああああああああああああ！」

　またまた今度は何事だ!?　と思いつつ声をよく聞くと、あれは鶴つる姫ひめさんの声だ。

　騒ぎを中断。僕たちは急いで部屋から出て、隣の部屋のドアを開ける。

　そこには──バスタオル一枚を巻いた風呂あがり姿の鶴姫さん。

「え、待、せ、先輩だめです！」

「ちぇりゃあああああああああああ！」

「うわああ猪熊さん、僕すぐに出て行くから目つぶしとかやめよう!?」

　僕はドアの前から退避。部屋の外で会話を聞くことにする。

「どうしたの愛あい梨り？　え？　……三㎏痩せた？　やったじゃない！」

「はい！　その、信じられなくて！　嬉うれしくて、つい叫んじゃって！」

「すごいよ愛梨ちゃん！　それにみりあちゃんの教え方もやっぱりすごいんだね！」

「ま、まあ、そりゃーあたしなら……って、それはそうと、これから愛梨に一つレクチャーすることがあるの。パジャマでいいから着替えてジムに来て」

　数分後、三人がトレーニング室までぞろぞろ出てきた。

「今日教えるのはね──『メイク』よ」

　パジャマ姿の鶴つる姫ひめさんを指さしながら、猪いの熊くまさんが言った。

「ダメ丸には関係がないから寝てていいけど、愛あい梨りにとっては大事な事だから。……で、愛梨のメイクってどうやってるの？　まあ、大体想像はつくけど」

「その、いろいろ難しくて、ファンデーションの液だけ塗って終わりなんですが……」

　失礼かもしれないけど、鶴姫さんもしていただなんて意外だった。クラスにもいる派手めな女の子みたいに明らかにメイクしていそうな人たちなら分かるけど、普通の子ってそもそもメイクしているのかどうかすら僕には分からないんだよな。

「メイク、つまり化粧。学校の校則には、控える事なんて書いてあるけど、社会に出たら当然のように一定のレベルを求められる理不尽なアレよ。ふん、そこそこの経験を積まなきゃ、男子が学園祭でする女装メイクと同じレベルにしかならないから、みんな苦労してるっていうのにね」

　話を聞くと、そうは見えない子も普通にしている事なのかもしれない。

「本当、一朝一夕にはいかないことよ。メイクの方法は顔の形によって千差万別。化粧道具だって絵を描く道具と同じく使いこなしていかなきゃいけない。自分の顔と、自分の技術にしっかりと向き合わないとできない事なの」

　そんなに大変な事だなんて初めて知ったけど、メイクの道具の種類とかちょっと見ただけで面倒臭そうとは思った事はある。面倒臭い事＝努力しなければいけない事、と考えると、女の子って普通にしてるだけでけっこう大変なんだな、と思えた気もした。

「わ、わたしも、保湿してるだけから興味ある！　……って、いひゃいいひゃい、みりあちゃん、ほっぺた掴つかむのやめてえ」

「ああああ絵え馬まは別！　可愛かわいいんだからだまってて！」

　また白しら星ほしさんがむにむにほっぺたを掴まれていた。というか、白星さんは顔の全てが可愛いんだけど、それがメイク無しの完全な天然なのか……恐ろしいな。

「ま、そういうわけで、愛梨、そこのベンチに寝てみて。今日一日で変えてあげる」

　猪熊さんが自信満々だった。もしかして──これから猪熊さんのアレが始まるのかもしれない。僕を瞬時に変えてくれた、あの魔法が。

「まずは保湿よ。何事も土台から」

　猪熊さんがベンチに仰あお向むけになった鶴姫さんの頭側へ。色々な化粧水やオイルをぞろぞろ出して、鶴姫さんの首から顔をマッサージし始めた。

「はあああ♡　い、猪熊先輩、き、気持ちいいです……」

「愛梨って顔がむくみやすいから、まずは保湿しつつ、マッサージでむくみをしっかり取る。そしてこの後は化粧下地を塗ってさらに保湿の上、肌を締める。それが終わって初めてファンデを塗り、水分を閉じ込めて固定する」

　猪熊さんが鶴姫さんの顔をひたすらに揉もんでいく。ちょいちょいと何かを押さえるように塗り伸ばし、ブラシやスポンジを使いながらさらに何かを薄く塗っていく。

　まだ化粧らしい化粧も始まっていないのにたくさんの工程があった。予想以上だ。

　しばらくすると、猪いの熊くまさんがぱんぱんと手を叩たたき、

「さ、体を起こして。ここから本格的なメイクよ。まずはアイメイク──」

　猪熊さんが途中で言葉を止める。

　僕も、目を見開いて呆ぼう然ぜんとなる。

　なぜかって、むくみのとれた鶴つる姫ひめさんの顔は、なんというか、普通に──。

「あ、愛あい梨り、やっぱり今日のメイクはここで中止。あなた、学園祭までまだまだ変わる。だから、その……今日はここまで」

　突然、猪熊さんが、しどろもどろな感じで中止宣言だった。

「みりあちゃん、今してあげちゃおう！　わたし、愛梨ちゃんのメイク見たい！」

　僕も思った事を、白しら星ほしさんがわくわく言ってくれたけど、

「──いいかげん絵え馬まは黙ってて！」

　急に猪熊さんが声を張った。

　しん、と部屋が静まり返る。

『絵馬はだまってて』そうやって冗談めかして言うことはあったけど、今のは、なんというか……悪い意味で、本気だった。

　部屋は静かなまま、合宿初期に何度かあった、この二人に似つかわしくない不穏な空気が流れていた。

　猪熊さんがはっと我に返ったようになる。

「……ご、ごめん。でも今日は終わり。もっと仕上がってからじゃないと、顔に合うメイクが変わりそうだから。……お、教える事がちょこちょこ変わるのも嫌でしょ？」

　それはそうかもしれない。前回の服選びでも、猪熊さんは今後の自己対処も踏まえてモノを教えてくれた。多分、言っている事は本当なんだろう。

　ただ、なんでそれを伝えるのに怒鳴らなきゃいけないんだ。それも、白星さんに。

「あ、愛梨、部屋に行くわよ!?　まずは保湿とマッサージだけ徹底的に教えるから！　あとダメ丸、この練習時間かかるから、今日はあんただけで絵馬を家まで送っていって！」

　そう言い残して鶴姫さんの手を引き、部屋に急ぎ足で入っていった。

　またトレーニング室が静かになる。それと同時に、思わず白星さんに目を向ける。さぞ動揺しているに違いないと思ったけど、

「えへへ、愛梨ちゃん、ぜったい可愛かわいくなれると思うんだあ！」

　何事もなかったかのように白星さんが笑っていて、軽く混乱する。

「亀かめ丸まるくんも、もっとかっこいい体になったりするのかな？　えへへ、楽しみ！」

　いつものように頬ほおを染めて、僕を見つめてきたりもするけれど、

「白星さん、待って。その……大丈夫？」

「ん？　何が？」

「い、猪熊さん、大声出してたし……」

「うーん、みりあちゃんも疲れてたんじゃないかな？　そんな気にすることじゃないよ！　えへへ、ミスコン、学園祭のイベントなんだから楽しくやっていこー！」

　それはそうかもしれないけど、ちょっとこの態度はさすがにおかしい。

　僕の戸惑いに気づいたのか、白しら星ほしさんが、ふ、と肩の力を抜いて、

「……ミスコン、みりあちゃんに、笑って楽しんでほしいなって思ってるの」

　困ったような微笑ほほえみ。おそらく、こちらが本音なんだ。

「みりあちゃん、頑張りすぎて思いつめちゃう時もあるから」

　猪いの熊くまさんが時おり見せていた曇った表情も、さっきみたいな不穏な空気も、白星さんはニコニコ笑いつつ、しっかり把握していたのかもしれない。

「わたしが言いたかったのはそれだけ！　えへへ、でもこれは学園祭なんだから！　やっぱり楽しも？　せーのー、おー！」

　白星さんが僕の両手を恋人つなぎにして、空気もタイミングもぜんぶ無視したバンザイをした。

　家に送るまで、白星さんはずっとこの調子だった。それに──。




　翌日。

「みんな、おはよう！」

　朝日に透けた髪が金色を帯びてきらめく。玄関から制服姿の白星さんが出て来た。

　いつものように、近くに住む白星さんをみんなで迎えに行ったのだった。

「みりあちゃん、おはよう！」

　白星さんが、昨日の調子のままにっこりと挨拶。

　ところが猪熊さんは目を伏せたようにして「あ、うん……」と生返事だった。

「みりあちゃん、おはよう！　えへへ、わたし、昨日の夜ね──」

　白星さんが陽気に話しかける。猪熊さんは生返事で返す。その繰り返し。

　僕も鶴つる姫ひめさんも気が気でなかったけど、白星さんはそのままずっと明るく猪熊さんに声をかけ続けていた。猪熊さんは、ずっと生返事だった。




　放課後の生徒会室。僕は膝の周りの筋肉を揉もみながら、書類仕事をしていた。

　だんだんと疲労が蓄積してきた気がする。特に強いのは関節まわりだ。猪熊さんのマッサージで筋肉は回復するけれど、骨とか関節は別物なのかもしれない。

「顔が疲れているな、どうしたのだ？」

「いえ何も。大丈夫です」

　玲れい花か先輩を心配させないように、微笑みを返しつつそう答える。

　練習した笑顔、猪熊さんに言われた右斜め三〇度の角度を意識してみる。

　玲花先輩が「そうか」と書類に顔を戻した。表情の効果があったかは分からない。

　ため息を一つ。そうして──今日の昼休みまでを振り返る。

　猪熊さんは学校に到着してからも、白星さんと距離を取り続けていた。

　代わりに他の友人と会話する。でも、その猪いの熊くまさんを囲む友人の輪もまた小さくなっていた。やはり、蛇じや乃の目めさんによる偽物工作が効いているのかもしれない。

　白しら星ほしさんの件も悩ましい、それに蛇乃目さんで思い出したけど、ミスコンについてだ。

　ミスコンは、審査員五名が一人二〇点までボタンを押してその場を賑やかし、すべての演技終了後、観客は任意の候補に一人一点の票を入れる。

　理論上、全校生徒の観客票独占ならば一二〇〇点だ。観客票はやはり大きい。

　偽物工作で嫉妬した三流扱いのままミスコンに突入したら、猪熊さんが他の生徒に不当な形で評価されてしまいかねない。蛇乃目さんとの勝負は、現時点ですでに敗色濃厚だ。

　そう思いつつ──悩みすぎじゃないか、とも思ってしまった。

　昨日の白星さんの言葉『学園祭なんだから楽しく』を聞いてから、その勝負だって反ほ故ごにすればいいんじゃないかとも思い始めてきた。あの勝負の『何でも言う事を聞く』だなんて約束事は、そもそもがやりすぎなのだから。

　気楽にやればいい。なのに猪熊さんは勝負にこだわり、その上、合宿初期からしこりとして抱えていた『何か』を爆発させて、一番の親友の間に溝を作ってしまってもいる。

　このミスコンも合宿も、これからどうなるのか、不安に駆られると、合宿仲間で後輩の鶴つる姫ひめさんの事も気になってくる。

　よく考えれば、鶴姫さんが困っているのはいじめであって、決してミスコンではない。ミスコンの練習が問題解決にどの程度関わるかといえば、かなり間接的ではある。

　僕たちは……いったい何のためにミスコンに参加しているんだ。

「あ、ダメ丸いたいた、ケータイに連絡入れてるのに反応ないんだから」

　いきなり猪熊さんが生徒会室のドアを開けて入ってきた。そういえば、携帯をマナーモードにして鞄かばんに入れたままだったかもしれない。

「今日の予定よ。だいぶ膝の関節にきてる感じでしょ？　だから、数日間はプールでのトレーニングをしようと思ってたの。で、街のジムのプールを貸し切りにしたから、その場所と集合時間を今から──」

　膝の不調を僕から訴えた事はなかったのに、先の先を読んだ対応をしてくれた。やっぱり猪熊さんはすごい。まあ貸し切りとかまたパワフルな言葉が聞こえた気がするけど。

「き、君はどなたかな？　か、彼に何の用があるのだ？」

　玲れい花か先輩が、なぜかむっとしている。挨拶もなしに猪熊さんが入ってきたから、少しご立腹なのかもしれない。

「あ、ミスターコンのために軽く調教してやってるだけですんで。ご心配なく」

　調教だなんて鷹たか見みさんみたいな事を言って。それに先輩も、やっぱり細めた目を僕に向けたり猪熊さんに向けたりで、納得してない顔だなあ。

「──失礼します」

　と、さっきの猪熊さんに続いて、またまた生徒会室のドアが開いた。

　入ってきたのは一〇人くらいの女生徒だった。

　見慣れない顔ぶれだったけれど、先頭の女の子の顔だけは覚えている。

　確か、冴さえ木きさんだ。二年Ｈ組の学級委員長。生徒会関係で何度か顔を合わせたことがある。おでこを出したお団子髪の、少し目のきつい感じの女の子だ。

「ま、また君たちか。こ、今度はどうしたのだ？」

　目を白黒させる玲れい花か先輩だったけど、この口ぶりだと先輩は冴木さん達たちと何度か会っているのかもしれない。ただ空気が穏やかじゃない。集団の先頭、冴木さんは玲花先輩を睨にらみつけるようにしている。そうして、紙の束をばさりと机に置き、

「生徒会長に再度のお願いをします。今回は、一〇〇名の署名を集めてきました。なので──ミスコンを即刻中止にしてください」

　それは、唐突過ぎる陳情だった。

　いや、唐突でもなかったのかもしれない。きっとこれこそが、玲花先輩がこの前僕に相談しかけてやめた、ミスコン中止のクレームの件なんだ。

「生徒会長はご存じないんですか。大学などのミスコンでも最近こういった動きが広がっています。そもそも女性の外見だけで順位を決めるミスコンの存在自体、いかに差別的か分からないんですか？　時代遅れですよこんなイベントは」

　冴木さんの主張に、背後の女子たちもうんうんと頷うなずいている。

「それに、うちの学校のミスコンは、服を着て歩く『だけ』じゃないですか。まあ今年はミスターコンも開催されますから男女の差別はないとおっしゃるのでしょう。ですが、人の美しさを顔やファッションだけで決める事がいかに軽薄か。せめて世界的なコンテストのように、本人の人格や社会活動も含めてコンテストすべきなんです。それができないならば即刻中止すべきです」

　冴木さんの口上には殺気めいた勢いがあって、玲花先輩もたじたじだった。

　先輩、なんとなく僕に助けを求めるような視線も送ってきているなあ……。

　しかし、どう対応したものか。そういう意見は聞いたことがないわけではないし、一定の正しさがあるものだと分かってはいるんだけど。

　僕は悩む。ところが──意外なところから声が聞こえてきた。

「は？　なに言ってんのあんた達」

　猪いの熊くまさんだった。

「まあそういう議論があるのは分かってるのよ。でも敢あえて言わせてもらうわ、どっかで聞いた事のあるような台詞せりふしかいえないあんた達にね」

　猪熊さんが、びしい、と冴木さんたちを指さした。

「むしろミスコンは『外見だけ』でコンテストすべきよ。本人の人格や社会活動も含めたなら、それは『人間コンテスト』。そっちの方がよっぽど差別だってなんで分からないの？　──どんな人間でも平等よ。その上で、流行のファッションや外見の『一点だけ』を比べるから、ミスコンというものが、ダンスやボディビルみたいな採点競技と同じ、公平なものになるんじゃない。違う？」

　宣戦布告のような猪いの熊くまさんの口上に、冴さえ木きさんがたじろぎつつも、き、と睨にらみ返し、

「そ、そんな外見ばっかりの基準で決めるしかないなら、やっぱり存在自体間違ってるんじゃない！　ダンスと同じとかありえない！　そうやって外見の差別を肯定するから、実際に苦しんでいる人間がいるんでしょ!?」

「苦しんでいる人間？　なら、こっちの話もしてあげるわ。モデルの中にもいる、頭も悪い、運動もできない、性格も悪くて人望もない、見た目が可愛かわいい以外に何もできない人間がいる。そんな子が社会に才能を認めてもらうための方法の一つがミスコンなわけだけど……あんた達たちが言いたいのって、そんな子は社会の最底辺で黙って男の慰み者にでもなれっていうこと？　そんな才能は差別だから評価もされず野たれ死ねばいいってこと？」

「そんな話はいま関係ない！　話が極端すぎる！」

「そうね極端だったわ、ミスコン中止で誰かが死ぬわけでもないしね。でも同じ理由で、本当にミスコンを潰せばそんな差別がなくなると思ってるの？　差別反対をするにしてももっとまともな活動ってあるでしょうが」

「これはまともな活動よ!?　現にいろいろな大学では廃止されてる！」

「自分の頭で考えろって言ってるの！　運動のできる人間が運動会で活躍するのと一緒！　見た目が可愛い子がミスコンで活躍することの何が悪いの!?　それだけなんで悪者扱いされなきゃいけないの!?」

「外見を比べ合う事はスポーツや勉強の競争とは違う！　単純に比べるなんてできるはずないでしょ!?　スポーツの勝ち負けと、外見が可愛いかどうかで勝ちや負けの烙らく印いんを押されるのとどっちが残酷だと思ってるの！　本当は感覚で分かってるんでしょ!?」

「いいえ『美しさ』は単純な才能の一つよ！　それに、負けた時の悔しさなんて人それぞれの単なる感想じゃない！　そんなフワフワした根拠でなんでミスコンに出ようとした子の自己決定や権利を抑圧できると思うの!?」

　殴り合いみたいな議論だった。僕はもちろん何も言えない。そして──。

「「──生徒会長！」」

　猪熊さんと冴木さんが同じタイミングで玲れい花か先輩に意見を求めてきた。

　玲花先輩は顔に冷や汗を浮かべて「ひい……！」とたじろいでいる。

　まあ玲花先輩、優しさゆえにみんなの意見を尊重してしまう人なので、こういう場面はすごく苦手な人なのだ。

　緊迫した空気。玲花先輩は、汗をだらだらと流している。

　でも、玲花先輩だって伊だ達てに生徒会長をやっているわけではない。

「わ、私は……どちらが正しいか、分からない」

　分からない、の言葉に猪熊さんと冴木さんが二人とも声を上げそうになったけど、

「しかし、皆が楽しみにしている、そして第五〇回を迎える伝統的なイベントの即刻中止は、全校生徒一二〇〇人のうち一〇〇名の署名では少ないし、すでに設備を発注した業者との関係もある。それにミスコンの内容を吟味しろと言っても、今年から男子のコンテストも加わり、例年の極めてシンプルな内容でも時間進行ギリギリであり……」

　玲れい花か先輩の語る言葉に猪いの熊くまさんが息をついて、冴さえ木きさんの目が鋭くなった。

「だ、だがしかし！　そういった意見があるのは知っているし、署名を一〇〇名集めて直じか談だん判ぱんしに来た事にも敬意を表する。そんな君たちなら、正式な手順でミスコンを廃止することも可能かもしれない！」

　今度は猪熊さんが目を丸くして、冴木さんが、お？　と首をかしげた。それに中止でなく廃止とスケールが大きくなっている。

「正式な手順として、例えば……次回の生徒会選挙に立候補し、その想おもいを公約として訴えて民意を問うのはどうだろうか？　当選した暁には、運営の一員として関係各部署に報告および相談など、実にスムーズに進行するだろうと考えるのだが」

　玲花先輩の言葉に黙り込む冴木さんたち。

　一方の猪熊さんは、勝ち誇ったようにふふんと笑っていた。

「ま、そこまでやるつもりはないんでしょ？　責任取りたいわけじゃなく、何となく盛り上がって文句言いたくなっちゃっただけだもんね？」

「そんな事ない！　わかった……立候補すればいいんでしょ!?」

「はいはい。ま、それまで熱が冷めないといいわね？」

　こうして、ミスコンはとりあえず無事続行となったのだけど──。




　翌日の授業中。隣の席の佐さ藤とうさんが、身じろぎする気配がした。

　見ると、前の席から小さな紙切れをこっそり渡されたみたいだった。

　佐藤さんはその紙きれを広げて、中を見てため息をつき、面倒臭そうな顔でまた畳むと今度は隣の席に回し、それがまた隣の席の女子へ渡り、さらに──。




　数日後、窓の外はこの時期一番の大雨だった。校内放送では、早期の下校も検討しているらしい。

　そんな中──猪熊さんの友人の輪はゼロになっていた。

　猪熊さんは自分の席でひとりスマホをいじっている。周囲にはいつも囲んでいるはずの女生徒たちが、誰もいない。

　その原因は、僕の耳にも届いていた。あの生徒会室で猪熊さんが訴えた事、

『モデルの中にはいる。頭も悪い、運動もできない、性格も悪くて人望もない、見た目が可愛かわいい以外に何もできない人間がいる』

　この台詞せりふには続きがある。なのにそこだけ切り抜かれて、尾ひれはひれがついて独り歩きして、広まってしまったのだ。例えば、最近たまたま聞こえた会話では──。

『──自分以外のモデルは馬鹿で何もできないって言ってたらしいよ』

　あの言葉はそういう意味じゃない。むしろ何か一つのものにすがって必死に生きている人間を擁護するものだったはずだ。

　発信源は恐らくあの集団のうちの誰かだろうけど、この曲解が偶然か、はたまた意図的に広められたのかは分からない。しかし、実際に流布された結果は──。

『同業者を見下している』『調子に乗っている』『三流のくせに』

　もとからあった悪評の火種に、油が注ぎ込まれて大炎上。後に残るは焼け野原。

　そうやって、猪いの熊くまさんの周りには誰もいなくなった。

　ただ思い返せば、猪熊さんの言い方も棘々しかった。どんな正論だって、あんな風ふうに突っかかれば議論でなく喧けん嘩かにだってなる。自分の仕事に関わる事だから熱くなっていたとしても、もうちょっと穏便にすまなかったんだろうか。

「…………」

　僕は、寂しげな気配を漂わせる猪熊さんの背中をもう一度見つめる。

　ただし、この教室には女神がいた。

　白しら星ほしさんが他の友達に囲まれながら、猪熊さんの事をちらちらと気にしている。

　何となく会話が途切れたのを見計らって、白星さんが自分の輪から飛び出して、

「み、みりあちゃん、あのね！　……あ」

　言葉を向けられた瞬間、猪熊さんが無言で席を立つ。

　──猪熊さんは、本当に一人になってしまったのだった。
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　今年の梅雨も最盛期を迎えた。廊下は蒸し暑く、並ぶ窓すべてが結露している。

　そんな不快な空気の満ちた廊下、隣のクラスに差し掛かると、いつものように派手めな女生徒の集団が教室の中からあふれていた。

　集団の中心には明るい茶髪、長い足を組んだ傲岸不遜な最凶スタイル──蛇じや乃の目め杏あん南な。

　その前方に机を挟んで、メモ帳を持った新聞部の女の子がいた。

「では蛇乃目さん、今の質問で〆シメですので、回答をお願いします」

「え？　『美しい』ってどういう事かって？　いやー、あたしとかそんなん語れるレベルじゃないからなあ……。でも、海外で活躍してる先輩が言ってたけど、美しさって外見だけじゃなくて、自分らしさとかそういうことだと思うんだよね。やっぱり生き方も含むっていうか、含まざるを得ないっていうか」

　校内新聞のインタビュー。記事のコーナーは『話題の転校生』だろうか。

　蛇乃目さんの語りに、周囲の女の子たちもうんうんと同調している。

　蛇乃目さんの言葉は、猪熊さんの『ミスコンは外見だけで決めるべき』と対照的な意見にも思えた。どこかで聞いた事のある、模範的で、ソツのない言葉にも思えたけれど。

　ただ、それはいいんだ。それよりも──。

　隣の教室を通り過ぎ、自分のクラス入口で思わず立ち止まる。

　猪いの熊くまさんは今日も教室で一人だった。また自分の席でスマホをいじっている。

　白しら星ほしさんが遠くでしきりに気にしているけど、手を差し伸べればかえって逃げてしまう事を学習したのか、最近は近寄る事もない。

「ふふ、最近の絵え馬まの朝と放課後の護まもりは、ずっと私。ふあ……新作小説の執筆も忙しいのに、そのうえ早起きも続いて、なんだか眠いわ」

　振り向くと、夜空を溶かし込んだような髪。鷹たか見みさんがあくびをかみ殺していた。

「……やっぱり朝だけでも僕が迎えに」

「ふふ、虎こ視し眈たん々たんと獲絵物馬を狙う狼おおかみに、羊ひつじの番を任せるとでも？　それに絵馬は私の神様なのだし、別にいいのよこの程度は」

　猪熊さんは、朝の登校時に白星さんを迎えに行かなくなった。女神スイッチの守護も放棄するくらい、猪熊さんと白星さんの間に距離が出来てしまったようだ。

「それに、貴方あなたが絵馬を迎えに行けば、みりあは一人よ。仲良くしてあげなさいな」

　その事実に気づいたので、白星さんの件は鷹見さんに任せる事にする。すごく申し訳なくもあるけど、猪熊さんと普通に接する事ができるのは、今や僕と鶴つる姫ひめさんだけだ。

「同情をされたくないって感じで、意地になってるんでしょうね」

　そう言って僕の横を通り過ぎ、鷹見さんは白星さんの近くに座る。

　白星さんについては……あれからトレーニングにも来なくなった。

　猪熊さんに気を遣った結果なのかもしれないけど、最近の無理に明るくしていた態度から一転、急すぎる変化だった。

　猪熊さんへの興味を失ったわけではない。今だって白星さんは猪熊さんをずっと見つめている。心配そうに、そして白星さんにしてはやけに冷静に何かを考え込むように。

　まるで一時撤退の上、作戦を考え直しているようにも見えた。

　ただ、実際のところは分からない。白星さんの考えも、猪熊さんがなぜ意地を張るみたいにして白星さんを避けているのかも。

　モヤモヤとした気分になるとまたあの疑問が浮かんだ。そもそもこれは単なる学園祭のイベント。なのに、なんでこんなに険悪な空気になっているんだ。

　そして僕は──なんでミスコンに出ようと頑張っているんだっけ？




　その日の夜、本日のトレーニングも終わりの時間。

　僕たちは四人──いや三人で、砂ボトルを両手に持ってランニングをしていた。

　最初はジョギングの速度でも厳しかったけど、訓練開始二週間でかなり速度を上げても大丈夫になった。本当にすごい。猪熊さんの指導はやっぱりすごい。

　気分が高揚すると、昼間に浮かんだ疑問に答えが出せそうな気もした。

　僕がなぜミスコンのために頑張るのか。

　初めは猪熊さんにあの時の借りを返すため。でも今は、みんなが誤解してしまっている猪いの熊くまさんのすごさを証明するためだ。きっとミスコンで勝てば猪熊さんだって気持ちが晴れて、みんなが猪熊さんを認めて、白しら星ほしさんとも仲直りできて、すべてが解決する。そうだ。猪熊さんを勝たせるためにペア演技で僕が頑張ればいいんだ。きっと僕が──。

「……………………」

　ランニングマシンの目の前にある大鏡を見ると、とたんに暗い気持ちになった。

　フォーム修正用の大鏡。でも修正されたのはそんな僕の『勘違い』のほうだった。

　他クラスの男子代表、少し前に生徒会室で見た出場者のリストに並ぶ、文句のない美男子達たちと、鏡に映っている僕を比べてみる。

　すると現実が見えてくる。こんな僕が本当に猪熊さんのすごさを証明できるのか、と。

　あと二週間、どんなに頑張っても別人になれるわけじゃない。

　でも、それなら……僕はなんで今、こんなに身体を痛めつけているんだ。

　と、その時だった。鶴つる姫ひめさんがいきなりランニングマシンから飛び降りた。

「猪熊先輩ごめんなさいお掃除のバケツ借りまオロオロオ（キラキラメルヘンな流体物の音と画像）」

「きゃああああああ愛あい梨りっ!?」

「だ、大丈夫!?　鶴姫さオロオロオ（キラキラメルヘンな以下略）」

「あああああああ二人して吐くな─────っ！」

　保険として足元にバケツを置いておいて本当に良かった。

「あ、うう……」

　壁にぐったりもたれかかる僕と鶴姫さん。というか初日がこんな感じだったな……。

「うーん、さすがに疲労がたまってきたか……」

　猪熊さんが腕組みして難しい顔をしていた。

　その通り、初日みたいにただ慣れなくて疲れたのではない。体の芯に溜たまった疲労は少しずつ凝り固まって大きくなり、今や猪熊さんのマッサージでも消えない状態だ。

「それなら、明日の土曜日に、チートデイを作りましょう」

「チートデイ？」

「そう。訓練は完全オフ。食事も好きなものを食べていいわ。ラーメンでも、菓子パンでもね。でも食べ過ぎない程度ね」

　おそらくそうやって疲労の芯を抜くつもりなんだろう。さすが猪熊さんだ。どんな困難があったって猪熊さんなら──。

「お、おじゃまします！」

　いきなりクリーム色のワンピースの私服姿、白星さんが現れた。

　白星さんがトレーニング室に入ってきた瞬間、猪熊さんと視線が交錯する。互いに目が合った瞬間逸そらして、また合わせて逸らして。

　やっぱり猪熊さんと白星さんの間に、微妙な空気が流れた。

　でも、ここは教室じゃない。手を差し伸べられても恥ずかしがる必要なんてない。

　猪いの熊くまさんが、ほ、と息をついて、空気が緩んだ。

「え、絵え馬ま。最近忙しくて構ってあげられなくてごめんね！　ど、どうしたの？」

「う、ううん！　いいの！　わたしもトレーニングさぼってごめんね!?」

「べ、別にいいのよ！　絵馬はミスコンのために急ぐ必要もないんだし」

「うん！　それよりミスコンだけど……みりあちゃん、たまにはどこか遊びに行こう!?　休憩も大事だよ！」

「そ、そうね！　あたしもそう考えてたから、明日は完全オフにしたわ！」

　ほら元通り。あのくらいで猪熊さんと白しら星ほしさんの関係が揺らぐ事なんてあるわけない。

「そっか。えへへ、それじゃあ明日は亀かめ丸まるくんをデートの練習に連れていっていい？」

「だ、だめええええ！　あたしとデートする話かと思ったのになんでそうなるの!?　ああああこのエロ猿はストレス発散しようときっと絵馬を襲って──」

　良かった元通り。いつもの猪熊さんと白星さんだ。本当によかった。

　そう思っていたら、

「襲って……！　その、このエロ猿は……その……」

　とたんに語気が尻すぼみになる猪熊さん。

　言葉が上滑りして、続くものが出てこない。陸に打ち上げられた魚のように、口を開いたり閉じたり。とうとう言葉を探すのもやめた風ふうになって、また無言になる。

「み、みりあちゃん、どうしたの？　ほ、ほら、笑顔笑顔！」

「…………別にいいわ。何が言いたいの？」

　無理に明るく振る舞っているのを見透かしたように、猪熊さんがため息をついた。

　元に戻ってしまった。いつもの、でなく『最近の』二人の雰囲気に。

「その……みりあちゃん」

　白星さんの笑顔がこわばる。こわばって、もう限界といったように力が抜けて、あの夜に僕に本音をもらした時のような、寂しげな微笑ほほえみになって、

「みりあちゃん──ミスコン、出るのやめない？」

　優しく放たれたのは、僕も思いかけて言わなかった、決定的な一言だった。

「だって……みりあちゃん無理してるみたいで、見てて辛つらいよ。疲れてイライラして、みんな近寄りづらくなってる」

　おそらくこれが、我慢して、楽しく盛り上げようとして、それでもだめで口に出さざるを得なかった、白星さんの本音なんだ。

「…………蛇じや乃の目めさんと、勝負してるって聞いた」

　二人の間に流れる空気から、僕も白星さんに伝えていいのかどうか迷っていた例の件を、鷹たか見みさんか他の誰かからか、白星さんもとうとう耳に入れてしまったようだ。

「勝負なんて、そんな事、わたしは別にいいと思うの、辛かったら無視するくらいずるくたっていい。それに蛇乃目さんってそんなに悪い子じゃないと思う。一回、ちゃんと話し合ってみても」

「……絵え馬まはあいつの味方なの？」

「違うよ。そうじゃないよ……！」

　相手が誰であれ、白しら星ほしさんが理由なく人を嫌う事なんてないだけなのに、そんな事にも気づかずに、猪いの熊くまさんからふつふつと怒気のようなものが漏れ出している。

「みりあちゃん、お願い。ちょっと考え直そう？　亀かめ丸まるくんや愛あい梨りちゃんも巻き込んで、なんで、そんな事──」

　その瞬間、高温の炎が奔はしるような禍まが々まがしい気配がした。

「────『そんな事』じゃない！」

　爆発。そう形容せざるを得ない叫びだった。

　残響が静まり、爆心部にいる猪熊さんが荒い息をついていた。肩を上下させて、き、と白星さんを睨にらみつけている。そこにあるのは驚くほどの怒りと敵意だ。

「あなたはいつもそう……！　結局、杏あん南なと同じ『そっち側』の人間なんじゃない」

　力いっぱい怒りを抑えてもまだ溢あふれ出してくるような、そんな声だった。

「み、みりあちゃん、それは違」

「いいえ違わないわ。分かってるのよ、あたしは絵馬の隣にいつもいるんだから。休みの日にデートしたって、絵馬ばっかりスカウトの人に目が止まるんだし、前から分かってたことじゃない」

　白星さんが哀かなしそうな目になっても、猪熊さんの怒りの気配は収まらない。

「ごめん、そういう話じゃなかった。あたしが言いたいのはそうじゃない。いつもいつも気遣ってくれてありがとう。……けど、それってあたしじゃ無理だと思ってる裏返しなんでしょ？　知ってるわ。絵馬の中では、あたしは昔のあたしのままだって」

「ち、違う！　違うよ、みりあちゃん！」

「違わない。だから今回の勝負のことは絵馬に話すのは嫌だったの。あたしはもう昔のあたしじゃない。なのに絵馬は必要以上にあたしを気遣う。だから嫌なの。──結局、変われてないんだって、嫌というほど絵馬に突きつけられてる気分になるから」

　昔の猪熊さん、それはあの頃の猪熊さんの事なんだろうか。太っていて、自分の姿が嫌で、変わりたいのに変われないと嘆いていたという頃の。

「ごめんなさいねくだらない事ばっかりにこだわって！　この二人に迷惑かけてるのだって分かってる！　でもあたしは見せてあげたいの！　頑張れば変われるんだって！　辛つらくても諦めたらまた同じだって！　これだけ付き合ってなんで分からないの!?　それがあたしだって！　あなたが思う下らない事が、あたしのすべてなんだって！」

「みりあちゃん！　わたし……！」

「言い訳しなくていいわかってる！　結局、何もかも持ってる絵馬人間には分からないことだもの！　絵馬の中であたしは昔のあたしのまま！　いくら成長したって認めてくれないし、対等だって思ってくれない！　結局──そうやって見下してるんでしょ!?」

　業火を纏まとったような剣けん幕まくの猪熊さんに、後ずさりする白星さん。

　と、一瞬の静寂に、水滴の落ちる微かすかな音がした。

　気がつくと、猪いの熊くまさんの瞳から大粒の涙がこぼれていた。

「みりあちゃん──お願い、話を聞いて」

　その涙を見た白しら星ほしさんの纏う空気も大きく変わる。

　恒星の瞳。猪熊さんの激情に対して、白星さんの瞳はかえって深く静かに輝き、優しく受け入れて憐あわれむような、菩ぼ薩さつのような目で猪熊さんを見つめていた。

「絵え馬ま、やめて……悪口のひとつも返さずに、そういう目で見るのはやめて！　やっぱり対等でもなんでもないって、みじめになるから、お願いだからやめて！」

　強烈な光に耐えられないといったように、猪熊さんが白星さんから顔を背けた。

「お願い……帰って。絵馬なんか嫌い……！　もう顔も見たくない！　帰って！」

　致命的な一言を、きっぱりと言い切ってしまった。

　白星さんが無言で一すじの涙を流し、ゆっくりと踵きびすを返してそのまま玄関に向かう。

　追うかどうか迷ったけど……。

「なんで、なんで、こんな事に……」

　猪熊さんが膝を抱えてすすり泣いていた。こっちを放っておけるはずもない。

　猪熊さん自身も思っているはずなんだ。言わなくていい事まで、思ってもいない事まで口に出してしまったと。今の猪熊さんはきっとすさまじい後悔に打ちのめされている。

「猪熊さん……」

「来ないで」

　拒絶の言葉とともに、猪熊さんが即座に立ちあがった。

「明日は……完全に休み。家に帰るなり自由にして。あたしも……衣装づくりとかそろそろ本腰入れなきゃだし。……一人になりたい」

　そう言って、トレーニング室からおぼつかない足取りで出て行ってしまった。

「先輩、大丈夫なんでしょうか……」

　傍らにいた鶴つる姫ひめさんが、心配そうにつぶやいていた。

「多分、猪熊さんも疲れてたんだと思うよ。だから大丈夫、休めば治るよ。それに仲直りだっていつの間にかしてるはず。だって、猪熊さんは強い人だから」

　そう取り繕っても鶴姫さんは不安げな表情のまま。それはそうだ、肝心の僕自身がそんな簡単にいくはずがないと、心のどこかで思ってしまっている。

　と、その時、ジムのコンセントで充電していたスマホが震えた。

　ＬＩＮＥの新着。白星さんからだ。

『明日。デートしてもらっても、よいでしょうか？』




　快晴。爽やかな海風が頬ほおを撫なでていく。

　昨日の件はずっと心に残っているけど、暗い気持ちでいるのは場違いなくらいの日差しだったので、今だけは気分も明るくなる。

　休日の海浜公園には、僕と同じような待ち合わせらしき人が所々に立っていた。

　僕がいるのは待ち合わせ場所のイルカ像前。

　昨日のメッセで誘われた通り、今日は白しら星ほしさんとデートの日だった。

「おーい、亀かめ丸まるくーん」

　気づくと、レジャーバッグを片手にいそいそと白星さんが走ってきた。白星さんこそ昨日の件の当事者だけど、僕と同じくこの天気に助けられているような雰囲気だ。

「待った？」

「い、いや、ぜんぜん」

　そう首を振りつつ、白星さんの姿を見る。快晴の天気にぴったりな白系のワンピースだった。ノースリーブで全開になった腕の健康的な白さがまぶしい。

「この服、先週エレナと買い物したときに買ったんだあ！　可愛かわいい？」

「う、うん、可愛いと思う」

「えへへ、亀丸くんから初めて可愛いって言われたかも。うれしい」

　頬ほおを染めながら顔を近づけてくる白星さん。うう、やっぱり白星さんは距離感が雑なんだよなあ。

「そうだ！　亀丸くんの服もかっこいいよ！　あれ？　確かそれ……みりあちゃんと」

　お互い顔を見合わせて沈黙する。そうだった。この服は高かったけど、サイズの概念や変えられるものは変えてやるって信念を教わった──。

　白星さんの表情が沈む。昨日の今日だし、思い出させてしまったみたいだ。

「その、わたし……今日はその件で相談があって」

「……何となくそうだろうなって思ってた」

「ま、まずはデートしてからにしよっか」

　白星さんが「行こ」と僕の手を握ってきた。

　確かにこんな浮ついた天気の日にいきなり話す話題でもない。しっかりと落ち着いて話す必要のある事だ。白星さんのいう通り、今はデートに集中しよう。

　それで、さっそくだけど……白星さん、普通に僕の手を握ってるな。それも互いに手のひらを密着させて握り込む感じで。

　それに今、水族館の入場の列に並んでるけど、足を止めると僕に寄りかかるようにしてきて、腕どころか、その、胸まで当たってる。

「……どうしたの亀丸くん？　何か顔が赤い。風邪？」

「し、白星さん。さっきから言いたかったんだけど……近くない？」

「うん！　だってわたし、練習彼女だから！　ちゃんと手をつながなきゃ！」

　今回のデート自体は猪いの熊くまさんの件を話し合うために計画したんだろうけど、いざデートになれば練習彼女として本領発揮になるみたいだ。

　白星さんと密着できるのは単純に嬉うれしいけど、やっぱり本心からやってくれたのでなく女神スイッチによって法則通りになされている事実が、どことなく残念……。

　だから待て、そもそも女神スイッチに甘やかされること自体が好ましいことでないし、さらにそっちはフラれたばっかりのくせに調子良すぎるんだって！

「学生二枚です！」

　受付へ元気に声をかける白しら星ほしさん。チケットを買って水族館に入場すると、薄暗い通路には大型水槽が壁一面に広がっていた。まずは近海の魚が展示されているようだ。

「亀かめ丸まるくん！　サメだよサメ！　他の魚とか食べちゃわないのかなあ!?」

　早くも大興奮の白星さんだった。

　それにそんな風ふうにいきなり大騒ぎしたものだから周囲から視線を感じる。

　というか、これは騒いだせいだけじゃないな。近くを通りかかった男という男が全員こちらを二度見していく。まあ、白星さんってちょっといないくらいの可愛かわいい子だしな。

　そんな子の隣にいられることは光栄なんだけど……うう、なんであいつが的な視線も感じるな。いくらか睨にらまれている気もする。

　でもこれ、普通に彼氏として認識されているって事でもあるのか？

　前回の猪いの熊くまさんや白星さんとの買い物では感じなかった視線だ。あの時はさしずめ、お姫様二人と下僕一匹って感じだったろうしなあ。

　これも最近のトレーニング含め猪熊さんのおかげだと思うけど……こうやって事あるごとに思い出すくらい、猪熊さんの存在って僕の中で大きなものになってるんだな。

「亀丸くん、次はイルカだって！　その次はペンギンだって！　は、早く行こう!?」

　え、ええ……？　白星さん、予想以上の大興奮だな。

　そうして僕たちは水族館を回った。興奮した白星さんに引き回されるみたいだった。元気の有り余った大型犬と散歩するとこんな感じなのかもしれない。

　あらかた回り終えると、昼になった。

「そろそろお弁当にしよう！」

　白星さんがエントランス近くの大きなベンチに座って、バッグからお弁当を二つ取り出した。合宿が始まって以来、白星さんの弁当を食べるのも久しぶりだ。もうけっこうな回数でご馳ち走そうになっちゃってるけど毎回本当に美お味いしいんだよなあ。

　今日は何が入っているんだろうと、そう思っていたら、

「ええとね、こっちのお弁当箱がおかずで、こっちが──」

『それ』を見た瞬間だった。

　すべての本能が『それ』に向かって解き放たれた気がした。

「はい召し上が──わわわわわわわ、か、亀丸くん!?」

　肉と野菜が詰め込まれた弁当箱なんか無視して、僕はもう一つの弁当箱をひったくるようにして食らいつく。

　──白米。純粋なる炭水化物。長く禁じられていたそれを、頭の中を米の色と同じ真っ白な色にしてかきこむ。

「か、亀丸くん！　おかずも一緒に食べないとバランス悪いと思う！」

　白しら星ほしさんの声に自我を取り戻す。そして、むせた。

「わ、わわわわ！　飲み物飲み物！　ああ！　飲み物忘れた！　買ってくるね！」

　女の子走りのダッシュで消える白星さん。

　そこで完全に我に返る。って、何をやってるんだ僕は!?　それに白星さんを売店にまで走らせて！　売店ってここから結構遠かったけど大丈夫かな……。

　醜態をさらしてしまったけど、白米のおかげで精神的なもやもやが晴れた気もした。

　合宿の疲れは思ったより溜たまっていたみたいだ。猪いの熊くまさんの采配通り、チートデイは確かにけっこうな息抜きになるのかもしれない。

　まあ……身体がリフレッシュしても別の問題が残っているわけなんだけど。

　昨日までの問題を思い出して、深くため息をついたその時だった。

「あ──────っ！　チビ熊の彼氏がいる！」

　素っ頓狂な声に振り向くと、そこには派手な茶髪、周囲の人間と比べて縮尺の狂ったような異次元のスタイル──蛇じや乃の目めさんがいた。

「おお？　弁当箱も二つあるし、もしかしてチビ熊とデートだった？」

　蛇乃目さんはキャップをかぶっていて、ぴったりとしたＴシャツにショートパンツ姿だった。暴力的なまでに美しい身体の曲線と、上質なシルクみたいに光る長い生脚が嫌というほど分かる格好だ。

「あたし、今日、ここで撮影なんだよね！　で、今、休憩中！」

　蛇乃目さんが楽しそうに、訊きいてもいない事を話しかけてくる。

「てか、ごめん、チビ熊の彼氏さん。名前、なんだっけ？」

「か、亀かめ丸まるだけど……」

「そっか！　じゃあ亀っちで！」

「え、ええ……？」

　からかっているのか本気なのか、初めて会った時と同じように、どっちのニュアンスかが分からず困惑するしかない。

「てか、亀っち反応悪いなー。チビ熊みたい。まあ、彼氏だから似るよね」

「か、彼氏じゃないって」

　というか、蛇乃目さんのせいでこっちは大変な目に遭ってるんだ。軽々しく話しかけないでほしい。

「あれ……あたし、けっこうガチで嫌われてる？」

　いつのまにか眉間に力が入っていたみたいなので平静を装ってみるけど……そうだ猪熊さんの言った通り、敵だ。変な噂うわさを流して猪熊さんをあんなふうにした元凶。

「もー、なんなんだよ。亀っちって弟オーラやばいから嫌われたくないんだけど」

「そ、そう言われても……そんなの、こっちは知らないし」

　ただそこまで率直に嫌われたくないって言われると、逆に敵意が削そがれるな……。

「ふひひ……亀っち、やっぱりかわいい」

　蛇じや乃の目めさんが何かをつぶやいたのでもう一度目線を合わせると、なぜか僕を熱っぽい目で見つめていた。

　そうして僕に急接近してきたかと思えば、僕の肩を掴つかみ、ひらりと空中を舞い、

「ふひひ……よっこらしょ！」

　そのままベンチの背と僕の背中に割り込むように、腰を下ろしてきた！

「ほーら、おねーちゃんでちゅよー！」

　長い生脚が僕の胴をロック、ちょうど僕が蛇乃目さんをおんぶするみたいに張り付かれる形になったけど、うわわわ、僕の後頭部に顔をすりつけてきたぞ!?

「は、離せ！　離してってば！」

「ぎゃー！　やっぱ反応がクソガキっぽくてやばい！　弟っぽすぎてたまらん！　なのに他人とかホントやばいなって！　これ一〇〇パーエッチ案件だなって！」

　また花畑みたいな匂いがするし、身体なんか密着状態で柔らかいものが思いっきり背中に押し付けられてるけど、なんですべてが唐突なんだこの子は!?

「ていうか、亀っちってもうチビ熊とエッチしたの？」

「し、してないし、そもそも付き合ってないって！」

「照れんなよもー！　ん？　でも反応はけっこうドーテーだし……どっちなんだろ？」

「ど、どっちでもいいってそんなの！」

「まーまー落ち着いて。──いいもん見せてあげるからさ」












　急に蛇じや乃の目めさんの語気が変わる。僕の目の前には派手なネイルの手が持つスマホ。画面の中で、動画アプリが起動された。

「これ、知ってる？」

　名ＣＭ動画まとめ。そんなタイトルの動画だった。

『かみさま、どうか。すきなひとが、できたんです』

　動画が始まると、小学生くらいの女の子が映った。その子が月に向かって祈りを捧ささげるとシャンプーをするシーンに変わる。一見するとよくありそうなシャンプーのＣＭだ。

　でも……この子、どこかで見たことがあるような気がするな。

「これ、シャンプーの『祈　～ＩＮＯＲＩ』の初代ＣＭ。見たことあるしょ？」

　さも当然のように言われたけど、僕は見たことない。小さい頃はあまりテレビを見てなかったしな。ただまあ、それはどうでもいいんだ。

　月の光に照らされて、眠りにつくその女の子はまさしく、

「これ、チビ熊だよ。小学生の時の」

　そうだ。この子、猪いの熊くまさんにそっくりだと思ったら本人なのか。

　けど何だろう。今の猪熊さんと違う気がする。成長した顔とか身体とかそういうのじゃなくて、何というかこの子にはオーラみたいなのが溢あふれている気がするんだ。

　朝の太陽の光。その光を浴びるその子の笑顔はまるで──。

「……初めて見たなら、かなりすごいでしょ、これ」

　僕は無言で頷うなずく。

　それは太陽よりも明るく華やかで、可愛かわいらしい笑顔だった。

「あの頃はこう呼ばれてた。天使の笑顔、エンジェルスマイルって。あたし、チビ熊にこのＣＭのオーディションで負けたんだよね。チビ熊のこの笑顔にやられた。めちゃくちゃ悔しかった」

　だから今は仕返しにと見下しているんだろうか。その時のリベンジでざまあみろと打ちのめしてくるのか。それとも──。

「ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　突然の耳をつんざく火山の大噴火のような声。気が付くと、遠くからでも分かる見開かれた瞳と、わなわな震える口元。

　ペットボトルを足元に転がした、白しら星ほしさんがいた。

「か、亀かめ丸まるくんだめ─────っ！　そういうのだめ─────────っ！」

　絶叫しつつ、白星さんは顔を真っ赤にして目をうるうるさせている。

　そういえば僕は蛇乃目さんに全身で抱きつかれている状態なわけで、

「だ、だれ!?　だれなんですかあなたは！」

　白星さんがずんずん迫ってくる。さすがの蛇乃目さんもたじろいだようで、僕は緩んだ脚のロックを外して、急いでベンチから立ち上がった。

「ち、違うんだ白星さん！　たまたま絡まれただけおどぅわ!?」

「か、亀かめ丸まるくんはあげません！　今、練習中なので！　帰ってもらっていいですか!?」

　白しら星ほしさんが僕に隕いん石せきみたいなぶちかましを食らわせてきた。そのまま胴体を渾こん身しんの力で抱きしめてきて、警戒する子犬みたいにうーっと唸うなっている。

　対する蛇じや乃の目めさんは、顔をきょとんとさせていて、

「よっす、えまこりん。今日もスケベな身体してんねー」

「……って、杏あん南なちゃん？　どうしてここに？」

　お互いに呼びかけて見つめ合っていた。というか、えまこりんってアレか、白星さんのあだ名なんだろうけど、初対面だろうにやっぱりいきなりすぎるな。

「てか、亀っち、チビ熊が彼女じゃなかったの？」

「だ、だから違うって言って」

「まーまー正直に言ってな!?　浮気なら浮気でチビ熊には黙ってるからさ！」

　うわあ蛇乃目さんっていろいろ修正不能な人なんだな!?

「てか、直接訊きいた方が早いか……。なー、えまこりんって亀っちの何なの？」

「そ、そのっ、杏南ちゃんには言った事なかったかもだけど……わたし！　亀丸くんの練習彼女なんです！」

　また言い出した、と思ったけど……あれ？　この二人って実は初対面じゃないのかな？

「練習？　彼女？　なんだそりゃ？　彼女ではないんだ？」

「はい！　彼女ではないけど……練習彼女なんです！」

「え？　要するにセ○レって事？」

　蛇乃目さん、女の子なのにその言葉の引き金が軽すぎません!?

「せ、せふ……？　せーふ？」

　一方の白星さんは、よく分からないといった感じに首をかしげていて、

「その、たぶん、セーフかアウトでいうならセーフな関係だと思うのでセーフです！」

「まじで？　えまこりん、亀っちとやりまくってんだ！　えっろ！　あたしもえまこりんの胸揉もみたい！　ふひひ、あたしも交ぜてよ！」

「や、やりま……？　え……？」

　なんだかものすごい齟そ齬ごが生じてる気がするぞ!?

　蛇乃目さんもその空気を感じたのか、うーんと腕組みをして、

「だからさー、エッチはしてる関係って事でいいんでしょ？」

「え、えっち!?　その、えっちは、してないけど……」

「え……？　じゃあ練習彼女じゃないんじゃん……」

「違います！　れっきとした練習彼女です！」

「は？　エッチもさせてないのに練習彼女とかひどくね？　何？　亀っちにたかってんの？　それとも気を持たせてキープしてるだけ？」

「そ、その……え、えっちはしてないけど……」

「練習彼女ならエッチくらいさせてやれよ！　亀っちがかわいそーだろ！」

　れっきとした練習彼女っておかしな言い方とか、蛇じや乃の目めさんの練習彼女への認識とか、ちょっと介入して翻訳するにも途方に暮れるレベルだった。

　と、急に抱きしめから解放されたと思ったら、白しら星ほしさんが真っ赤な顔になっていて。

　あれ？　すごく嫌な予感がする。

「か、亀かめ丸まるくん。やっぱり……練習でも、エッチな事しなきゃだめなのかなあ……？」

「うわああああああ違う絶対そういう事じゃない！　きちんと話せば分かる！」

「あ、ごめん撮影に呼ばれた。またね亀っち」

「ねえ……や、やっぱり、必要かなあ？　エッチな事」

「蛇乃目さん！　誤解、解いていって！　本当に！　お願いだから！」




　あの後、白星さんの誤解を解くため、懇切丁寧にあれは蛇乃目さんの勘違いと説明したものの、結局白星さんにはよく分かってもらえず『考え方は人それぞれ』という論理で押し込むことになった。

　数時間後。僕たちが水族館から出るころには、水平線に太陽が沈みかけていた。

　夕日に染まる海浜公園。二人で海を見渡すベンチに座って夕日を眺めると──そろそろかなって気持ちになった。

　多分それは、白星さんもだ。

「そのね……みりあちゃんの事なんだけどね」

「うん……」

「みりあちゃんはすごく正しいの。頑張っててすごいの。わたしもそれを否定したいわけじゃなくて。なのに、それが伝わらなくて……悲しくて」

　夕日に照らされるうつむいた横顔。白星さんの瞳が潤んでいくのが分かる。

「みりあちゃんはすごいってほめてあげたい。みりあちゃんを楽しく笑わせてあげたい。でも、笑ってもらおうと頑張れば頑張るほど、みりあちゃんが怖い顔になって、だからって心配して止めようとしたら、昨日みたいにぶつかっちゃう。どんなに考えても……上う手まく話す方法が分からないの。相手は、みりあちゃんなのに」

　何となく今の状況が理解できた気がした。今の猪いの熊くまさんは、白星さんが優しさをかければかけるだけ、プライドが傷つけられてしまう。正面から止めようとすれば昨日みたいな大爆発が待っている。かといって放置すれば、猪熊さんは孤独なままだった。

　白星さんの悩みが分かった、この状況はかなりの難問だ。

「……ごめんね、わたし達たちの問題なのに。でもわたし、何もできなくて哀かなしかったから、どうしても亀丸くんに話を聞いてもらいたかったの。本当にどうしたらいいのか分からなくて、ごめんね……ごめ……」

　嗚咽おえつが漏れる。白星さんが僕の肩に頭を寄せてくる。一瞬迷ったけど、そのまま肩を抱きしめることにした。

「その、ごめんね……ごめん、ごめんね……」

　白しら星ほしさんに密着すると──気づいてしまった。この独特の息遣いに、熱にうなされるような喋しやべり方。これ、女神スイッチの症状じゃないかって。

　しかも、その相手はおそらく、猪いの熊くまさん。

　けれど、猪熊さんに対する女神スイッチはかなり昔に起動して、原因解決とともに解除されたと聞いている。なのに、何な故ぜなんだ。

　まだまだ謎だらけだった。この二人の仲直りの方法も、女神スイッチの原因も。

　白星さんに相談をされても、この二人の関係を深く知っているわけでもない僕に、この絡み合った糸が解けるのか、実際は不安しかない。

　でも、白星さんも猪熊さんもこのままにしてはおけない。僕が頑張るしかないんだ。




　白星さんとのデートの翌日。日曜日。

　猪熊さんは、今日一日、トレーニング室に来なかった。

　おそらく上階の自室にいるんだろうけど、一昨日の拒絶の態度を思い出すと、迎えに行こうにもためらわざるを得ない。

　とりあえず僕と鶴つる姫ひめさんは、いつもの筋トレや砂ボトルを持ったランニングのメニューをこなしていく。連写のポーズも考えたり、鏡で表情の訓練もする。

「右斜め三〇度、か……」

　鏡に映った自分の顔を見る。猪熊さんが教えてくれた、僕の顔が一番良く見える角度。何となくカメラ写りはいいような気もしてきたけど、大きな違いはない気もする。

　僕はやはり、僕でしかない。

「遅れてごめんね！　ちょっと衣装づくりに手間取ってて。てか、ちゃんと練習やってるのねすごいじゃない！」

　やっと猪熊さんがトレーニング室に現れた。塞ぎこんでいたのかと思っていたら、衣装作りをしていたらしい。そういえば時々遠くからミシンの音が聞こえていた気がする。

　思ったより、明るい口調だった。何となく空元気にも聞こえる気がするけれど。

　白星さんの話を聞いてからずっと、猪熊さんの件について考えていた。どうやったら仲直りできるのか、なぜそこまで頑かたくななのか。

　結局、猪熊さんに対してかける言葉はまだ思いつかない。

「あ、そうだ。そういえば明日、愛あい梨りにやってもらいたいことがあるのよ」

　突然の猪熊さんの言葉に、鶴姫さんが眼鏡の奥の目を丸くしていた。

「わ、私ですか？」

「そ。知ってるでしょ。このミス・ミスターコンは男女ペアの演出もあるって」

　そうして猪熊さんは、すっかり忘れていた事を思い出させてくれたのだ。

「だから、ペア演技の打ち合わせをしたいから連れてきてほしいの。愛梨のクラスの──『男子代表』を」

　それは、よくよく考えると今までなんで無視できたんだって人物だった。

「愛あい梨りにとって今回のミスコンは勝つよりも皆を見返す意味が強いと思ったから、今まで放置してたのよね。愛梨を綺き麗れいにして、同じクラスのパートナーを思いっきり見劣りさせてやったほうが、インパクトが強いかなって思ってたから」

「そ、そんな、私なんかが……無理ですよ」

「大丈夫よ、愛梨ならできる。ただまあ、そうはいったものの、完全放置は意地悪すぎるから、相手の男にも形になる程度の練習はさせてあげてもいいかなって思ったの」

　完全に意趣返しだったけど、なんとなく、それが猪いの熊くまさんの本心ではない気もした。

「でも、ごめんなさい、私、パートナーの人、連れて来れるかどうか」

「…………今の愛梨なら問題ないわ。絶対に」

　もしかするとここか。確かに言いづらいことかもしれない。

　ただ猪熊さんの言う通り、最近むくみがとれて締まってきた鶴つる姫ひめさんなら、誰でも文句なしにパートナーとして認めてくれるはずだ。

「けど念のためメイク……いや、大丈夫か。まずは試しに誘ってきて？」

　猪熊さんがまたメイクを渋った。まだ顔が変わるって判断なんだろう。

　──だけど、その判断があんな事件を引き起こすとは、この時は誰にも予想できなかったんだ。




　翌日の月曜日。やはり雨。

　昼休み、僕は鶴姫さんと一緒に彼女のクラス、一年Ａ組に向かっていた。

　鶴姫さんが当日になって「一人だと誘う自信がない」とうちのクラスに来たので、付き添う事にしたのだった。猪熊さんも来るか訊きいてみようとしたけど、たまたま教室に姿が見えなかったので、僕一人でついて行くことになった。

「鶴姫さんのクラスの代表の人って、どんな人？」

　隣を歩く鶴姫さんに訊いてみる。確か鶴姫さんはいじめの一環としてあまりにむごい方法で選出された経緯がある。だから僕は想像していたのだ。その人もそんな感じなんじゃないかって。もしそうなら助けてあげたいって。

「……かっこいい人ですよ。多分、文句なくクラスで一番」

「そ、そうなの？」

「ただ……その人が風邪で欠席になってる時に決めちゃって。まあ、みんな『あいつしかいない』って、誰も反対しなかったんですけど……」

　多少強制的ではあるけど、出る資格が十分な人間なら心配することもないか。

　そうこうするうちに、鶴姫さんのクラスに到着した。

「……あの人です。堀ほり秀ひでくんっていうんですけど」

　その男子は教室前方に一人で座っていた。なるほど、細くて中性的な文句のつけようのないイケメンだ。

　ただなあ、僕、ミスターコンであの子と比べられるのか。嫌だなあ。

　と、堀ほり秀ひで君がちょうど一人で席を立った。そして一階奥の人ひと気けが少ない方のトイレへ。いいタイミングだったので、僕たちは追いかけて声をかけることにした。

「堀秀君、初めまして。二年の生徒会雑務の亀かめ丸まるっていいます」

　呼び止めると、肩をびくりとさせて、ものすごく動揺する堀秀君。

　さらに同じクラスの鶴つる姫ひめさんに気づいて、きょろきょろ目を泳がせ始めていた。

「な、なんすか？」

「実はミス・ミスターコンの件で相談があるんだ。君は男子代表だから鶴姫さんと一緒に出るんだよね？　それで軽い打ち合わせっていうかそういうのを──」

　その瞬間だった。

　堀秀君の美麗な顔がみるみる赤くなっていく。目は吊つり上がり、額には青筋さえ浮かんでいた。なぜそんな凶悪な表情を向けられるのか分からず戸惑っていると、その怒気が向けられている対象に気づく。

　その相手は──鶴姫さんだ。

　堀秀君が大きく息を吸った。まるでドラゴンが炎を吐く前兆の様に。

　そして、その細い顎が開き、

「ふざけんなよ本当に出る気なのかよブス！　俺は出ねえからな、馬鹿じゃねえの臭くっせえブサイクが！　さっさと取り下げろよ！」

　灼しやく熱ねつの、猛毒の呼気が放たれていた。

　堀秀君が鶴姫さんに近づき、だん、と背後の壁に片手の拳を打ち付ける。

「ま、待って！　暴力はやめろ！」

　迫られて間近に拳を打たれた鶴姫さんが、完全に怯おびえていた。

　ところが、息を荒くした堀秀君の肩もまた震えていて、

「……どうせ、体育会系のやつらとかその辺の差し金なんだろ！　ヒョロガリだからって馬鹿にして！　俺がちょっとモテたからってこんなブスとくっつけるようにして！　出なかったら罰ゲームとか言い出しやがって！」

　それは──彼自身の事なのか。

　予想もしていなかった。それは、鶴姫さんと何一つ変わらない状況じゃないか。

「俺が何したっていうんだよ！　なんでてめえみたいなブスと出なきゃいけねえんだよ！　ふざけんな絶対出ねえからな罰ゲームも絶対しねえ！　つーかあいつら許さねえ。いつか地元の先輩呼んでぶっ潰してやるからな！」

　そう吐き捨てて、堀秀くんは逃げるようにして教室へと戻っていったのだった。




　夕刻、猪いの熊くま邸のトレーニング室。

　何の成果も得られず、悪意だけを味わって帰ってきた僕たちの前で、猪熊さんがうなだれるように椅子に座っていた。

「……愛あい梨り、ケガはなかった？　大丈夫？」

「はい……あの人って、ひ弱だし、多分、殴られても平気っぽいですし」

　壁を殴って脅された件について、鶴つる姫ひめさんが苦笑している。

　あの廊下での出来事から、鶴姫さんは無言だった。話しかければ苦笑いをして、こんなふうにお茶を濁す。それは合宿所に戻ってからも変わらない。

　本当に慣れているんだろう。でも、あんな扱いに慣れているだなんて……可哀かわい相そうだ。

　僕としては、彼の事をちょっと許せそうにないのに。

「…………あのね、愛あい梨り」

　目を伏せたままの猪いの熊くまさんが、突然大きなため息をついた。

　そして肩を回してひねる。今から、大きく体を動かすとでもいうように。

　さらには握りしめるように指を組んで、またうつむいて、

「そんな事言われてなんで平気なの？　いや違うか、なんで我慢してるの？」

　猪熊さんが、き、と視線を上げたと同時、びくりと肩を震わせる鶴姫さん。

　でも、すぐにまたあの苦笑いに戻る。

「いつもの事ですから。それに先輩には、分からないかなって思いますし……」

　その瞬間、部屋にひりつくような熱波が奔はしった気がした。

「──分かってるから言ってるんじゃない」

　張りつめた静寂に、猪熊さんの絞り出すような声がぽつりと響く。

　そうして猪熊さんが真顔のまま、瞳に光を溢あふれさせて……一すじの涙を流した。

　それが合図だった。

「いや、そんな……先輩はその……せんぱ……ひぐ」

　その哀かなしい光のひと雫しずくだけで、十分に伝わったのかもしれない。

　猪熊さんは、決して持つ者ではなかったという過去が。

「はは……私、ちょっとは可愛かわいくって、その、は……ひぐ……は、あ……」

　仮面が破壊される。鶴姫さんの目からぽろぽろと涙がこぼれ始める。

「せん、ぱ────」

　そこで限界だった。

　堰せきを切ったような激しい慟どう哭こく。大声を上げて、猪熊さんに縋すがりついて抱きしめられながら、魂ごと口から漏れ出すような悲痛な泣き声を上げている。

　僕は、大きな勘違いをしていた。今までの身を削るような努力を、変わろうとした意志を、すべて拒絶されてしまったのだ。平気なはずがなかった。

「ひ、あぐ、あ……せんぱ、ひぐ、ごめんなさい……もう……ごめんなさい」

「お願い、何も悪くないのにそうやって謝らないで。そんな言葉を口にしないで。あなたは！　そうやってみじめに涙を流すために生まれてきたんじゃない……！」

　鶴姫さんを抱きしめる猪熊さんの口にした『そうやってみじめに涙を流すために生まれてきたんじゃない』。

　この表現が、至極当然に聞こえるくらい、鶴姫さんのそれは極めて純粋な自己の否定で──絶望そのものだった。




　鶴姫さんには、とりあえず自室で休んでもらった。

　椅子にうずくまる猪いの熊くまさんと二人きり、薄暗いトレーニング室で向かい合う。

「……女の子にブスって言っちゃだめ。冗談でも、本当に、傷つくから」

　猪熊さんの語る、重々しすぎる、単純な一般論。

「あたしのせいだ」

　猪熊さんが自嘲気味に笑ったかと思えば、完全に表情を消してしまった。

「それは……絶対に違う。傷つけたのは猪熊さんじゃない」

「ううん、本当にあたしのせい。もっと早く何とかしてあげる事はできたの。だけどだんだん怖くなってきちゃって。そう自分勝手にためらった報いが、来た」

　不可解な台詞せりふだった。その言葉の意味が分からない。

「本当に……あたしのせい。あたしのせいで愛あい梨りにあんな想おもいをさせちゃった。はは、今のあたしって何をやっても駄目だ……ていうか、ずっとか。なに勘違いしてたんだろ。ずっと前からダメモデルだったじゃない。……だから必死に努力してたんじゃない」

　焦点の合わない目で、猪熊さんが遠くを見つめていた。

「分かってた。上う手まくいったのは最初の仕事だけ。でも、一回努力して上手くいった体験ができちゃうと、なかなかやめられない。だって小さくても、あたしの誇りを懸けたことだから。それはあたしの中で一番に大事な事。努力する、変えられるものは全部変えてやる。あの頃の、みじめだったあたしに戻ってしまわないように」

　打ちひしがれるような口調でも、その口が語るのは常に前進する心の在り方だった。

　これが猪熊さんの矜きよう持じだ。そして僕を変えてくれた──。

「そう、諦めない。相手がどんなに大きくたって、同期に抜かれたって、後から来た人間に叩たたきのめされそうになったって。……結局、世の中は残酷よ、努力して変わらなきゃ馬鹿にされるだけ。だから諦めない。あの子にも諦めさせたくない。血ち反へ吐どを吐いたって、変わろうとしなければ今みたいに泥水をすするだけ。それがどれだけ辛つらいか分かってるから言ってるの。だから諦めちゃ駄目って、絶対に教えてあげないと──」

　これは、僕を変えてくれた猪熊さんの精神のはずだった。

　あれは魔法だった。暗い僕を変えてくれた、燃えさかる炎のごとく困難と戦う力。

　だけど今やそれが自分も周囲も巻き込んで、すべてを焼き尽くそうとしている。

　単なるミスコンが蛇じや乃の目めさんの挑発により、何年も積もった汚名を返上するべく、血みどろの勝負に変わった。そしておそらく鶴つる姫ひめさんのいじめに自分の過去を重ねて、その矜持がさらに燃え上がった。

　そうなれば後に引けない。白しら星ほしさんと喧けん嘩かした真の理由がやっと分かった。それを否定するのも、下手に手を差し伸べることも、今までの猪熊さんのすべてを否定することだ。

　だから一番の親友と仲たがいしても、最悪の状況に追い込まれても、後に引けない。どんなに自分が傷ついても燃え上がろうとする。

　ただ今なら言える、これは『おかしい』と。

「……あんたは、どうなの。ミスターコン、出る？」

「出るよ。それは安心して」

　ただし理由は違う。僕自身が出たいわけじゃなく、あの時の恩を返すためでもなく、単純にこんな猪いの熊くまさんのそばに居てあげないと心配だからだ。

「それなら、お願いがあるの」

　猪熊さんがうつむいて、ぽつりとそうこぼした。

「あの子よ。愛あい梨りの事。諦めさせたくないの。でも、それにはあの子を前に向かせることが必要。だけど分かってるの、あたしじゃだめだって。今のあたしじゃあ、あの子を勇気づけるどころか、首根っこを無理やり掴つかんでしまいそうになって、絶対傷つけるって分かるから……できない」

　鶴つる姫ひめさんを勇気づけるのは猪熊さんしかいないと思っていたから、一瞬動揺する。

　でも……そうだよな。猪熊さんももう一杯一杯なんだ。

「分かった。それで、僕は何をすればいいの？」

「……あの子をほめてあげて、大丈夫だって、可愛かわいいって。あたしにはできない。やりたくないんじゃなくて『できない』の。──やっぱり怖いから。怖くて、きっとまっすぐに気持ちを伝えられないから」

　これだ。さっきから猪熊さんの言う『怖い』。これだけが全く分からない。

「その、ごめんね。それは本来あたしがやるべき事。なのに、これだけは体が動かない。ごめん、なんだかもうどうしたらいいか分からない。本当にごめん。…………たすけて」

　猪熊さんが涙を流した。さっき鶴姫さんを受け止めた時と違う、光を失った目から。

　自分の事、鶴姫さんの事、いろいろな事を抱え込みすぎてしまっている。

　だから僕は、力を貸そうと思った。もう僕しか、動ける人間はいない。




　猪熊さんはおぼつかない足取りで、邸宅上階の自室に帰っていった。

　僕は、鶴姫さんの部屋のドアを叩たたく。

　返事はない。

　猪熊さんから頼まれた事、それは鶴姫さんを立ちあがらせることだ。君なら大丈夫だとほめてあげる事によって。そうしてまた元気にミスコンの練習に──。

　考えていて、ものすごい欺ぎ瞞まんがあるのに気づく。

　それは何のためなのか、誰のためなのか。果たして今からすることは本当に鶴姫さんのためなのか。深く指摘されると、この行為に自信がなくなる。

　猪熊さんの言った事が感覚的に分かった。答えを間違えれば傷つけてしまいそうだという予感が。

「…………どうぞ」

　返事が来た。

　来てしまった。心の準備ができないままに。

　暗い部屋に足を踏み入れると、鶴姫さんがベッドの毛布に体育座りでくるまっていた。

「……どうしたんですか、先輩」

　驚くほど冷たく、生気のない声だった。暗くて、その表情は見えない。

　僕は、何を言おうか今さら迷う。

　迷いに、迷って──。

「鶴つる姫ひめさん、その、昼間の件だけどさ、あれはあいつが間違ってるんだ。鶴姫さんが不細工だなんて、本当に失礼だし、そんなわけ──」

　がしゃん！　と音が弾はじけたので身を屈かがめる。

　僕の足元には、壁にぶつかって破壊された目覚まし時計。顔を上げると、振り抜いた腕をだらんとさせたまま、荒い息に肩を上下させる鶴姫さん。

「……嘘うそつき」

「鶴姫さん……」

「嘘つき！　いくら先輩でも、そんな、そんな適当な、うわべだけの言葉は……！」

　迷いを見破られた。即座にそう理解する。

「出て行ってください！　もう、先輩の話なんか絶対に聞きません！」

　言葉を一合交えただけで、切り捨てられてしまった。

　僕は、おとなしく部屋から出た。

　ドアを閉める。そうしてトレーニング室の壁鏡に映る自分を見つめる。

　傲慢だった。自分で何とかできるだなんて。

　そうだ。僕自身が、猪いの熊くまさんにも鶴姫さんにも、どうしてもらいたいのかはっきり考えがある訳じゃないんだ。だから説得力のある事が何も言えない。

　そうだった、僕は空っぽな人間だったんだ。

　でも……『空っぽ』ならばどうすればいいのか、それだけは知っている。

　だから──。







　僕は、原点に戻った。

　自分は何もできない。だから、誰かの手を借りる。

「ふふ、つまり『女の子のほめ方』を教えろ、というのね。なるほど状況は理解したわ。まずは──正座」

　文芸部室。僕の目の前で、黒髪の悪魔が微笑ほほえんでいた。
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　放課後。本日はたまたまの晴れ。文芸部室の中は静かで、水たまりを残した校庭で久しぶりに練習する運動部の掛け声だけが聞こえている。

　猪いの熊くまさんについての現在の状況と事の次第を報告、そして鶴つる姫ひめさんの対処についての相談をしてみたのだった。

　鷹たか見みエレナ。この、会話のエキスパートに。

「なるほど状況は理解したわ。まずは正座──と言いたいところだけど、その前に、訊ききたいことがあるの」

　教えを乞うため言う通り正座しようとしたのに、鷹見さんが手をかざして止めてきた。椅子に座ったまま足を組み直して、やけに悪戯いたずらっぽい笑みを向けてくる。

　緊急事態なので僕としては早く本題に入ってほしいところではある。

　ただまあ、この悪魔が素直に話を聞いてくれるはずもないと予感はしていたけど。

「貴方あなた、この前絵え馬まとデートしたみたいじゃない」

　それはあの水族館の話のようだった。最近は鷹見さんが白しら星ほしさんにつきっきりなので、自然にそういう話もしてしまうのかもしれない。

「それで、絵馬に聞いたのだけど『エッチもしなきゃダメかなあ』と相談してきたわ」

　ああ、白星さん、まだあの誤解をひきずってるのか……！

「はいここで正座」

「ひっ」

　鷹見さんに強烈な殺気を飛ばされて反射的に正座。そうしてやっぱり組んだ足が降ってきて脳天にめりこんできた。

「ねえ貴方、絵馬に何を吹き込んだの？　貴方って多少は人畜無害の部類だと思っていたのだけど、やっぱり発情期の犬と変わらないんじゃない」

「そ、それは違うんだ僕のせいじゃない！」

「ふふ、容易に想像できるわ。女神スイッチを逆手に『練習彼女ならエッチもしなきゃ！』とテンションの高いエロ漫画の冒頭二ページ目のように、絵馬に迫ったのでしょう？」

「ち、違う違う違う！」

「危険を感じたわ。だから、私、本気を出そうと思ったの」

　頭が軽くなった。

　鷹見さんが椅子から降りて床に膝をつく。

　あ、まずまずい逃げろと思ったけど、正座から退避するのってけっこう数アクション必要というかんんんんんんんんんんっ！

　また鷹見さんが僕の唇を塞いでにゅるにゅるにゅるにゅる！　と舌を絡めてきた！

　しかも完全に押し倒されて、両手は恋人つなぎで拘束されてる！

「ふふ、どう？　いつもは絵え馬まなり誰かがいるから照れがあるのでしょう？　いいわ思う存分貪りついても。そうね今から五分間制限なしで何をしてもいい。どこを触ってもいいし命令があればすべて従うわ。ふふ、それじゃあスタート」

「は、は!?　な、何を!?」

「ああそうだ、でもその場合もちろん契約完了。貴方あなたの彼女は私。契約を破ったら、自宅にある日の当たらない部屋に監禁してから蹴り殺してあげる」

「し、しないしない！」

「あと、貴方の持ち掛けてきた事に協力するメリットが私にはない。だから交換条件として、ここできちんと私の契約に応えてもらおうと思っているの」

「ま、まずは早く離────離れてもらっていい？」

　冷静になってしまった。いったんあの件を思い出すと。

　そして話を逸そらそうとする鷹たか見みさんに、軽い怒りすら湧いてくる。

　鷹見さんが無言で起き上がって椅子に座り直した。僕も、服の埃ほこりを払って立ち上がる。

「僕、困ってるんだ。猪いの熊くまさんと、鶴つる姫ひめさんのことで」

「真顔で言われるとこっちも困るじゃない。で、私にメリットはあるの？」

「…………」

「……分かったわ。最近の絵馬の守護は私ひとり。絵馬とずっと一緒だと、なかなか執筆にも集中できないしね。まあ、昨日から絵馬は学校を休んでいるからいいのだけど」












　その通り、土日が明けて昨日から、白しら星ほしさんは学校を欠席していた。

　女神スイッチの副作用、いや暴走とでもいうべきか。

　相手への想おもいが強すぎて、相手の願いが上う手まくいかないと、死ぬほど後悔して自室に引きこもってしまう。僕の時も白星さんはそうしていたけど、要するに今度は猪いの熊くまさんの事で悩んで、あの状態になっているのだ。

「ふふ、おそらく絵え馬まの中で、みりあは『あの時』と同じなのよ。だからみりあに対する女神スイッチが再起動してしまった」

「あの時って……」

「みりあと絵馬が出会った頃よ。その話は貴方あなたも知っているでしょう？」

　それは猪熊さんから直接聞いた話だ。

　あの猪熊さんにもあった暗い時期、自分の姿が嫌だ、辛つらくて立ちあがれない、そんな時に白星さんに出会って励まされ、お洒落しやれに目覚め、モデルにもなるきっかけにもなった、猪熊さんにとって大事な思い出。

「ふふ、みりあは絵馬に対し『あの時と同じ扱いをされている』と怒っているのだけど、実際そうじゃないの。あの子は可愛かわいくなろうが、あの時とまったく変わっていないのよ。ふふ、だから貴女あなたはいつまでも二位なのよと言ってやりたいわ」

　確か猪熊さんは言っていた。白星さんはあの時と同じで、いつまでも対等に見てくれない、と。けれど鷹たか見みさんが言うには、変わっていないのは猪熊さんの方らしい。

「本当にみりあは変わっていない。というより忘れているのかもしれないわ。綺き麗れいになった事自体が、あの子が絵馬から得たものではないでしょうに。はあ……これだから化粧と布きれにしか興味のない単細胞は困る」

　鷹見さんの独白めいた言葉は、理解できるようでできなかった。

「まあいいわ。貴方の依頼について。それが絵馬とみりあとの関係修復、および女神スイッチの解除に役立つ可能性があるならば、手伝うことにしましょう」

　鷹見さんが、す、と切れ長の目を細めて、足を組み直し、

「それでは始めましょうか。女の子のほめ方についての調教を」

「鷹見さん……ありがとう」

　思ったより、あっさりと僕の願いを聞いてくれた。

　そうだ。鷹見さんはなんだかんだ優しい人なんだ。前に教えてくれた会話のコツだってきちんと相手の都合や気持ちを考える優しさがないとできない事でもあるし。

　調教だなんてどぎつい言葉も使うし、何回も踏みつけられるけど、この優しさはその裏返しというか、そんなふうにも感じられるんだ。

「それじゃあまずは正座」

「……はいはい」

　僕は微笑ほほえみつつ正座する。そうして脳天にげしりと足が降ってくるけど耐える。

　そして、うーん、やっぱり黒スト越しにパンツが見えてるけどこれもご愛あい敬きよう。

「ねえ、そういえば前から訊ききたかったのだけど」

「うん、なに？」

「その姿勢って恐らく私のパンツが見えてしまうと思うのだけど」

「…………」

「そんな貴方あなたがどんな心境でいるか冷静に考えてみたの。足置きにされながら私のパンツを凝視している貴方の気持ちをね。貴方ってば足置きにされている屈辱的な状態なのに、その屈服している相手のパンツを見て劣情を催していたのでしょう？　ふふ、恥ずかしくないの？　人としての尊厳をかなぐり捨てているじゃない」

「な、ち、違」

「プライドないの？　唾棄すべき存在って貴方のためにあるような言葉ね。ああでも言葉通り唾を吐きかけてあげたら、貴方って逆に喜んでしまいそう。とっても厄介ね」

「うわああああああ僕を変態扱いするな──────っ！」

　やっぱり優しくない！　鷹たか見みさんは全然優しくない！

「ふふ、ごめんなさい、貴方のしたり顔が気に食わなかったから言葉責めしてみたの」

「お願いだから本題に入ってもらっていいかな……!?」

　鷹見さんが背すじを伸ばした気配。やっと話が始まるようだ。

「さて──今回のミッションを確認しましょう。要するに、鶴つる姫ひめさんをほめて立ち直らせる、と理解したわ」

　僕は頷うなずく。その通りではある。

「で、なぜそうしたいの？」

「なぜって……」

「相手を怒らせて、この期に及んでまだ分からないなら、さすがの私でももう手が付けられないわ。調教は終了よ」

　そう言われて、まあ、さすがにそれは理解しているんだ。

「鶴姫さんの、傷つけられた心を何とかしてあげたい」

「そうね。なのに貴方ってば、みりあのお願いに気を取られて、ミスコンの練習に復帰させる事ばかりを考えていたのでしょう？　それがあの子のためになるか深く考えもせずにヘラヘラ適当にごまかすような台詞せりふでも吐いてしまったのだと推測するわ」

　そうだ。その心の揺らぎが、迷いが、態度や言葉に現れてしまった。あの時まっすぐに見据えるべきは猪いの熊くまさんからのお願いではなく、目の前にいる鶴姫さんだったのに。

「だからまずは大前提よ。鶴姫さんの心を癒いやすという目的に純化する、ということ」

　いったん目的を決めると、頭がすっきりした。

「僕……いろいろ考えすぎてたのかもしれないな」

「困難は分割するものよ。それもその分割をいかに細かくし、その一つ一つを徹底的につぶせるかどうか」

　そうだった。まず第一は鶴姫さんの心の傷を何とかしてあげることだったんだ。どんな手を使っても、たとえその結果、ミスコンに出ないという言葉が出てきたとしても。

「ふふ、それで、鶴つる姫ひめさんの心を癒いやすために、どうやって女の子をほめればいいか。ということを貴方あなたに教えていくのだけど……そのためには『ほめる』というのはどういう事なのか、ここから考えることが重要になっていくのよ」

　鷹たか見みさんは前もそんな事を言っていた気がする。楽しく話すとはどういう事か。それを基本的なところまで掘り下げて教えてくれたんだ。

「まずそうね。今回はいきなり実戦と行きましょうか」

「じ、実戦？」

「そう。それじゃあ私をほめてみて」

　いきなりだった。以前は理屈から丁寧に説明してくれた気がするのに。

　ただ、やるしかない。やるしかないんだけど、

「な、何をほめ（げしり）」

「訊きいた時点でマイナス三〇点。じゃあ私の外見でいいわ」

「が、外見？」

「わざわざ表現の範囲を狭めてあげたのだから、早く」

　考えてみるけど、うーん、思いつかないな。……まあ無難に言ってみるか。

「か、可愛かわいいです」

「死ね（げしり）」

「んにぎっ!?　ちょ、待、死ねって!?」

「ふふ、貴方のほめ言葉から、私はこんな印象を受けたの。『俺が適当にほめてやればこいつは簡単にピーヒャラ舞い上がるんだろうな、あー俺すげー』と。何だかとっても馬鹿にされている気分だったので、踏みました」

「そ、そんな事は……」

「まず一つ、『ほめ』というのはツールなのよ。気持ちを伝えるためのツール。というか、言葉すべてがそうだわ」

　言葉は気持ちを伝える道具。辞書的に考えれば、その通りではある。

「男の世界の言語では表面的な事実を伝えた受け取った、それだけで終わるのでしょう。だけど、女の子は言葉の『裏』にあるものを読むの。その裏にある『気持ち』を」

　言われて昨夜の出来事を思い出す。確かにあの時、僕の言葉の裏にあった曖昧な気持ちを、鶴姫さんに読まれた気がした。

「ふふ、それを踏まえれば、一般的に女の子をほめる時において、ただ『可愛い』だなんて言葉は最低の台詞よ。少しの脳みそも使わずに『お前とヤリてえ』と言っているようにしか聞こえないのよ」

　僕にとって「可愛い」は言うだけでもかなり緊張する言葉だけど、軽々しく使う人たちについてはそんな印象かもしれない。

「そしてほめのコツに戻るわ。それには、人間は会話においてどんな事を嬉うれしいと思うのかが基本になるのだけど」

　それは以前に鷹たか見みさんに教えてもらった事だ。

　大前提として『人間は他人に興味はない』だから──。

「確か『誰かに興味を持ってもらえた』という事が嬉うれしいんだったっけ？　って、鷹見さん、踏み直す準備してるけど……」

「よく覚えていたわね、お利口よ。当然忘れているものだろうと思って、踏む準備に入っていたけど、無駄なしつけが避けられて良かったわ」

「そもそもこの足置きの体勢が無駄以外の何ものでもないと思うんだけどなあ……！」

「それよりほめの基本よ。会話の基本と同じ、要点は『あなたに興味を持っている』という姿勢を伝える事なの。ほめは『それ』が伝わる言葉であるべきなのよ」

　普通の会話のコツでは、いかに相手の話を聞くか、いかに相手に興味を持って話題を掘り起こすかが、その方法の核となるものだった。

　けれど……『ほめ』については具体的に何をすればいいんだろう。

「具体的にはまず具体的である事。具体的である事がその具体性ではあるのよ」

「あの、わざと混乱させるように言うのやめてもらっていい？」

　具体の言葉がゲシュタルト崩壊してきそうじゃないか！

「とにかく、具体的である事なのよ。例えば文学でも芸術でも、そのままを表現するのは野や暮ぼなこと。ほめるのもそれと同じ。おいしい林りん檎ごをおいしい林檎と表現するのはバカのやる事。真っ赤なつやとか、ぎっしり詰まった蜜とか、たちのぼる甘い香りとか、周りの要素を表現したりするじゃない」

「まあ……鷹見さんのいう通り、上う手まい言葉で言われた方が気分はいいかもしれない」

「そう、まず気分がいいの。なぜなら、苦労して表現を絞り出した、という努力が女の子に伝わるから」

　それはさっきの言葉だった。女の子はその『裏』を読むという事。

「そしてその上で、相手がどう褒められたいかを察する事。──例えばさっき貴方あなたは、私を可愛かわいいとほめたけれど、私がそうほめられたら喜ぶ人間かどうかは考えた？　可愛い、だなんて私にとっては、象の鼻が長い、キリンの首が長いと同様に、陳腐な台詞せりふ以外の何ものでもないのだけど」

　うーん、やっぱり傲岸不遜すぎるな、この黒髪の悪魔は……。

「そうね、今の私なら……まずボーダーラインは私が日曜に美容室に行って髪を三㎝切ったことに気づくこと」

「へ？　髪切ったんにぎっ!?（げしり）」

「そして合格点は、いま新作小説の締め切りが近いのに、絵え馬まの護まもりを一人でやっている事に気づくこと。大したことではないと口では言っていても、本当にそうは思っていないという事を察すること。そんな『苦労してやっている事』を見つけ出して『お疲れさま』とほめてくれること」

　ここにきて、やっとさっきの話、会話の基本とつながった気がした。

「その顔は……さすがに理解したようね。会話のコツと同じ、本物の『ほめ』というのは、その人が人生において、何をこだわっているのかを探る事なのよ。ほめられたいのは外見である場合もあるし、学業や部活、仕事である場合もある。何かの趣味である可能性もある。それを掘り当てるのが貴方あなたの仕事なの」

　鷹たか見みさんの言う通り、会話の基本と、過程も目的もほとんど変わらなかった。

　前に教えてくれた、会話の基本にして最終目標『疲れている時にお疲れさま』。

　そこに至るために、手帳を使って時間的空白を潰し、その人が実際何に一番時間と労力を割いているのかを客観的に探り当て、話題として掘り起こしていく手法。

　そういえば、鷹見さんは事あるごとに新作小説のことを口にしていた。そこに朝と放課後の白しら星ほしさんの守護の時間を入れれば、その忙しさに気づくことはできたはずだった。

「それを踏まえたほめ言葉をかける事で『ああ、この人は苦労して自分を分かってくれているんだな、嬉うれしい』という気持ちになれるのよ。──『ほめ』はただ単純に相手を飾り立てる行為ではない。いかに苦労して相手を理解するかという、とても地道な作業よ」

「地道な、作業か……」

「簡単にまとめれば、こんなところよ。①具体的な言葉で言う事、②本人のこだわっている事を探すこと」

　鷹見さんが僕の頭から足を降ろしてくれた。どうやら調教終了らしい。

　鶴つる姫ひめさんの件について、その二つを軸にほめられるかは自信がないけどやるしかない。

「鷹見さん、ありがとう。それじゃあ僕」

「──ただし、ここから先の領域があるわ」

　立ち上がりかけた時、鷹見さんがぽつりと言った。

「苦労した上う手まい言葉をかけてほしい、自分のこだわりを分かった上で言葉をかけてほしい。ただ、その核心まで迫れば要するに『誠意』が欲しいという事なのよ」

「…………」

「純粋な誠意があるか、その領域になれば言葉は二番よ。下手な言葉というナマクラな刀でも相手の鎧よろいごと心臓を刺し貫く宝剣になるわ。──貴方が彼女をどう思っているのか、どうしたいのか、それをもう一度考えてみる事ね」




　猪いの熊くま邸への帰り道を歩く。

　鶴姫さんをほめる事。鷹見さんの教えてくれたポイントは、相手をいかに理解するか、という事だ。それは普通の会話と同じ。

　けれども僕は彼女の事を何も知らない。数週間前に会ったばかりなんだ。彼女が何をほめてほしいのか、何にこだわって生きている人なのか、情報はゼロに近い。

　それに、アレが大きな問題として残っている。

『──出て行ってください！　もう、先輩の話なんか絶対に聞きません！』

　今の鶴つる姫ひめさんは、僕が今から知ろうとする事さえも、許してくれない気がする。以前にやった手帳を使って地道に会話する行為なんて、論外に違いない。

　だから、とりあえず話を聞いてもらう。まずはここから突破しないとダメなんだ。

　それができなければ手詰まり。でも、それには一体どうしたら──。

「だからもう別れるって言ってるんじゃないの！」

　女性の怒鳴り声。少し先の坂道で、男女二人が口論しているようだった。

　一人は、スーツを着た気の強そうな美人。

　もう一人は、緑ジャージ姿で背の低い──真ま央おさん!?

　白しら星ほし真央。白星さんのお兄さん。

　顔だけ超絶美少年、女グセは超絶最悪な通称・ドクズ大魔王は、女の人が声を張り続けるのにもかかわらず、つまらなさそうにあくびをかみ殺していた。

「もうね私、次の相手見つけてるから！　単なる大学生のマー君とも違って、若いのに年収一千万もあるし、優しいし、それにマー君と違って浮気なんて絶対にしないし！」

　ええと……痴話喧げん嘩かの真っ最中か。それに以前白星さんの家で鉢合わせた女の人とはまた別の人だな。これまた年上美人って感じでタイプが似た感じではあるけど。

　というか、真央さん、退屈そうにジャージに手を入れてお腹なかを掻かいたり、こんな事は慣れたものって感じだなあ。

「分かった!?　もう別れるから！　絶対に会わないから！　もう絶対に」

「いいから来いや」

　女の人が「きゃ」と短い悲鳴を上げて、真央さんに細い路地に連れ込まれてしまう。

　怒号から一転。とたんにしーん、と辺りが静まり返った。

　一分後。

「ごめんね、マー君も真剣に考えてくれてるんだもんね。マー君の気持ちわかったよ」

　顔を口紅マークだらけにした真央さんが、女の人と一緒に路地から出て来た。

「今日、お前んち泊まるから」

「うん待ってる。ごちそう作って待ってるね♪」

　すると女の人は真央さんにキスをして、タクシーを拾ってどこかへ行ってしまった。

「お小遣いも感謝してんぞ～」

　お札を二枚手にしてぺらぺらとさせながら、もう片方の手で鼻をほじくる真央さん。

　いやあ、相変わらず清すが々すがしいまでに最低だなあ……。

　と、そんな真央さんがこちらに気づいたようだった。かったるそうにあくびをしながらジャージのポケットに手を突っ込んだ格好で、のそのそ近づいてくる。

「おう、相変わらずしけた面してんなあ」

　いきなり失礼だった。ただ僕の顔を近くで見たとたん、その目が急に細まって、

「本当にしけた面だ。下がった眉にこわばった表情筋、猫背になって顎を引いて、差し迫ったストレスから身体を守ろうとしてやがる。勝負に負けてヒエラルキーを転がり落ちていくオス、つまり負け犬の生理的反応だな」

　そういえば、真ま央おさんって大学で生物学を勉強しているんだった。

　そうか……今の僕はそんな姿になっているのか。

「つーか、そろそろ探すかって思ってたんだよテメーを。丁度いいタイミングでウチの近くにいて助かったぜ」

　猪いの熊くま邸は白しら星ほし家の近くなので偶然出くわしただけと思っていたら、真央さんが僕に何か用事があるみたいな事を言う。

「絵え馬まの事だ。あのバカ、また引きこもりやがったからよ」

　それは、女神スイッチ暴走の件だった。真央さんは『呪い』と呼んでいるあの特性。

　それより真央さん、白星さんに興味がないふりをして、そこはさすがに兄妹だから心配になったんだろうな。

「で、さっそく訊きくが……今度はなんだ？　また女関係か」

　一瞬、頷うなずくのをためらったけど、真央さんがこちらをじっと見つめて僕が話すのを待ってくれているような気がした。そうなると白星さんに似た、何でも話を聞いてくれそうな空気も感じる。この辺も、やっぱり兄妹なのかもしれない。

　それに、もう一度原点を意識しろ。

　僕一人では何もできない。だから差しのべられる手があるなら全部掴つかんでやるんだ。

「実は……」

　今回の件について、事情をかいつまんで話してみる。

「そんならまずは、そっちの引きこもりをなんとかすっか。でないと、あのチビも絵馬と仲直りどころじゃねえだろうしな」

　状況判断は、鷹たか見みさんと同じだった。

「──いいだろう教えてやろうじゃねえか。女に、とりあえず話を聞かせる方法を」

　そうして、この魔王は、獣のように獰どう猛もうな笑顔を見せたのだった。




　今夜は、天気予報によると今年の梅雨最後の大雨だそうだ。

　照明の豆電球だけついた薄暗いトレーニング室。壁に並ぶ小窓には、風にあおられて大粒の雨が叩たたきつけられている。

　僕は、鶴つる姫ひめさんの部屋のドアを叩いた。

　返事はない。

　だけど居るのは分かっている。そして話をしなければいけない。

　僕はノックをして待つのを二回繰り返した後、そのまま部屋に入った。

　部屋の中には、昨夜と同じようにベッドで毛布に包くるまる鶴姫さん。

「……部屋に鍵がついていないのって、すごく嫌ですね」

　ぽつりとした、しかし凶悪な拒絶のオーラのこもった声が聞こえた。

「もう話は聞きませんって言いましたよね。なんで来たんですか先輩」

　怒りをぐっと抑えたような声。

　でも、ここで引き返すわけにはいかない。僕は部屋の中へとさらに歩を進める。

「……来ないで下さい。出て行ってください」

　鶴つる姫ひめさんの怒りのボルテージが上がっていく。それでも一歩前に進む。

　ばふ、と枕を投げつけられた。

「もう一度言います、出て行ってください。怒りますよ」

　戦闘態勢。これが強い。昨日までの僕ならすごすごと部屋に帰っていただろう。

　でも、もう少し怒らせないと『アレ』は使えないんだ。

　最適なタイミングとしては、冷静な怒りと燃えさかる怒りの、ちょうどその中間。

「出て行ってください……！」

　着火。パジャマ姿の鶴姫さんがベッドから降りて床に立つ。

「出て行ってください！　単なる上っ面だけの言葉が、どれだけ──！」

　爆発。それは化学的に最も不安定な状態だ。僕はすかさず真ま央おさんに教えられた『あの行動』に移った。床にばんと手をつき、頭を振り上げ──。




「頼むからお願いします聞いてくれえええええええええっ！」




　土下座しながら大絶叫した。頭を床にどごーんと打ち付けながら。

　床との激突音を最後に、部屋が静まり返った。

　冷気を感じるくらいにしんとなった部屋の中、ぐわんぐわんと耳鳴りの音だけがする。額が痛い、勢いをつけすぎた。でも──。

「や……止やめてください！　何してるんですか先輩!?」

　顔を上げると、鶴姫さんの爆発はどこへやら。

「そ、そういうの困ります、そういうの……！　その……や、やめてください！」

　こちらのした事は懇願。圧倒的に弱い立場の人間のする事。なのに鶴姫さんがまるで逆に追い詰められたような顔をしていた。

『──女の習性を一つ教えてやろう』

　真央さんの言葉を思い出した。

『女は「悪者」になるのを本能的に嫌がる。原始的なホモサピエンスの集落でメスが悪者の扱いをされる事は、他のメスに疎外されて死ぬことと同義だからだ。オスならば悪者だろうが狩りや戦争の前線に立ち、最低でも捨て駒として集落の資産になったのと違ってな。──女の本質は協調だ。だから女は悪者になる事を本能で避ける』

　だから土下座、なんでしたっけ、真央さん。

『──そうだここで敢あえて土下座だ。お前のやらかした事に対して、やりすぎるくらいに謝る。突き抜けたレベルで完全降伏したなら、これ以上お前を責める事は出来ない。白旗を上げた人間への攻撃は悪者のする事だからな。ああそうだ、嘘うそ泣きしてもいいぞ』

　まあ、さすがに泣きはしませんし、それが女性特有かといえばすごく疑問ですけど。

　それより、目の前の鶴つる姫ひめさんだ。

　追い打ちはない。たじろいで、どんなスタンスを取ればいいのか迷いが生じている。

　それはつまり、僕がこの場に居ることを許さざるを得なくなったということだ。もしかするとこのまま気持ちを落ち着けて、僕の話を聞いてくれて──。

「いやです……話なんて聞きません。なんなんですか……その、ふざけた謝り方は」

　なんて簡単にいくはずがないんだっけ。真ま央おさんも言ってたけど。

『だがまあ、この土下座なんてものは、相手の土俵に乗るための、開幕の猫だましにすぎない。──さあ、本格的な殴り合いの始まりだ。来るぞ、あの言葉が』

　真央さんの言葉がよぎったと同時、鶴姫さんが目をつぶった。

　そして小さな吸気のあとに、それは放たれた。

「先輩なんて……嫌いです」

　ああ、これだけ頭を下げてもやっぱりだめなのか。

　それに本当に嫌になる。認めざるを得なくて、うんざりする。

　なんで鶴姫さんは、あの魔王の予測した通りの言葉を口から出すんだ!?

『──女の言う「嫌い」について話をしてやる。さあ、この言葉はどんな意味がある』

　真央さんの言葉が浮かぶ。確か、普通に嫌いなのとは違うんでしたっけ。

『嫌いな奴やつに、わざわざ面と向かって嫌いだなんて言わねえだろ。この状況で「嫌い」という言葉が出てきた場合、それはテメーの気持ちを試してるってことだ』

　そういえば、とんでもない例を出してきたんだっけ真央さんは。

『彼氏と喧けん嘩かするとすぐ「別れる」ってわめく女がよくいるな。これはこの言葉を乗り越えて追ってくるかを試してるんだ。ここで男が「どんな事があっても別れない」と強情に答えれば自分に対して本気なんだとその女は実感する。逆に相手の気持ちを尊重したつもりで言葉通り「じゃあ別れよう」と答えれば、女は激怒することになる』

　結局、女の子は男を選ぶ側なんでしたっけ。

『そうだ女は選ぶ側。だからそんな風ふうに男を試すような行動をする。どんな女だろうが、意図的に無意識に、大なり小なり、本能でやつらは壁を作って男を試す。今回の場合も、テメーが本当に話すに足る人間か「嫌い」って言葉で試してるんだ』

　僕は息を呑のむ。次の『壁』が来たら、あの行動を取らなければならない。

「嫌い……本当に、嫌い。先輩なんて、どうせ……どうせ……」

　禍まが々まがしい気配がした。目の前の鶴姫さんは、幽鬼のように佇たたずんでいる。

「先輩なんて……どうせ一緒なんです。普段はきれいごとを言って、裏では私にキスできるかどうかって、げろげろ吐く真ま似ねして、笑い合ってる、男の人たちと」

　その一言だけで、どれだけ辛つらい過去を送ってきたのか想像できた。

「先輩なんて……どうせ一緒なんです。ぜんぜん家にいなくて、たまに帰ってきたらママに暴力をふるって。それに、私がパパに似ていて顔を思い出すからって、ママは夜中にしか家に帰ってこなくて……！　だから私は嫌い……この顔も、この顔を笑う人間も、こんな顔が可愛かわいいっていい加減な嘘うそをつく人間も、みんな──嫌い！」

　絶望が吐き出される。先ほどの爆発を経た嘆きのエネルギーが、巨大な構造物の姿を形成していく。おそらく、これが最大級の『壁』。

『──そうなったら準備しろ。この喧けん嘩か、買ってやろうぜ。そいつが作った壁を乗り越えるどころか、ぶち抜いてそいつごと串刺しにしてやるんだ』

　鶴つる姫ひめさんが大きく息を吸う。身体の震えが大きくなって爆発の予兆を見せる。

『──さあ』

　魔王のささやきが聞こえたのと同時に、鶴姫さんの口も開いた。

「嫌い！　先輩なんて大嫌いです！　もう誰も信じ──」

　ここだ。この叫びに対して、

『──トドメだ』

　耳の奥に聞こえた魔王の呪文とともに僕は立ち上がる。

　地面を蹴り、獣のように跳ね、目を丸くさせた鶴姫さんに飛び掛かり──。

　だああああん！　と部屋の壁に僕の手を打ち付け、鶴姫さんを縫い付けた。

「…………」

　静寂がリビングを支配する。

　間近に鶴姫さんの顔がある。目を見開いた鶴姫さんの吐息が、僕の頬ほおを撫なでている。

『──壁ドンだ』

　真ま央おさんの言葉だった。

『この技は、単に驚かせる技じゃない。女の作った壁をぶち破り、俺は本気だと、どんな挑戦でも受けて立つと教えてやるために使う技だ。さて、これで追い詰めたぞ。まずはテメーの話を聞くしかないって状況にな』

　確かに鶴姫さんが完全に硬直している。身体も言葉もパニックになって、抵抗も言い返す事も出来ないような状態に見える。

　でもなんて乱暴なんだ。無理やり力で押さえ込んだだけにしか見えない。

　それに真央さんは、最後にとんでもない捨て台詞ぜりふを残していったんだ。

『ただし、この壁ドンには絶対に外せねえ成功条件がある。──まあ、イケメンじゃねえと厳しいからテメーはあきらめろ！』

　そうして真央さんは笑いながら去っていったのだった。

　真央さんは、やっぱり悪の大魔王だった。

「…………」

　僕は、衝撃に目を剥むいた鶴姫さんに壁ドンをしたまま、軽く深呼吸をする。

　そうして改めて思う。

　僕は、この技壁ドンにふさわしいイケメンではない、と。

　そうだ、僕は格かつ好こいい人間じゃない。こんなふうに顔を間近に近づけた自信満々の行為なんて、本来やっていい人間ではないんだ。

　だけど、やるしかない時がある。

　安いプライドと引き換えに、あらゆる手に縋すがったのはなぜか。なぜできもしないくせに格かつ好こつけざるを得ない状況に自分自身を追い込んだのか。

　それは今からこの子に対して、全力の、僕の答えをぶつけるためだ。

「────右斜め三〇度」

　軽く顔を逸そらした僕のつぶやきに、鶴つる姫ひめさんがきょとんとした顔になる。

「これが……僕の顔が一番よく見える角度らしいです。猪いの熊くまさんが教えてくれた角度。合宿中に鏡の前で、カメラの前で、さんざん練習した顔」

「…………」

「あとは軽く眉間に力を入れる。でも──知ってる。これだけで格好良くなんて、なれやしない。いつもよりちょっとカメラ写りはいい顔になるけど、僕は僕のまま」

　僕は敢あえて話す。自分がいまどんな顔をどんな風ふうに作っているかを、自分の必死な作為を、この不自然で見苦しい行動を。

「この壁ドンってやつ、ある人が教えてくれたんだ。鶴姫さんに話を聞いてもらいたいならこうするしかないって。でもこれ……イケメンじゃないとダメらしいです」

「…………」

「だから、鶴姫さんの前で少しでも格好良くありたいと、必死にこの顔を作ってる。無駄だと分かってても、これしか知らないから……必死にこの顔を作ってる」

　そうだ。もうなりふりなんて構っていられない。だって──。

「どんな手を使ってでも、僕の気持ちを分かってもらいたいんだ。──鶴姫さんが大事だって。合宿で一緒に吐くまで走ったり、おかしな食事メニューにげんなりしたり、一緒に苦しんで、少しだけ結果が出て一緒に喜んで、そんな経験をしてきた大切な仲間だって、それを伝えるために、僕は……精いっぱい格好つけてるんだ」

　僕はイケメンじゃない。ほめようとしても上う手まい言葉が思い浮かぶわけじゃない。

　なら、そんな気持ちを差し出すしかない。

　鶴姫さんの事をきちんと考える準備があるって。悲しい事や辛つらいことがあれば、仲間としてそれを分かち合う覚悟があるって。

『──純粋な誠意があるか、その領域になれば言葉は二番よ』

　鷹たか見みさんの言葉が浮かんだ。

　これが純粋な誠意かは分からない。でも、今の僕にできる精いっぱいだ。

「ひぅ……ひ……」

　分厚い眼鏡の奥、鶴姫さんの瞳からなぜか大粒の涙がこぼれ出した。

「うそつき……」

　昨日と同じ言葉を口にしたかと思えば、力なく床にへたり込む。

　僕も目線を合わせるようにしてしゃがむと、鶴姫さんが逃げるように、弱々しく四つん這ばいで床を這っていく。

「うそつき……ひぐ、うそつき……」

　しゃがんだ僕の横をすり抜けて、向かう先は部屋の外。

「ま、待って鶴つる姫ひめさん！」

「いやあ！　はなしてください！　触らないでください！」

　思わず後ろから抱え込む姿勢になってしまったけど、鶴姫さんの体温を感じると冷静になった。そうだ止めるにしても抱きしめるだなんて──。

「──私、臭いんですから、気持ちの悪い不細工なんですから、やめてください！」

　その絶叫が理由なら、絶対に離さない。

「やめて……離して……はなして……！」

　暴れても絶対に離さない。無言で抱きしめて、鶴姫さんの抵抗をすべて封じ込める。

　しばらくすると、鶴姫さんは動きを止めてすすり泣くだけになった。

　だから僕は準備する。このゼロ距離での砲撃を。

「鶴姫さん。これから君を──ほめます」

　脈絡のない宣言。でも、今になって猪いの熊くまさんの言葉が理解できたんだ。

『──あの子をほめてあげて、大丈夫だって、可愛かわいいって』

　この絶望の殻を破壊するためには、この世界に誰か一人、この子の外見を肯定する人間がいると教えてあげなきゃいけない。

『──大丈夫。亀かめ丸まるくんは格かつ好こいい』

　すべてを肯定で受け止めてくれた、あの子のように。

「嘘うそだって思うかもしれない、うわべだけだと思うかもしれない、でも、これだけは約束する。嘘やうわべだけの気持ちでは、絶対に言葉を口にしないって」

　そうして僕は、ほめ言葉としては最低の台詞を吐いた。

「鶴姫さんは──可愛い」

　抱きしめながら耳元で言うと、鶴姫さんがびくりと体を震わせた。

　だけど、昨日みたいな怒りの爆発や抵抗はない。

「鶴姫さんは、可愛い」

「…………」

「鶴姫さんは……可愛い」

　僕が言葉を発する以外、部屋は静寂に包まれていた。

　ひんやりとした暗闇の中、僕は鶴姫さんを抱きしめて、その体温を感じながら、ぽつぽつとほめ続ける。

「鶴姫さんは、可愛い」

「……………………」

「それに……髪とかも、すごく綺き麗れいだと思う」

「…………………………猪熊先輩の、高級なシャンプー、使ってるので」

　やっと言葉を返してくれた。

　ただ僕、具体的にほめるのってまだ慣れないな。

　心から伝えるために、やっぱり素直にそのままを言う事にする。

「僕、これからも鶴つる姫ひめさんの事をたくさんほめたいって思ってる。でも僕って口下手だから、今だけは一番言いたい言葉だけを言わせてほしい」

　鶴姫さんは無言だったけど、僕は構わず言葉をかけ続けた。

　可愛かわいい。

　たったそれだけのあまりに単純な言葉だから、気持ちだけはしっかり込める。

　可愛い。

　誰にでも言える簡単な言葉なのに、おそらく誰もこの子にかけてあげなかった言葉だから、その分ここでたくさん言う。一つ一つを丁寧に、心を込めて。

　そのうち、鶴姫さんが僕に体重を預けるようにしてきた。

　さっきよりも体温が高い。それに、今まで感じたことがなかったけど、女の子の甘い匂いがする。その香りに緊張してしまうけれど、ためらわずに言葉をかけ続けた。

　どのくらい時間が経たった頃だろうか。

　振り向くと、部屋の窓から星空が見えた。

　雨が上がって雲も晴れている。気づけば月がかなり空高くまで昇っている。

「……せんぱい」

　この状況になってから初めて、鶴姫さんが自分から言葉を発してくれた。

「せんぱいの壁ドン……怖かったです」

「…………ごめん」

「いえ、怖かったけど、すごく必死なんだなって……それだけは分かりました」

　一番伝えたかったことは、どうやら理解してもらえたようだ。

「あと、ミスコンの件なんですが……」

　言われて一瞬首をひねる。ああ、そういえば、鶴姫さんをミスコンに復帰させるんだったっけ。完全に忘れていた。それは、聞いておきたかったことだ。

「最初は、もうやめたいと思ってました。でも……本当に出るのをやめようって気には、どうしてもなれなくて」

　意外だった。でも確かにそれならこの部屋に残らず家に帰っているはずではあるか。

　鶴姫さんが、ぐすりと鼻を鳴らす。

「猪いの熊くま先輩は……初めて私をまっすぐに見てくれて、お世話をしてくれました。だから、裏切れないです。ブスって馬鹿にされて死にそうなくらい泣いても、猪熊先輩はあの時、一緒に涙を流しながら、私を抱きしめてくれたので……」

　鶴姫さんが両手で涙を拭った。

「だから、明日からまた練習に戻りますね」

　鶴姫さんがこっちに顔を向けてくれた。しかも笑顔で。

　そうしてお互いに目が合うと、鶴つる姫ひめさんの顔が赤くなった気がした。そのまますぐに顔を正面に戻してしまったから、よく分からなかったけれど。

「そ、それに、せんぱいは……ふ、普通に、か、格かつ好こいいですよ」

　そうぼそりとお世辞をつぶやいて、鶴姫さんはまた黙ってしまったのだった。




　翌朝の事だった。

　薄暗いトレーニング室には、小窓からいくつもの光が差していた。朝の爽やかな冷気が床に漂い、部屋の静けさをいっそう際立たせている。

　そんな中、鶴姫さんは陽光のスポットライトを浴びるように佇たたずんでいた。

　昨日までと、全く違った。背すじは伸びて、眼鏡の奥の瞳には強い光がある。

「愛あい梨り……？」

　廊下からトレーニング室に、パジャマ姿の猪いの熊くまさんが入ってきた。

　説明するまでもなかったみたいだ。鶴姫さんの晴れやかな表情を見ると、猪熊さんはぱっと顔を輝かせて駆け寄ってくる。

「よかった……ごめんね。ぜんぶ、あたしの責任よ。それで考えたの。今回のはやっぱりあたしのエゴ。みんなを見返すにしてもミスコンである必要はない、だから──」

「猪熊先輩、話があります」

　鶴姫さんの凛りんとした口調に、言葉を止める猪熊さん。

　今朝は鶴姫さんが、みんなに集合をかけたのだ。

　鶴姫さんが大きく息を吸う。そして一瞬下を向いてから、まっすぐに猪熊さんを見て、

「──私、今までずっと可愛かわいく生まれたかったって思ってました」

　それは、あまりに赤裸々なひと言だった。

「でも、可愛かったら、こんなふうに先輩たちに出会えなかった」

「愛梨……」

「つらい合宿に耐えられるのは、可愛くなる事よりも先輩たちと一緒にいたかったから。可愛くなる事を通して、一人じゃないって真剣に、私のぜんぶを受け止めてくれたから」

　鶴姫さんが微笑ほほえむ。花がほころぶように、内から喜びを溢あふれさせるように。

「もし生まれつき可愛かったら、きっとこんな救われた気持ちにはなれなかった。先輩たちに会えたことが嬉うれしくて、そうでない現実なんてあり得なくて、自分の人生にとって可愛くない事が『これでよかったんだ』とすら思えてしまって……その経験がちょっと大きすぎて、それがいまはもう私の大切な一部になっているんです」

　そして鶴姫さんは、初めてその決定的な言葉を口に出した。

「だから私──もっと可愛くなりたいです。先輩、私をミスコンに出させてください。私を鍛えてください。先輩たちがそばに居てくれるならもう何も怖くない。どんなに辛つらくても前を向ける。たとえ夢で終わっても、努力して綺き麗れいになる事を素直に嬉しいと思える。こんなに清すが々すがしい気持ちは、生まれて初めてなんです」

　窓からの光を浴びて、いや、まるで鶴つる姫ひめさんの身体自体が輝いているようにも見えた。

「愛あい梨り……」

　猪いの熊くまさんが驚いたように目を見開いていた。そのままよろよろと、おぼつかない足取りで歩み寄って、鶴つる姫ひめさんを抱きしめる。

「ごめん。本当にごめん……」

「ふふ……先輩が謝って、どうするんですか」

「愛梨……あたし、本当に嬉うれしい。でも、ごめん、後で話を聞かせてもらって、いい？」

　鶴姫さんの頭を愛いとおしそうに撫なでた猪熊さんが、ゆっくりと鶴姫さんから身体を離し、

「…………大切な事を、思い出したから」

　急に背を向けて、ふらりと歩きだした。

　何事かと、僕も鶴姫さんもその後をついて行く。

　トレーニング室から廊下へ、猪熊さんの足取りは徐々に確かなものになって、玄関に着くころには小走りになる。玄関から飛び出して、皆で朝日を浴びた瞬間──僕と鶴姫さんは、思わず笑顔で顔を見合わせた。

　走る。パジャマ姿のまま、猪熊さんが朝の住宅街を走っていく。

　徒歩五分は近すぎた。その家の門に入るとインターホンを連打する。

「んだよ、うるせえぞ！　親なら二人とも出張でいねえし──って、おわっ!?」

　玄関から出て来たパジャマ姿の真ま央おさんも無視して、猪熊さんが家に上がり込む。階段を駆け上がって二階中央の部屋へ。

「絵え馬まっ！！！！！」

　ドアを蹴破るようにして部屋に入ると、同じくパジャマ姿の白しら星ほしさんが、ベッドに座ったまま、びくりと小さく跳ねた。

「みりあちゃん……？」

　猪熊さんが、息を切らしながら白星さんに向かい合うと、その宝石の瞳にみずみずしい光をあふれさせて、

「あたし、思い出したの」

　その光は、これ以上なく澄んだ雫しずくとなって、その瞳からこぼれてきた。

「……あたしも愛梨と同じだったんだ。泣いてるときに絵馬にぎゅってしてもらって、頭ぽんぽんってされて、初めて一人じゃないって思えて。……綺き麗れいになる事よりも、絵馬に前を向く事を教えてもらって、それが大好きになったから、モデルになったんだ」

　あふれる涙をぬぐうこともなく、猪熊さんはまっすぐに白星さんを見つめている。

「ごめんね、あたし……甘えてたんだ。絵馬はずっと、あたしに手を差し伸べてくれてただけ。それなのに嫌なことのはけ口にするみたいに勝手に嫉妬して、勝手に傷ついて、その手を振り払って。はは……絵馬は優しすぎるから気をつけようって思ってたのに、あなたにずっと甘えてた。そんなの……対等じゃなくて当然じゃない」

「みりあちゃん……」

「絵え馬ま……ごめん。でも言わせてほしいの。──もう迷わない、あたしはあたし。そして絵馬のことが好き。今度こそ、あなたに本当の意味で、好きって言いたい」

　涙を流して微笑ほほえむ猪いの熊くまさんに、白しら星ほしさんが耐えかねたようにベッドから腰を上げた。

「わたしも、どうしても……言っておきたいことがあるの」

　白星さんの瞳もたちまち潤んできて、

「みりあちゃん……あのね、私は、みりあちゃんのしている事はくだらない事だなんて思ってない。でもわたしは、みりあちゃんが可愛かわいくても可愛くなくても、みりあちゃんの事が大好きだから。だから、辛つらそうなみりあちゃんが心配で。だって、大好きだから……」

　晴れた朝の天気雨みたいに、女神さまはぽろぽろと涙を流していた。

　窓から差す朝日を背に、二人の手が自然に近づいていく。両手を握り合い、二人ともパジャマ姿で同じ顔、涙に濡ぬれた微笑みで見つめ合いながら、体を寄せ合っていた。

　朝の陽光を浴びる二人の姿は、なんというか……本当に美しいなと、思ってしまった。

　猪熊さんが、名残惜しそうに白星さんから体を離し、はにかむように微笑む。

「……みんな、ごめん。あたしが間違ってた。大事なものを守ろうとして、そのためなら何でもしてやるだなんて視野が狭くなって。でも、その大事なものがそもそも勘違いだった。はは……ほんとバカみたい。あたしって、全然だめだ」

　自嘲気味に笑う猪熊さんだったけど、そんなすべてを否定することなんてないんだ。それを伝えるため、僕も言うべきことを言っておくことにする。












「僕も、今回の事に付き合ってたのは、最初はあの時の借りを返すため。けれど僕も思い出したんだ。猪いの熊くまさんが教えてくれた一番のことって、格かつ好こ良くなることじゃなくて、なりふり構わず努力することだったって。それがなければ、僕は変われなかったって」

　今回の鶴つる姫ひめさんの一件も、何をしてでも前に進む精神を猪熊さんから教えてもらわなければ、やりきる事なんてできなかった。

　なので──僕も今回の事について、はっきりと意志を示すことにする。

「だから、そんな大事な事を教えてくれた猪熊さんと、一緒にミスコンに出たい。それに僕、猪熊さんに鍛えてもらう事が、けっこう楽しいって思えてもきてるしね」

　猪熊さんの一時は止まった涙が、また流れ始めた。

「その、ごめん。いや、ごめんじゃなかった。みんな……ありがとう」

　猪熊さんが、涙に濡れた顔でにっこりと笑う。その笑顔はまるで──。

「あう、はう……ふええええええ」

　突然、白しら星ほしさんが号泣し始めた。ものすごく変なタイミングだったので、猪熊さんも涙を止めてぎょっとしている。

「ど、どうしたの絵え馬ま？」

「その、ひぐ……わたし、見てるだけしかできないのが、辛つらくて」

「べ、別に絵馬ならそばにいてくれるだけで十分だってば！」

「それはやだあああ、うえええええええ」

「あ、あとは絵馬にやってほしい事は……ぽんぽんとか」

「うええええ、わかったあ……！」

「え、今やるのすぐやるの!?　ちょ、や……えま……や、ん……やっぱり、すき」

「うえええええええええええ」

　ぽんぽんで蕩とろける猪いの熊くまさんとさめざめ泣く白星さんという組み合わせが、かなりシュールなんだけど……まあ、これも完全に仲直りできた証拠か。

　それに、女神スイッチの暴走の気配も消えた気がした。これが、おそらく女神スイッチへの祈願が成就した瞬間なんだろう。

「み、ミスコン、がんばろうね、えぐ、みりあちゃあああああああ！」

「うん……がんばる……ん……えま……だいすき……」

「そ、その、ごめんなさい。ミスコンで、思い出したんですが……」

　鶴つる姫ひめさんがおずおずと口を開くと、二人がはっと我に返る。

「し、白星先輩って、手のひらに願い事を書くとそれが叶かなうって噂うわさを聞いてしまって」

　それは我が校の有名な噂だった。

　白星さんの代表的な二つ名である必勝の女神。手のひらに願い事を書くジンクス。

「ミスコン……書いちゃダメですか？」

　そんな鶴姫さんの提案だったけど、確か白星会議を通らなきゃだめだったはず。

　あ、というかその二人が首を縦に振れば過半数で通るって状況でもあるんだな。

「絵え馬ま、いい？」

「うん！　もちろんだよ！」

　白しら星ほし会議は即通過だった。

「愛あい梨り、あなたが書きなさい」

　猪いの熊くまさんがびしい、と鶴つる姫ひめさんを指さした。

「わ、私ですか!?」

「あたしは絵馬の身内だから、そんな簡単に頼む気はないの。それに、いざミスコンに出れば愛梨はあたしのライバル。ライバルの目の前であたしがハンデなんかもらえないわ」

「せ、先輩がライバルですか……!?」

「そうよ！　あなたは本物のライバルなんだから！」

「え、えええ……!?　あ、ありがとうございます……!?」

　眼鏡の奥の目をぐるぐるさせて、恐縮している鶴姫さん。

「そ、それじゃあ、私が書いて、皆さまで必勝祈願というか、そんな感じで……」

　鶴姫さんが白星さんの手に願いを書く。

　そして、白星さんの手にみんな手を重ね──。

「残りは一週間弱、死ぬ気で追い込むわよ！」

　こうして、全員が揃そろって訓練の終盤を迎えたのだった。




「──四五、四六、四七、四八、四九、五〇！　二人とも腕立て五〇回完了ね！」

「ダメ丸最後のひと絞り！　やったじゃない懸垂一五回！　すごいすごい！」

　筋力がついてきた。傍らの鶴姫さんも、かなりの速度で黙々と走っている。




「リズム取り！　今度は縦に音を取る！」

「──百面相で表情キープ！　表情筋のどこが動いてるかしっかり意識して！」

　体力づくりよりも、実戦練習が多くなってきた。特にリズム取りは猪熊さんと同じリズムを刻めるようになってきた。

「──三〇〇連写終了！　で、二人とも感想は？」

「僕は……八〇くらいまでなら何とかポーズ取ったつもりだけど」

「わ、私は……九〇くらい？」




「みんな、ご飯できたよ！」

　練習が終わると、ジムのキッチンではメイドさん数人と、エプロン姿の白星さんが夕飯を作っていた。

　ササミのフライ、肉入りチーズオムレツ、サラダにポトフ、そして少々の白飯。

　白星さんと猪熊さんで考えた、栄養成分をコントロールしつつ美お味いしく食べるためのメニューだ。食卓は毎回彩り豊かになった。

　メイドさんも皆、猪いの熊くまさんと僕たちが美お味いしそうに食べる姿を、心なしかニコニコして見つめている気がする。




　シャワー後の自室。

　さすがに疲れた。ただ半裸のまま改めて鏡を見ると、これは──。

「かーめまるくん♪　ってわわわわわわ！」

　白しら星ほしさんがいきなり入ってきて飛びのく。そして、ドアからちらりと顔を出して、僕の方をしげしげと見て、

「か、かめまるくん……なんだか、えっちな体になった……」

　顔を赤らめて、こっちも恥ずかしくなるようなコメントをしてくれる。




「愛あい梨り、衣装はほぼ完成よ。微調整するから部屋に来て」

　そう言って、二人は猪熊さんの自室にある二階へ上がる。

　しばらくして、二人がどたどたジムに戻ってきて、

「せんぱい！　あんなの申し訳なさ過ぎて着れないです！　いくらかかったんですか!?」

「いいの！　あたしの手作りなんだから！」

　僕の方は既製品だけど、デパートの外商という人たちが一週間前に来てスーツの採寸をしていったんだった。値段は、ちょっと怖くてまだ訊きけてない。




　就寝の時間になった。

「せんぱい、今日もお願いします」

　来た、と思った。猪熊さんが風呂に入って僕たちにマッサージをしに来るまでの間、鶴つる姫ひめさんがある『お願い』をしてくるようになったのだ。

「ま、待ってそんな！　毎日するだなんて！」

「く、臭いから、不細工だからイヤなんですか？　これからもほめたいって嘘うそだったんですか!?　分かってますどうせ私なんて汚物なんです生ごみなんです……！」

「ああそうじゃないそうじゃない……！」

　そう迫られるとやるしかないんだ。ほとんど脅迫めいてきたなあ。

　鶴姫さんの自虐もだんだん過激になってきて、かえって本気でそうは思ってないようなふしもあるし。まあ本当にそうなら、いい事だとは思うけど。

　ただ……ああ本当に今夜もやるのか。パジャマ姿の鶴姫さんは、最近は体が仕上がってきたせいか、その、ちょっとないくらいのすごいスタイルになってるのに。

　僕は頭を抱えつつ、鶴姫さんと一緒に彼女の部屋に入る。

　鶴姫さんが窓に向かってしゃがむので、意を決して、後ろからぎゅ、をした。

「──鶴姫さんは、可愛かわいい」

　そして、あの夜のように、鶴姫さんをほめ続ける。

　心から本気で、本当にそうなるように祈りを込めて。

　だけど、すでに現実が追いついてきたような気もする。

　月明かりが差す中、僕の「可愛かわいい」に合わせて鶴つる姫ひめさんが「はい……はい……」と返事をし続ける。

　夜が更けていく。空には満天の星が輝いている。




　──そして、学園祭当日を迎えた。
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　梅雨も完全に明け、夏の晴天に空砲が鳴る。朝から地面を焼くような熱気だ。

　本日は七月七日の七夕、天気にも恵まれた学園祭はたくさんの人でにぎわっていた。

　僕はといえば、学校に到着後、ミス・ミスターコンまで手持ち無沙汰なので、クラスに顔を出しておくことにした。

　何というか、学園祭のクラスの仕事をあんまりやってないんだよな僕。

　ミス・ミスターコンは午後からだけど、出場者はその準備で忙しくなるのを一年のころにクラスのみんなが知る事になるので、年次が上がるほどにミス・ミスターコン出場者のクラスの仕事は減免されることが多い。

　クラス全員でのダンスや演劇になるとそうもいかないけど、飲食店などの出し物の場合、そもそも仕事を割り振られないケースもあったりする。

　僕の場合は後者のケースで仕事がゼロだったけど、それだと若干疎外されている感じもあるわけで、一応、顔を出していくことにしたのだ。

「仕事？　ないぞ」

「どーせミスターコンで午後まるまる潰れちゃうんだからさ！　楽しんできなよ！」

　二年Ａ組の前で、熊谷くまがい君と佐さ藤とうさんが呼び込みをしていた。それで「やる事ない？」と訊きいたけど、取り付くしまもなかった。

　うちのクラスの出し物は和風喫茶だった。

　佐さ藤とうさんは白い脚を出した青系のミニ浴衣、熊谷くまがい君は甚平を着ていた。

　佐藤さんが和風喫茶の看板を、熊谷君が首から紐ひもで大きなトレーを下げて、道行く人にわらびもちのミニカップを売っている。

「それよりどう？　お客さん入ってる？」

「いまは行列が途切れてるけど、すごい事になってる。入ってみたら？」

　苦笑する佐藤さんに言われるまま、教室の暖の簾れんをくぐってみる。わざわざ土と石を搬入して、水もポンプで小川を作った我がクラスの誇る庭園風本格和風喫茶は──。

　超満員だった。何人かは座れていない。

　原因はすぐに分かった。給仕に、白しら星ほしさんと鷹たか見みさんが出ているからだ。七夕飾りの笹ささの近く、白星さんは黄色の浴衣を、鷹見さんは濃紺の浴衣を着て忙しくしている。

「ふう……あ、かめまるくん！」

　一仕事終えたらしい白星さんが、僕に気づいて駆け寄ってきた。

「お、お疲れさま」

　僕が声をかけると白星さんはにっこりと笑って、

「どう、浴衣？　かわいい？」

「か、可愛かわいいよ」












「えへへ、うれしい」

　可愛かわいいだなんて単純すぎるほめしか出てこない。だって、白しら星ほしさんの浴衣姿は文字通り言葉が出ないくらい可愛いんだ。

　黄色地に花柄のミニ浴衣から、白い脚が元気よく飛び出して、決め手は桜色の頬ほおをした笑顔。可愛い以外の言葉はかえって無粋になるくらいだ。

「足置きは暇そうでうらやましいわ」

　今度は鷹たか見みさんが来た。濃紺に朝顔のミニ浴衣から黒ストを脱いだ脚がすらりと伸びている。その姿は端正で艶なまめかしくて、神秘的という言葉すら浮かぶくらいだ。

「仕事がないなら売り上げに貢献しなさい。ほら三色団子よ。身内価格で一万円にしておくわ」

「み、身内価格の定義ってそんなんだったっけ？」

「ふふ、それより本当に何しに来たの？　当ててあげましょう、絵え馬まと学園祭を回るためね？　でも残念でした。調理も含めて私たちは午前いっぱいシフトが組まれているの」

　期待してはいなかったけど、ちょっと残念な気もした。

「かめまるくん！　大丈夫だよ！　一緒に午後に回ろう！」

　白星さんはにこにこしながら言ってくれるけど、多分、分かってないんだな……。

「いや、午後はまるまるミスターコンだし、無理だと思う」

「え？　うそ？　えええええ!?　待ってそれはダメだよ！　私、練習彼女なのに！」

　お客さんたちがざわめきだした。破壊力のあるワードを大声で叫ばないでほしい！

「エレナ！　午前、誰か代わってくれる人いないかなあ!?」

「ふふ、その代わり午後のミスコン観みれなくてもいいの？　みりあと亀かめ丸まるくんの活躍を」

「そ、それも困る！」

「なら諦めなさいな」

　白星さんが、ずーんと暗い表情になった。僕と一緒に回るのを楽しみにしてくれてたのは嬉うれしいけど、これも練習彼女としての行動の一環だと思うと複雑な気分だ。

　ただ鷹見さんのいう通り、仕事がないなら午前をどう過ごそうかというのはある。

「ふふ、それならば学園祭を回ってみたら？　後ろにいる相方さんと」

　指摘されて振り返る。するとそこには──。

　きょとんとした顔の、猪いの熊くまさんがいた。




　まだ午前中なのに、外は強い日差しが照り付けている。

　校庭側の通路は各部活の露店でいっぱいだったけど、校舎裏まで回ると最後の出店が途切れ、演劇やダンスの直前練習をしている生徒が数名いるだけになり閑散となる。

　僕と猪熊さんは、校舎裏のベンチに座っていた。

　猪熊さんはいつものツインテールに制服のスカート、そして学園祭のクラスＴシャツを着ている。紺地に白のぐるぐるうず巻きな太陽がプリントされたＴシャツだ。

　そんな猪いの熊くまさんは、何ともいえない表情でわらびもちのカップを食べていた。

　二人きりになってから、何かを言いたげにこちらをちらちら。ついには我慢できなくなったように顔を向けてきて、

「……制服着てきて暑そう。脱がないの？」

　確かに日差しが強くて暑いので、制服シャツを脱ぐことにする。

　あ、でもそういえば、制服の下は猪熊さんと同じくクラスＴシャツだ。

「あー、なにもうペアルックとか笑えない」

　猪熊さんが軽く頭を抱えるけど、もう一度着直せとは言わないので、僕もこのままでいる事にする。

　猪熊さんが、最後のわらび餅を口に放り込んだ。

「……ミスコンが終わるまであたしの食事はこれで終了。ダメ丸は、今日は何食べてもいいわ。多少お腹なかが膨れてても問題ない衣装なわけだし」

「わ、わかった」

　そうして、また二人して無言になる。会話ができない。なんだか変な空気だ。

「……ご、ごめんね。あたしなんかと学園祭回る羽目になって」

　突然の猪熊さんらしくない「ごめん」に困惑していると、

「ふ、ふん。どーせあんただって、あの浴衣着た二人のどっちかと学園祭回りたかったんでしょ？　わ、悪かったわね。こんなしょぼいＴシャツ女で」

「そ、そんな事はないって」

「だ、だって、楽しそうじゃないもの……」

「本当にそんな事ないって！　ていうか、猪熊さん、何かあった？」

　さっきからずいぶん殊勝な態度だ。それに、まだまだ何か言いたげな表情でもある。

「……今回、いろいろありがと」

　猪熊さんが一瞬沈黙したあと、目を伏せつつそう言った。

「なんだか迷惑ばっかりかけちゃった。合宿の件でも、そのせいで起きたいろいろな事についても。それに……愛あい梨りの件、あれどうやったの？　あんなふうに持ち直すだなんて、予想もできなかった。本当にすごいと思った」

　柔らかく笑って、猪熊さんが褒めてくれる。

「僕も……予想できなかった。でも、猪熊さんのおかげでもあるんだ。猪熊さんが」

「ダメ丸って不思議よね」

　気づくと、猪熊さんがしげしげと至近距離で僕の顔を見つめていた。

「最初は何もできないやつだと思ったのに、今回はあんたがいなかったら、みんなバラバラだった。……あたし、いろいろ頑張んなきゃなって思った。モデルの仕事も中途半端だし、それ以外の事については、ダメ丸に、なんかもう抜かされたって気がした」

「それは言いすぎだよ。だって僕なんて暗くて、地味で」

「あたしも根っこはそうだから。暗くて地味で、けど、絵え馬まのおかげで運よくモデルになれた。ただそれだけ。他の事はなにもできないままなんだなって実感したの」

　否定よりは受容、猪いの熊くまさんの微笑ほほえみからはそんな気配がした。

「それに、今日のミスコンだって……出るのはやっぱり怖い。杏あん南なに勝てるだなんて今でも思ってない。けど、その恐怖も誰かがいれば少しは和らぐってわかったの」

　何となく言いたいことが分かってきたので、背すじを伸ばして聞くことにする。

「あたしは何もできない。だから誰かの手を借りる。だから、ええと、その──お願いします。わたしと一緒にミスコンに出てください」

　猪熊さんが手を差し出してきた。

「ずっと無理やりみたいにしてごめん。でも今は、本当にダメ丸と出たいと思ってる」

「それは……僕も同じだよ」

　そうして互いに手を握り合った。

　小さくて体温の高い手だった。なのに芯は力強くて、そんな手を持つ相手に認められてもらったのだと思うと、僕の方こそ力が湧いてくる。

　と、手を繋つないだまま、猪熊さんが何かを考え込むようにしていた。

「あと、ダメ丸って呼び方も変えようかなって思ってるの。さすがにパートナー相手に失礼すぎるから」

「はは、できればその方が助かるかも」

　というか、「パートナー」の言葉にどきりとした。












　どぎまぎする僕の前で、猪いの熊くまさんがおずおずと口ごもって、

「その、名前で呼んでいい？」

「別に、いいけど……」

　何だか唐突で改まりすぎている気もしたけど、それが猪熊さんの希望なら。

「じ、じゃあ呼ぶわ。その……だ、大だい地ち」

　猪熊さんが目を逸そらして顔を真っ赤にしてしまった。

　ええと、なんだ、予想以上に、僕も恥ずかしくなってきたぞ……？　それにまだ手を繋つないだままだし。

「だ、だだだ、大地もあたしの事、名前で呼んでいいと思ってるの。ぱ、パートナーは対等じゃなきゃだめだと思ってるから」

「ほ、本当にいいの？」

「い、いいから呼んでみて」

　ちょっと待った、こんな空気で言うとか恥ずかしすぎるな。

　ただまあ、対等に呼び合うのは良い事だし、やってみるか。

「そ、それじゃあ、ミスコンよろしく。その…………み、みりあ」

「あああああああああやっぱりだめー！　ぜったいにぜったいにだめ────っ！」

「な、何で!?　ちゃんと言ったじゃないか!?」

「言い方がいやらしいの！　なんでそんなに俺の女感を出せるの!?　このすけべ！　あたしあんたの彼女じゃないんですけど！　ぜんぜん違うんですけど！　ああああマーキングされてるみたいで、ぜったいにいや───っ！」

　お馴な染じみのツインテールぶんぶんぶんぶんで断固たる拒否だった。

　まあ、名前で呼ぶ女の人なんて玲れい花か先輩と麻あさ子こさんくらいしかいないし、さらに呼び捨てだなんてものすごく慣れないからそれでいいといえばいいんだけど。

「あ───────っ！　やっぱチビ熊と亀っち、いた─────っ！」

　突然の素っ頓狂な声。顔を向けると、そこには──蛇じや乃の目めさん。

　蛇乃目さんは猪熊さんと同じ、制服スカートにクラスＴシャツを着ている。クラスＴシャツは黒地に金色の八や岐またの大蛇おろちがモチーフだ。

　そういえば蛇乃目さんが、今回一番のライバルなわけだけど……。

　やっぱりなかなかスタイルが圧倒的だ。ぴっちりしたＴシャツを着ているから分かる、細い身体に芸術品のような曲線。それによく見ると胸が……結構あるんだな細いのに。

　対する我らの猪熊みりあは──。

「こっち見んな（ぐさっ）」

「うわああああ、なんで!?　なんで!?　猪熊さん本当に目つぶしした!?」

「いま比べた！　ぜったいに比べた！　悪かったわね胸なんてどこにもなくて悪かったわねまな板で！　あああああやっぱりあんたなんてダメ丸で十分なんじゃないの！」

「見てない！　本当に見てないって！」

　そんな僕たちの様子を見て、蛇じや乃の目めさんがくすくすと笑っていた。

「なーんだ、やっぱり亀っちはチビ熊と付き合ってるんじゃん」

「はあ─────っ!?　付き合ってませんけど!?」

　相変わらずの蛇乃目さんの勘違いに、しっかり反応する猪いの熊くまさんだった。

「てか安心した。亀っち、やっぱ本命はチビ熊なんだ！　でもまあ亀っち、セ○レと遊ぶのもほどほどにな！」

「は!?　せ、せふ……!?　ねえダメ丸、どういう事？」

「ふひひ、それか、遊びたいならおねーちゃんが相談きいてやろっか？」

「ダメ丸、ちょっと色々質問があるの。答えてもらっていい？」

　蛇乃目さんの前世って、火薬庫かなにかなのかな!?

「それより──そろそろミスコン始まるね」

　一転、蛇乃目さんが真顔になる。

「会場見て来たけど、設備けっこうすごいんじゃん。ランウェイも本格的だし、照明もよさげ。カメラも三台あるし毎年プロのカメラマン呼んで撮ってるって聞いたし」

　確かに、うちの学校のミスコンは伝統ある行事のせいか、かなり大掛かりだ。

　ただその話をしたいわけじゃないだろう、蛇乃目さんは。

「チビ熊さ、勝負の約束、覚えてる？」

　にわかに緊張感が走る。ミスコンでの勝負。順位の高い方が勝ち、負けた方が勝った人間の言う事を何でも一つ聞くという条件。

「もう一度聞くけど……チビ熊、ハンデいる？」

「いらない」

　猪熊さんがきっぱりと言った。

　その顔は最初に蛇乃目さんと約束したときの表情とまったく違った。

　あの時の焦って苛いら立だった表情でなく、どこにそんな自信があるんだって感じの静かで強い光を、その宝石のような瞳にたたえている。

　と、蛇乃目さんの姿が急に大きくなったような気がした。

　これは、最初に出会ったときに感じたオーラだ。圧倒的な力を持つ生物の、凶悪で膨大なエネルギー。

「そっか楽しみ。一応、あたしも『エイト』の看板張ってる身だし、どんなイベントだろうと、中途半端な覚悟でランウェイを歩くつもりは──ない」

　なんて大きな気配だ。これが選別に次ぐ選別をくぐり抜けた人間って事なのか。

「チビ熊との勝負、どんな手を使っても勝つから。あたしの目標のために」

　そう言うと、蛇乃目さんは踵きびすを返して去っていった。

「…………あのね、大だい地ち」

　蛇乃目さんの背を見送りつつ、新しい呼び名で猪熊さんが僕を呼ぶ。

「なんだか不思議なの。相手は杏あん南ななのに、ぜんぜん負ける気がしない。ひとつだけ言えるのは……あの時と同じ。嬉うれしくて楽しくて、早く出番が来ないかってうきうきしてる。誰よりもこのミスコンを楽しむ自信だけはあるの」

「あの時って──」

　僕の問いをかき消すように校内放送のチャイムが鳴った。

『──ミス・ミスターコン出場者は、控室に集まって下さい』

　猪いの熊くまさんがまた手を差し出してきた。

「行きましょ！」

　その手を握り返し、僕たちは控室に向かった。




　控室にはすでに大半の出場者が集まっていた。

　みんなどこかのクラス代表、要するに、クラス一のイケメンって事だ。

　それ以外の人種、ネタ枠的な人もいるにはいるけど、だいたいが身体の大きな体育会系だったり、明らかにリア充の上澄みにいそうな人気者って感じの人たちだった。

　さすがに僕は場違いだな。猪熊さんみたいに自信満々というわけにはいかない。

　だけど僕には勝負も何もない。せめて猪熊さんの邪魔をしない程度。

　練習した事を出す。そしてさっき猪熊さんが言ったように、楽しめばいいだけ。

「人数が揃そろったようなので会場でリハをします！　全員、固まって移動してください！」

　係の人の先導に、僕たちは移動する。

　背の小さい順って訳じゃないけど、僕が先頭で列を作って係の人の後ろを歩いていく。

「女子リハちょっと延長でーす！　男子は待っててくださーい！」

　校舎出口に近づくと、集団ごと足止めを食らった。

　少し喉が渇いたので、校舎出口の自販機でお茶を買おうと財布に手を伸ばすと、入れたはずのポケットがすかすかなのに気づく。どうやら控室のバッグの中に忘れてしまったようだ。貴重品は持参だったので、集団を逆走して戻る事にする。

「あ───っ！　また亀っちだ！」

　と、戻る道で女子トイレから出て来たのは、クラスＴシャツ姿の超絶スタイル、蛇じや乃の目めさんだった。リハを抜けてきたんだろうか。

「ふひひ、亀っちもトイレ？　もしかして緊張しちゃってる？　かわいい♪　おねーちゃんがおしっこ手伝ってあげよっか？」

「い、いらないってば！」

「ふひひ……亀っちの亀っち……ぜったいかわいい」

　蛇乃目さんは心底楽しそうにニヤニヤしているけど、僕は身の危険しか感じないな！

　でも、蛇乃目さん、最初は敵だと思ってたけどおそらく悪い人じゃなくて、何となく立ち位置の違いだけで嫌っちゃってた気もするなあ……。

　ただまあ、気になる事はあるわけで。

「蛇乃目さん、ひとつだけ質問いいかな？」

「ん？　いーよ！　スリーサイズ？　あたし地味にＥカップあるんだあ！」

「そ、そうじゃなくて！　蛇じや乃の目めさんが勝ったら猪いの熊くまさんに何を命令するつもりなの？」

　これが一番気になっていた。そのための勝負ならミスコンでなくともいいと、冗談めかしつつも言っていた気もする。

「あー……それはやっぱり秘密。あたしとチビ熊の話だし」

　途端に蛇乃目さんの表情が変わった。先ほど見せた、プロモデルとしての真剣な顔だ。

「でもまあすぐに分かるよ。どーせあたしが勝つんだし。まあ実力差はね、あるから。それにチビ熊、よくわかんないけどみんなに嫌われてるし」

　蛇乃目さんの影響もあるのにそんな言い草はないだろうと、思わずむっとしたけど、

「それに──あたし、えまこりんの手のひらにお願いしたしね！　なんか絶対叶かなうんでしょ？」

　思わず息を呑のむ。いつの間に、と思った。

「それじゃ！　あたし着替えてくるからまったねー！」

　白しら星ほしさんのジンクスが、敵に回った。

　でもあれは単なるジンクスなんだ。実際に何かの効果がある訳ではないんだ──。

　そう自分に言い聞かせるようにして、控室に戻る事にした。




　体育館は満員の熱気に包まれていた。一般来客用に店へ残した当番の生徒以外はみんな来ているんじゃないだろうか。

「それでは！　学園祭メインイベント！　第五〇回ミス・ミスターコンを開催します！　本日はちょうど七月七日の七夕！　どの男女が今日この日の織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし！　夜空の一番星に輝くのでしょうか────っ!?」

　ＭＣの女の子の開会宣言で、会場から歓声が上がる。

「それでは審査員の紹介です！　審査委員長は生徒会長の獅し子し神がみ玲れい花かさん。そして──」

　玲花先輩が遠くの審査員席で一礼した。僕はその様子を体育館の最後列で見る。

　とうとう始まってしまった。

　まずはミスコンから始まる。女子が終わってから男子の出番だ。それぞれの出場順はリハの際のくじ引きで決まり、猪熊さんと鶴つる姫ひめさんの出番は女子の中盤くらい。男子の出番はまだまだ先だ。

　さすがに出場者の身だと、お客さんと一緒に盛り上がるなんてできない。気楽にしていればいいとは思っても、緊張で死んでしまいそうなくらい息が苦しい。

「お、ピンチじゃん、元気？」

　素っ頓狂な声がしたので、振り返ることにする。

「ピンチじゃなくて大だい地ちです、って、いやピンチなんですけど大地です」

　寮母の麻あさ子こさんだった。しかも、らしくないスーツ姿だ。

　合宿中、実はちょくちょく荷物を取りに寮に帰って二人でお茶を飲んだりもしていたけれど、いつものタンクトップでなくこんなにビシッとしたスーツ姿だと、久しぶりに会ったような感覚もしてしまう。

「あーあーあーあー、あたしがスーツなんて珍しいって顔して。大だい地ちの晴れ姿を見るためにキメてきたんだからな！　めっちゃ期待してるから！　ものすごい頑張れよ！」

　ウインクしつつ、煽あおりに煽って客席に帰っていった。

　……何しに来たんだあの人は!?　うう、緊張でお腹なかまで痛くなってきたじゃないか。

　思わずお腹をさすると、懐に忍ばせたスマホが震えた。

『タキシードの着付けを確認するから、舞台袖に集合』

　猪いの熊くまさんからのメッセだった。

　一人でいるには緊張の限界、それにさっきの蛇じや乃の目めさんの件で猪熊さんが心配になってもいたので、渡りに船とばかりに、僕は会場の端を通って舞台袖へ向かうことにする。

　舞台袖を覗のぞいてみると、人影は少なかった。舞台袖が出場者で混まないよう、舞台に出る直前以外は必要以上に近づかないよう注意されたせいかもしれない。

「ふうん、似合ってんじゃない。着付けを直す必要はなさそうかも」

「せ、せせ、せんぱい、す、すてきです……！」

　僕のタキシード姿を、そう言って迎えてくれる猪熊さんと鶴つる姫ひめさん。

　やっと安心できた気がした。

　けれど、そう思ったのもつかの間、僕は猪熊さんの姿に目を奪われることになる。

「な、なによ。なに見てんのよ」

「その、お返しではないんだけど……綺き麗れいだなって」

「は、はあ!?　……ま、まあ当然だけど」

　猪熊さんが顔を赤くして視線を逸そらす。きらびやかで清せい楚そな光を纏まといながら。

　本物のお姫様だと思った。

　桜色と白の肩出しのドレス。薔ば薇らをモチーフに宝石がちりばめられたそれは、猪熊さんの高貴で控えめで、だけどわがままで力強いという相反する要素を表現したようだった。

　本当に綺麗だった。でも、綺麗だからこそ心配になるんだ。

「猪熊さん、その、何かおかしいところとかない？」

「な、何……？　どこかおかしい？　え？　実は似合ってない？」

「そういう事じゃないすごく似合ってる。だけど、その、いきなり体調が悪くなったりとか、いきなり衣装の一部が汚れてたり破れてたりしたとか……そういうのない？」

「？　準備は万端よ？　多少の緊張以外は何も問題ないわ」

　それを聞いて安心した。そうだ、あれは単なるジンクスなんだ。前回の玲れい花か先輩の時に坂町先輩が何かに導かれるように現れたのも単なる偶然。玲花先輩を深く傷つけた、禍まが々まがしい『幸運』が訪れたのも、単なる偶然。

　それに必勝のジンクスならこっちだって鶴姫さんが書いてみんなでお願いしている。

　心配する事はないと自分に言い聞かすと、今度は鶴姫さんの姿が気になった。

　もうミスコンが始まるっていうのに、まだいつもと同じ三つ編みに眼鏡、制服スカートにＴシャツ姿だった。リハ前の僕たちと同じような格好だったけど、ＴシャツはクラスＴシャツでなく、猪いの熊くま邸にあった運動着のＴシャツを着ている。

「え？　鶴つる姫ひめさん、まだ準備してないの？」

「大丈夫よ。必ず、間に合わせる」

「先輩がそう言ってるのでそのままにしてます！」

　まあ、猪熊さんが言うなら大丈夫な感じもしたし、肝心の鶴姫さんも平気な顔してるし……それならいいのか？

「それでは始めていきましょう！　トップバッターは──っ！　おーっと！　これはくじ引きで出場順を決める制度を考え直さなければいけません！　いきなりのメインイベント！　ファッション誌『エイト』専属モデル！　二年Ｂ組、蛇じや乃の目め杏あん南なさん！」

　ＭＣが叫ぶ。いきなりの真打登場に、会場から大きな歓声が沸き上がった。

「とりあえず、モニターで見ましょっか」

　猪熊さんが軽く咳せき払ばらいして、モニターを指さした。

　モニターは巨大モニターがステージに一つ、一回り小さいものが観客席に二つ、そして舞台袖にＴＶサイズのものが吊つり下げられていた。

　舞台袖のモニター前に集合すると、タイミングよく画面が切り替わった。

　まずは五秒間のプロフィール動画だ。

　制服を着た蛇乃目さんの後ろ姿が引きで映り、瞬間、カメラが近づいて、ウインクしながらこちらに指をさす蛇乃目さん。

　プロフィール動画が終了し──ＬＩＶＥ。舞台の映像に切り替わる。

　舞台中央に現れた蛇乃目さんに、観客席から大歓声が巻き起こった。

　蛇乃目さんの衣装は、大きな帽子にポンチョを羽織った……カウボーイ？　いや、腰に大きな黄金の拳銃を差している。これは、ガンマンか。西部劇に出てきそうな格好だ。

　スポットライトが長身のガンマンを照らしている。まるで決闘の場面ような、それだけで見み惚ほれてしまいそうな緊迫感のある立ち姿勢から、蛇乃目さんが一歩を踏み出した。

　長い脚の大きな一歩。そして──『歩く』。

　なんて存在感だと思った。

　大股で歩く姿、観客もそれに合わせて盛り上がる光景は、いつか猪熊さんが言った一つの作品、それ以外の何ものでもなかった。

　まずは単純に美しいのだ。名馬の走る姿に魅せられるように、普遍的な造形美があってそれが見事なバランスを保った躍動感で動いている。

　さらに一歩一歩が音に乗っている。まるで足が楽器と化したようでもあった。ランウェイを踏むたび、視覚だけでなく聴覚ごと、脳を揺さぶるような昂たかぶりを伝えてくる。

　ただ歩いてるだけ。なのに、全く目が離せない。

「……杏南め、玄人ウケは捨てて完全に一般層を取り込みに来たわね……！　ああもう、ネタとしてありがちだけど、普通にカッコいいから女子ウケもしてるし、乳もお尻も生脚もぶるんぶるん振り回してるから男子ウケもしてるし……！」

　猪いの熊くまさんがモニターにかぶりつきながら、軽く憎々しげなコメントをこぼしていた。

　舞台ではランウェイ先端に達した蛇じや乃の目めさんが、大きな黄金銃をくるくると取り出し、早打ち連射、さらに息で吹き消す仕草をする。

　観客席がこれ以上ないくらい絶叫していた。

「ダメ丸、これが本物の『ネタ』よ。正統派の実力があるからこそ異常なくらいギラギラに輝くの。で、これの後にカエルで出れる？」

「い、いや、やめといてよかったなあって」

　そういえば、一時期他校の男子の真ま似ねをしてカエルのかぶりものをするんだって言ってた時期があった。本当にやめてよかった。

「さて──そろそろ始めましょっか」

　蛇乃目さんの演技もそこそこに猪熊さんがモニターから視線を外すと、舞台袖が急に緊張に包まれた気がした。

「ま、出番が早ければ控室でとも思ってたけど、中途半端な順番だったしね。でも、そろそろ時間いっぱいのギリギリだわ」

　その瞳でまっすぐに見据える先は、鶴つる姫ひめさんだ。何事かと首をかしげている、僕たちの大切な後輩。

「一応、仕切りと椅子を事前に用意したの。あの椅子に座って」

　鶴姫さんがおろおろと、舞台袖の片隅にある椅子に座る。床にはシート、さらに布の詰まったケースがあって、あれが鶴姫さんの衣装なんだろう。

　猪熊さんと、座って息をついた鶴姫さんが、しばし無言で見つめ合う。

　舞台袖は静かだった。出場者の名前を告げるＭＣと、観客の声が遠くに聞こえるだけ。

　しばらくして、猪熊さんの口がゆっくりと開き──。

「ごめん」

　そうぽつりと言った猪熊さんの目に、涙が浮かんでいた。

「遅れてごめん。遅くなって、本当にごめん」

「なんで謝るんですか、先輩」

「もっと早く、何とかしてあげる事はできたの。……ごめんね」

「やめてください。それに……なんだかもう綺き麗れいにならなくてもいいかな、って。あの朝に、綺麗にしてくださいって先輩にお願いしたのに、なんですが」

「……愛あい梨り」

「それよりこのミスコンが終わったらどうしようって。綺麗になるって口実がなくなって先輩たちと一緒にいる事が出来なくなったらいやだなあって。だから、むしろこの格好のまま舞台に飛び出して、ぼろぼろで帰ってきて、来年もまた頑張ろうって先輩たちに慰めてもらって、ずっと甘えたいなあって妄想もしてました」

　鶴つる姫ひめさんの表情は穏やかだった。この発言は、おそらく嘘うそでも何でもないのだ。

「私を見てくれる人がいる、それが私の宝物で、それだけでもう満足です。もうお腹なかがいっぱい。でも──もし『その時』があるとしたら、猪いの熊くま先輩の『今』しかありえないと思っています」

　静かな微笑ほほえみの芯には、猪熊さんへの絶対なる信頼が込められていた。

　猪熊さんが無言のまま涙を流しつつ、両手にハサミをゆっくりと構える。

「六丁ハサミ」

　そして舞台袖の暗い片隅で、魔法が始まった。

　白い衝つい立たての仕切りが閉じられる。まるでサナギのように。

　髪を切る音、布の擦れる音、パフをはたく音。様々な音が混じって混こん沌とんとしているのも、サナギの中身と一緒なんだろう。

「予想よりドレスが負けてる。ごめんこれじゃあだめ。切るわ」

　びーっと布を切り裂く音。

「それに……靴、いらないわねこれだと。まあ私服の時にでも履いて」

　ぽろん、と靴が仕切りの外に放り投げられた。

「眼鏡も外すわ。前もってコンタクトも用意したと思うけど……裸眼で見えなくもないのね。分かった。あなたの希望通り、そのままでいきましょう」

　しばらくの静寂。そしてサナギに亀裂。否、衝立が動くと──。

　蝶ちようの羽が見えた。

　それは、まさしく妖精だった。

　不思議な森に迷い込んで、意識が朦もう朧ろうとした中で見る幻のような姿。

　その白い肌はうっすらと自ら輝くようで、結い上げられた髪には、陽光と朝露に光る木々のような瑞みず々みずしい艶があった。

　しなやかな身体からだにまとうのは、木漏れ日の儚はかない白と、静せい謐ひつな泉の青が封じこめられたようなドレス。背中には大きな蝶の羽があって、鶴姫さんの真っ白な腕や素足と一緒に、きらきらと光の粒子を帯びているようだった。

　沈黙したまま、鶴姫さんの顔が上がる。

　まるでおとぎ話で聞いた、泉の精霊のような美しい顔。

「テーマは『Emergence』──『羽化』よ。うん、上う手まく仕上がった」

　猪熊さんがぱんぱんと手をはたく。

　絶句するしかなかった。何だかとんでもなく神聖なものがそばにある気がして。

「私……綺き麗れいですか？」

　生まれ変わった鶴姫さんが初めて言葉を放った。

「鏡見る？　ああでもごめん。手鏡しかない。全身鏡があればいいんだけど」

「いえ、いいです鏡は。それより──」

　妖精が僕の方に近づいてきた。床を滑るように音もなく、そう錯覚させるほど人外の存在にしか見えなかった。

　鶴つる姫ひめさんが僕の目の前に立ち、静かに口を開く。

「先輩、『あれ』やってくれませんか」

「あ、あれって……」

　も、もしかしていつもの『お願い』か!?

　いやでも待て待て！　こんな場所で、こんな鶴姫さんに!?

「鏡なんかいらない。それより先輩に言ってもらわないと、自信が……出ません」

　ああ、これは避けられない。

　僕は覚悟して、鶴姫さんの背後に回る。今回は立ったままだけど……背中に蝶ちようの羽があって、よけるのが難しいぞこれ。

　と、その時、鶴姫さんの身体がくるりと回った。

　澄んだ瞳が見つめてきて、はっと息を飲んだ瞬間、正面からぎゅ、とされてしまう。

「これは仕方ないですね……羽が邪魔ですし」

「ま、待って！　これは、その」

「お願いです早く言ってください。自信が持てません、ふふ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむこの子は、本当に鶴姫さんなのか。

　舞台に上がる高揚のせいか、まるで別人だ。それか可愛かわいくなって自信が出たか。それはすごく良い事だけど、だからっていきなり僕をからかわないでほしい。

　だって、そんな事をされたら──。

「鶴姫さんは、可愛い」

　いつものように言った。でも、鶴姫さんの素肌と体温、それに千の花を集めたような匂いを感じると、すぐに限界が来た。

「その、鶴姫さんは……ええと……ごめん、なんかこれ以上言葉が出てこない」

「いいんです。せんぱいの心臓の音で、十分伝わりました」

　妖精が体を離して、柔和に微笑んだ。

「それじゃあ、行ってきます」

　そうして、鶴姫さんは舞台へと歩いて行った。

　残されたのは、僕と、ジト目の猪いの熊くまさん。

「ねえ、あれ………………何？」

「いや、その」

「もうなに!?　愛あい梨りを元気にしてあげてとは言ったけど、ダメ丸は先輩の立場を利用してセクハラしてたんじゃない！　愛梨じゃなくてダメ丸がビンビンに元気になってたんじゃない！　この痴漢！　ヘンタイ！　夜のドスケベ指導猿──っ！」

「うわあああああしてない！　僕は何もしてない！」

　というか、二回目以降は本当に僕の責任じゃないんだけどなあ！

「もういい。それよりあの子の舞台だけは、見逃すわけにはいかないんだから」

　僕と猪いの熊くまさんがモニターを見ると、ちょうどＭＣが名前を読み上げるところだった。

「それでは！　次は、えー……え？　所属部活も応援コメントもなにもなし？　とりあえず、一年Ａ組代表、鶴つる姫ひめ愛あい梨りさんです！」

　プロフィール動画に直立不動の制服姿、眼鏡に三つ編みの鶴姫さんが映る。

　観客がどよめいた。だってそれは少し前までの、ミスコンに出るにはらしくない姿だ。

　そんな鶴姫さんの姿に糸が巻きつくＣＧ。その姿は糸からサナギに、サナギに亀裂が入り──ＬＩＶＥ。

　暗闇から、スポットライトの光に照らされて、妖精が現れた。

　光を浴びた蝶ちようの羽が、鱗りん粉ぷんを散らすようにきらめく。

　妖精が静かに一歩を踏み出すと、一枚の絵画が動いたような錯覚に陥った。

　作品テーマ『Emergence』──羽化。そのテーマの通り、木漏れ日の森林に、羽化したての蝶がはためくような、幻想的な空気が周囲を包んでいた。

　観客席がしんと静まり返る。

　それは知ってる。言葉が出てこない。こんなの、絶句するしかないんだ。

　静かな音楽に合わせてゆっくりと鶴姫さんが歩く。

　それはひたすらに優美で、それに──。

「なんて顔、してるの」

　猪熊さんがつぶやく。

　鶴姫さんが軽く目を伏せて、音に合わせて歌うように口を開き、微笑ほほえんでいる。

　それは本当に幸せそうで、嬉うれしそうで、自分もここにある何もかも、すべてを好きだと歌う声が、呼吸するたび周囲に満ちるようで──。

　鶴姫さんが手を掲げると、指先に舞う埃ほこりが蝶のように見えた。

　視線を動かすとその先に小鳥がいる、素足がランウェイを踏むと、花や草が生えてくるような錯覚だってあった。周囲に神聖な森があるような気配だってした。

　一度は絶望したこの妖精は、羽化して生まれ変わった喜びを微笑みとして花咲かせ、その美しさに引き込まれた観客に、何かの幻を見せていたのかもしれない。

　圧巻だった。会場すべてをひれ伏させるほどの美、そう表現するのを憚はばからないほどだ。

　だけど、これは凄すごすぎた。大切な後輩の演技の成功を喜ぶより先に、恐ろしいという気持ちが湧いてきてしまう。なんだか打ちのめされるような気分にすらなる。

「かみさま──」

　その時、真横から小さな女の子の声──違った、猪熊さんの声だ。

　猪熊さんが、両手を握り合わせて目を瞑つぶり、何な故ぜだか祈るようにしていた。

「神様、ああ神様。なんで……なんであたしじゃないんですか、何もかも捧ささげても、なんであの子なんですか」

　この一言で、すべてがつながった。

　ここに猪熊さんがなかなか鶴姫さんに化粧をしなかった、否、できなかった、そして傷つけられた鶴つる姫ひめさんを素直にほめる事もできなかった理由が見えてしまった。

　体育館裏で泣いている鶴姫さんを見つけた時──猪いの熊くまさんは気づいてしまったんだ。

　この子が巨大な原石であると。磨き、飾れば、最高の輝きを放つ宝石になると。

　ところが磨いている途中から、原石は予想よりはるかに強い輝きを放ち始めた。

　その光はあまりに眩まぶしく、猪熊さんの中に嫉妬と羨望の炎が生まれてしまった。

　だから鶴姫さんを素直にほめられなかった。化粧の仕上げだって躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　でも……そんな猪熊さんを責める事なんて誰にもできない。責める人間がいるなら僕が反論する。だって猪熊さんは、十分に苦しんだ。

　それに──こんな葛藤は誰にでもあり得るからだ。

　猪熊さんが生徒会室で、ミスコン反対派の冴さえ木きさんへと主張した『美しさは単純な才能の一つとして認めるべき』という論。

　これは正論だけど、純粋にそう出来る人間は皆無に違いない。現に、そう主張した猪熊さんすら、鶴姫さんに対してまっすぐな気持ちを持ち得なかった。

　美しさという才能は、他の才能に比べて眩しすぎるのかもしれない。美しさの横では必ず誰かの心が捻ねじ曲まげられ、妬み、嫉み、自己嫌悪の炎が渦巻く地獄が生まれる。それに焼かれない人間なんて、苦しまない人間なんて、いるわけがないんだ。

　ただし──その地獄の炎に焼かれても、何度倒れて涙を流しても、それでもなお純粋な心であろうと立ちあがる人間を、僕は知っている。

「よし比べるのはやめ！　あたしはあたしよ！」

　猪熊さんが自分の頬ほおを叩たたいて気合を入れる。

　そして僕の方へ顔を向けて──笑顔。

　僕を変えてくれたあの時に見せた笑顔だった。

　暗い感情に負けないように、薄皮を張り付けるようにして積み上げた、どんな人間が相手でも絶対に負けないって前を向くための、猪熊さんのすべてが詰まった笑顔。

「いろいろ、ありがと」

　その笑顔がはにかむような微笑ほほえみに変わり、一瞬、胸が高鳴る。

「ま、結局やるしかないのよ。杏あん南なや愛あい梨りみたいなバケモノ相手でもね。でも、あたし、もう怖くない。ぼろぼろに負けたって明日からも胸を張って歩ける自信がある。これは、みんなのおかげ。そして……大だい地ちのおかげ」

　しばらく見つめ合うと、猪熊さんが、ふ、と短く息をついた。

「じゃ、行ってくる。ペアの演技の時までまたね。そっちも落ち着いて演技するように」

　そうして、猪熊さんが踵きびすを返して舞台へ向かった。

　と思ったら、何かを思い出したように僕の近くに駆け寄ってくる。

「そうだ。あたし達たちのペア演技のテーマを教えてなかった」

　確かに、最後までそれを確認するのを忘れていた。

　猪熊さんは演技にテーマをつける人だったし、それは聞いておかないと。

「それで……テーマって何？」

「…………レ・ザムルーズ」

　猪いの熊くまさんが顔を赤くして、よく分からない外国語をつぶやいて、沈黙する。

「どういう意味？」と訊きき直すと、猪熊さんの顔がいっそう赤く染まっていく。

　意を決したような顔になった猪熊さんが、僕の耳元に近づいてきて。

「──ち」

　それだけ囁ささやいて、舞台へ小走りに去っていってしまった。そういえば、男女二人の演技だと『そんな感じ』にならざるを得ない、って言っていた気もするけど……。

　それよりも猪熊さんの演技だ。パートナーの演技はしっかりと見ないと。

　一瞬、観客席で見ようか迷ったけど、会場は満席。それにプロのカメラマンさんのおかげでモニターからの方がいろいろと見やすいので、舞台袖に残る事にする。

「次は！　前回ミスコンの準ミス！　読者モデルの経歴もある、猪熊みりあさんです！」

　猪熊さんのプロフィール動画が流れた。

　ツインテールの先からカメラが動いて、アップの顔で元気にウインクする猪熊さん。

　モニターと舞台が一瞬暗転し──ＬＩＶＥ。

　お姫様が、舞台に現れた。

　絵本の中から出て来たような、白とピンクの、これでもかと可か憐れんなお姫様が。

　さらに音楽はあくまで現代的な明るい曲。猪熊さんの華やかさを十二分に表現するリズムが流れる。

　けれど、僕はすぐに違和感に気づくことになったのだった。

「…………嘘うそだろ」

　観客は静かだった。

　これは鶴つる姫ひめさんの妖精の演技ではない。静まり返っていい演出ではないはずだ。

　なのに観客席の大部分が、作ったような無表情や、困惑したような、白けたような顔で声もあげないでいる。

　やっぱり……三流扱いが効いているのか。同業者を軽んじる奴やつだと、調子に乗ってるやつだと、その疑いがまだ晴れていないのか。

　それでも猪熊さんは笑顔で淑しとやかに歩く。しかし、観客席は静まり返っている。

　胸が引き裂かれそうだった。

　なぜなんだ。この努力を積み重ねた演技に、なんでこんな残酷な仕打ちができるんだ。

　ここで猪熊さんが言った『外見の美しさの一点をきちんと評価すべき』という言葉も思い出してしまう。難しい事なのは理解できる。だけど……こんなの不公平だろ。

「…………」

　もう一度モニターを見る。猪熊さんはそれでも笑顔を作っていた。

　思わず涙が出てきた。

　同時に気づく。僕が必要以上に猪熊さんに肩入れしているという事を。

　そうだ。単に立ち位置が違うだけで、僕だって公平でもなんでもない。観客と全くの同類なのだと気づいてしまったんだ。

　美しさは、外見だけの単純なものか。それだけを評価すべきものなのか。

　僕は、それ以上のものを猪いの熊くまさんに──。

「猪熊さん……？」

　気づくと、猪熊さんがランウェイの先端にたどり着いていた。

　だけど様子がおかしい、猪熊さんの身体の軸がぐらりとブレた気がした。

　背筋が凍るような嫌な予感。そして次の瞬間、




　猪熊さんが勢いよく転倒した。




　真正面にべたんと、子供のように無様に。

　右足のヒールが折れていた。

『──あたし、えまこりんの手のひらにお願いしたしね！　なんか絶対叶かなうんでしょ？』

　そんなはずはない。あのジンクスが本物なわけがないだろう!?

　ただ……そんな事はいい。それどころじゃないんだ。

「……猪熊さん、がんばれ」

　ランウェイ先端、観客に囲まれて一番見み栄えを切るべき場所。

　転倒した猪熊さんは、ゆっくりと立ちあがろうとするけど、転んだ拍子に足をひねったせいか、また崩れ落ちてしまった。

　あんまりだ。美しい所作ほど、こんな失敗があればもう台無しになる。

　もはや蛇じや乃の目めさんとの勝負なんてどうでもよかった。ただ猪熊さんがきちんと演技して実力を発揮できたらそれでよかった。なのに、なんでこんな事になってしまったんだ。

　猪熊さんはランウェイでひとり、立ちあがろうにも立ちあがれない。

　彼女の姿を見る観客の顔を想像する。いやらしく笑うか、はたまた痛々しさで笑うに笑えないか。一つだけ確かなのは、このままでは正当な評価という話ですらない。猪熊さんを待つのは嘲笑か同情でしかない。

　誰がどう見ても、絶望するしかない状況だった。

「絶望……か」

　拳を握りしめつつ、僕はその言葉を思い出し──ある覚悟を決めた。

　だって、絶望は絶対的な敵ではない。

　絶望に対してどう対処すればいいのか、どうやって倒せばいいのか、僕はこの子から教わって……今、立ちあがれている。

　だから、僕がいま何をすればいいのか、分かってるだろ？

「…………やるしか、ない」

　大きく深呼吸、頬ほおを叩たたいて気合を入れる。そして僕は、舞台へ向かった。

　──空を飛びたい。

　僕が今からすることは、そのくらい非現実的で、無理な事。

　だってこの舞台は、美しいという羽を持つ者だけが自由に飛べる、空の世界だ。

　羽のない僕に飛べる自信なんてあるわけない。今の今まで、自分の外見に自信が持てたことなんて一度だってない。

　けれど、それでも空を飛びたいなら、あの子が教えてくれた魔法を使うしかないんだ。

「僕にはできない」「自分の姿が嫌だ」「辛つらくて立ちあがれない」

　そんな深く閉ざされた僕の心を焼き尽くした、あの気高き炎を。

　どんな相手でも絶対に負けないと笑顔を作るあの子の勇気を胸に込め、自らを奮い立たせるしかないんだ。

　舞台が近づく、鼓動が激しくなる、もう一度大きく息を吸え、心の炎を爆発させろ。

　これが──ただこの瞬間だけ、空の世界を駆け抜けるために放つ、僕の魔法だ。

「あ、ちょっと、待……」

　制止してきたスタッフが途中で動きを止めた。

　おそらく気づいてくれたのかもしれない。ここはもう舞台という結界の内、演目はすでに始まっているという事を。

　そうして僕は、ランウェイに飛び出した。

「────正しく立つ」

　腰を伸ばして締める。揺るがない腰骨の上で背骨の柱を伸ばし、胸を張る。

「正しく歩く」

　膝を曲げず、腰で押し出すように、大股でゆっくりと歩く。

「音を支配する」

　リズムを聴く。リズムに全神経を集中させて、余裕をもって乗りこなす。

　そうすると、ただ歩くだけの行為が──。

「──一つの『作品』になる」

　そう、今からする僕の行為はすべてが作品だ。

　歩く。観客の視線が集まるのが肌でしっかりと感じられる。そうだ今は僕に注目してほしい。これは、そんな演出なのだから。

　転んで打ちひしがれている人間など、どこにも存在しない。これは出る順番を間違えただけの、それ以外は予定通りの演出。

　そうやって蜃しん気き楼ろうのごとく事実ごと捻ねじ曲まげる、炎熱の魔法でもあるのだから。

　歩く。その先を見つめると、猪いの熊くまさんが目を丸くしてぽかんとしていた。

　ゆっくりと歩いて、彼女の傍らへ。

「へ？　ダメ丸、どうして」

　猪熊さん違う。ちゃんと作ってもらわないと。猪熊さんはプロなんだから。

　だから僕は『それ』を引き出すために、彼女の前にひざまずく。

「姫さま、どうぞ」

　差し出した手とあえて芝居めかした台詞せりふで、彼女は作品の全容を理解したようだった。

「──遅かったじゃない！」

　僕の手を取った猪いの熊くまさんを、思い切り引き寄せて抱き上げる。

　演技テーマ『レ・ザムルーズ』。──恋人たち。

　余裕のない僕の魔法に手加減はない。そのテーマに忠実すぎるほど忠実に、まるで本当にそうであるかのように、しっかりと『恋人』をお姫様抱っこする。

　すると、猪熊さんも当然のように僕の首に手をかけた。

　高体温が体に触れ、伝導し、お互い一つの体温になる。至近距離にある宝石の瞳が輝きその中に僕の顔をしっかりと捉えた。

　──光が弾はじけた感覚は、その直後のことだった。

　僕の腕の中で猪熊さんが笑顔を見せた。

　そこで僕は間違いに気づく。このお姫様に作ってもらうだなんて控えめすぎた。僕の魔法ですべてを何とかしようと思っていたけど、そんな必要もなかった。

　その笑顔は今までの作り上げられたモノと、まったく違った。

　天然の、心の底から喜びを叫ぶような、まるで千年会えなかった恋人とやっと出会えたかのような、問答無用の幸福の輝き。

　その光に当てられると……どうやっても思い出してしまうのだ。

　胸が高鳴り、焦がれ、燃え上がる──その感情の名を。

　かつてあの人に向けていた気持ちは、目の前の女の子へ。

　今だけは、この子しか見えない。

　視界が一点に狭まると、客席の暗闇はまるで星空が広がるようだった。

　星のきらめく宇宙空間で、僕たちは二人きり。ちょうど今日は七夕、まるで織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしみたいだと妙な可お笑かしさを覚える。

　思わず笑みがこぼれた拍子、周囲に目を向けると──ああ、カメラマンさん、やっぱりプロなんだな。モニターにしっかり天使の笑顔が映ってる。

　こうなると、この次に何が起きるかは僕にも分かった。

　天使の笑顔は幸福を炎の矢にしてまき散らし、周囲に着弾する。こんなのどうしようもない。この笑顔は、見た者に瞬時に恋する気持ちを思い出させてしまう。

　おそらく観客の一人一人が──近くにいる想おもい人に視線を向ける。恋人同士なら肩を寄せる距離をいっそう縮める。踏み切れない二人は互いに想いを伝える事を決意し、冷え切っていた二人もとたんに熱を取り戻して手を握り合う。

　そうして皆、再び視線を戻すのだ。この空間で、その心の炎を最も輝かせているこの女の子の笑顔へと。

　観客から大歓声が上がった。

　まるで会場全体が炎に包まれて、千の観客が特大のキャンプファイヤーとして一気に炎上したかのようだった。さらには、無数の焚たき木ぎがばちばちと焼け弾はじけるような、万雷の拍手が巻き起こっていた。

　これは魔法だった。

　演技テーマ『恋人たち』、その完全体現によるケタ違いの炎の魔法。

　やっぱり器が違う。ぜんぶ持って行かれてしまった。

　そんな事実を喜びとして、轟ごう音おんと地鳴りを背に、僕は『恋人』を抱えたままランウェイを戻ることにする。

「…………」

　拍手が遠くなっていく感覚と共に、手元から視線を感じた。

　気づけば、猪いの熊くまさんが素の顔で僕を見つめている。

「……なんで来たの？」

「…………」

「ねえ……なんで？」

　ランウェイも終盤に差し掛かってるけど、まだ終わりじゃない。

　ただし、だからこそ伝えられる事というのもある。

　だから、僕は言った。

「猪熊さんは生徒会室で言ったよね、美しさは外見だけの単純なものであるべき、って」

「…………」

「けれど、僕は──立ち向かう事を恐れず、いつも誠実でひたむきな猪熊さんが、この会場で誰よりも美しいと、思ったんだ。だから思わず駆け寄って支えたくなった。そのためなら、空だって飛べると思った」

　そうやって僕は『恋人』に想おもいを伝えた。

　僕の首に手をかけたまま、猪熊さんの瞳が潤んでくる。

「なんなの、ばか……」

　微笑ほほえんだ猪熊さんの顔が、一瞬だけ戸惑いを帯びる。

　次の瞬間、その瞳がまっすぐにこちらを捉えたかと思えば、す、と細まって、その顔が僕の顔に近づいてきて──。

　視界が真っ白になった。

　おそらく舞台袖にたどり着いたのだ。急に暗くなって、気温が下がった感覚。

　冷気というほどでもない。だけど、ぎりぎりで張りつめていた炎の魔力を枯渇させるきっかけには十分で、一言で言うなら──魔法が解けた。

　軽く膝が折れる。気が遠くなって白くなった視界が、数呼吸おいてやっと定まる。

　そこには、至近距離で硬直したような猪熊さんの顔。なぜだか真っ赤になってふるふる小刻みに震えていて、

「なに、なに今のなに……!?　信じらんない信じらんない！　あぶなかったじゃないの！」

　意味不明にわあわあ騒いで、僕の腕から無理やり降りる。

　一方の僕は急激な疲労感に襲われて、がくんと本格的に膝が折れてしまった。

「ちょ、大丈夫!?」

「い、猪いの熊くまさんこそ……足は大丈夫？」

「ちょっとひねっただけだからすぐに治る！　それよりダメ丸は人の心配してる場合じゃないでしょ!?　自分の準備もあるのに大丈夫なの!?」

　それはそうだった、実は僕の本当の出番はまだまだ先なんだよな。

「はは……疲れた。腰が抜けた。歩いただけなのに、なんか出し尽くしちゃった」

「ここで疲れてどーすんのよ!?　まあ、その、助けてくれたのは感謝するけど……。ああもう、ちょっと待ってなさい」

　きょろきょろ辺りを見回した猪熊さんが、ある物に目を止める。

「あそこにうつぶせで寝て」

　猪熊さんが指差したのは、舞台袖の片隅にある折りたたんだ体育マットだった。

「すぐに着替えてくる。上着を脱いで、早くうつぶせ」

　意図を理解したので、上着をたたんで言われるままマットにうつぶせになる。

　と、仕切りに隠れた猪熊さんが、またすぐに現れた。

　猪熊さんは鶴つる姫ひめさんが脱ぎ捨てていったＴシャツと制服スカートをはいていた。サイズが違うせいかぶかぶかだ。あれだけサイズについて僕に教えてくれた人物なのに、らしくない格好だなと、思わず微笑ほほえんでしまう。

　猪熊さんが、うつぶせの僕に馬乗りになった。

「時間が近づいたら起こすわ」

　魔法の指が僕の背中に刺さった。天国の快楽が体に染み渡る。

　思ったより本気で、精も根も尽き果てていて。

　僕は、すぐに脱力して、まぶたを閉じてしまった。

「……おやすみ、大だい地ち」

　これは夢か幻か。猪熊さんのそんな優しい声が聞こえた。

　そして、頬ほおになんだか柔らかい感触がした。




　その後、ミス・ミスターコンは滞りなく進んだ。

　猪熊さんの足はペアの演技の時には治っていて、靴も替えのものを履いていた。

　僕と猪熊さんが本来のペア演技で出ると「抱っこしないのーっ!?」とからかうような声が上がったけど、それが温かい歓声を呼んだ。

　あとは蛇じや乃の目めさんのペアの演技はガンマンの決闘をモチーフにやっぱり圧倒的な仕上がりだったり、鶴姫さんのパートナーは結局現れなかったのでペア演技は……僕が仮面をつけた案山子かかしの衣装で、鶴姫さんをにぎやかすピエロ役になって匿名で出たり。

　そんなこんなで、全出場者すべての演目が終了した。




　舞台袖は先ほどとは違い、人でごった返していた。

　というのも、これから結果発表があるからだ。呼ばれたらステージに出て行かなければいけないので、出演者は皆、待機しているのだ。

「それでは！　結果発表です！」

　ＭＣの声。緊張の一瞬だ。

　なのに──あれだけ頑張ったこの二人が、聞くそぶりもみせない。

「ほ、ほら結果だよ。聞かなくていいの？」

「うん……聞けたら聞く」

「私も……出し切りました」

　猪いの熊くまさんと鶴つる姫ひめさんは隣り合って椅子に座り、互いにぐったり体を預け合っていた。

「……あんた元気ね、そりゃそっか一回寝てるんだもんね。うっざ。修学旅行の夜に一人だけ深夜までテンション高い奴やつみたいでうっざ」

「そりゃまあ、マッサージは感謝してるけどさ。ほら、ちゃんとＭＣ聞かないと。二人とも呼ばれるかもしれないんだし」

「あたしは無理。転んだし。でも──それはそうね」

　と、猪熊さんが急に背すじを伸ばした。支えを失ってふらついた鶴姫さんの両肩をつかんで、真正面からその顔を見つめ、

「愛あい梨り、出番よ」

　その言葉に、鶴姫さんが首をかしげた瞬間、

「それではまずミスコンテスト一位から発表します！　第五〇回ミスコン優勝者は……」

　体育館が暗くなった。そして舞台袖のモニターが光り──。

『Play of the Showcase』

　そこには、地味な姿の鶴姫さんが糸で巻かれていくＣＧ。

　サナギに亀裂が入ると、画面がステージを歩く演技の録画に切り替わる。そうして現れたのは、木漏れ日に照らされた妖精が生命の光をまき散らしながら歩く姿。

　それが意味することはすなわち、

「第五〇回ミスコンテスト優勝は、一年Ａ組、鶴姫愛梨さんです！」

　会場から歓声が上がった。舞台袖の周囲からも温かい拍手が巻き起こる。

「え？　え？　え……私？」

　まだ現実として認識してないみたいだった。でも、温かく微笑ほほえむ猪熊さんの頷うなずきですべてを理解したらしく、鶴姫さんの瞳からぽろぽろと涙がこぼれ出した。

「せんぱ……せ……ごめんなさい、私なんかが……」

「頑張ったわね。当然の結果よ。あなたが一番きれいだった」

「ひぐ、え……ありがとう、ございます」

「それよりまだ舞台に上がるんだから泣いてちゃダメ。メイクが落ちたら優勝者にふさわしくないわ」

　そうして鶴つる姫ひめさんの上げた顔を、やさしくハンカチで拭く猪いの熊くまさんだった。

「それでは！　例年は一人ずつステージに上がっていただきましたが！　今年からはミスターコンもあり人数が多いので、すべての賞を発表した後にステージにみなさん並んでいただきます！」

　その台詞せりふに、ふーん、と鼻を鳴らす猪熊さん。

「今年からまだ時間があるみたいね。愛あい梨り、少しメイク直しちゃう？　汗と涙で少し落ちてるから。またステージでみんなに見せびらかしちゃお」

「……じゃあその、お願いします」

　ぺこりとお辞儀をする鶴姫さんの頭を、猪熊さんが優しくなでていた。

「それでは次に！　初代ミスターコン優勝者を発表します！」

　確かミスターもミスと同じく優勝と準優勝まで選出されるはずだった。あとは公平に選外。ただまあ僕が気にする事ではない。もともとミスターも準ミスターも、誰が獲とるのかを見守る立場だ。

　そう思っていたら──。

『Play of the Showcase』

　ミスターコン優勝者のプロフィール動画が流れる。

　そこには、タキシードを着た背中。

　そしてこちらに気づいたようにして壁ドンしてくる『僕』。

　って僕？　え、僕!?　これ、確か鶴姫さんのアイディアで作った僕の──。

「きゃああああせんぱいの壁ドン！　せんぱいのっ♡　すてきっ♡♡♡」

　鶴姫さんがにわかに興奮して立ちあがった。

「っはああああああああああああああああああああああ!?」

　抗議めいた猪熊さんの声で、やっと現実を理解した。

　モニターに流れるのは、タキシードで歩く僕。そうしてひざまずいて猪熊さんに手を差し出し、うわわわなんてキザな笑顔作ってるんだ僕は！

　そうして猪熊さんをお姫様抱っこして、ランウェイを帰っていく僕の背中だった。

　さらに、ハイライトの最後には審査員席では玲れい花か先輩が興奮気味に採点ボタンを連打する姿が映っていて、観客席から「ずるいぞーｗｗ」とか爆笑の交じったヤジが飛んでるけど、まあ手持ち二〇点までだから大して入らないし、元々は猪熊さんの単独演技だし……ってそうじゃなくてそれどころじゃなくて。

「初代ミスターコンテスト優勝者は、二年Ａ組、亀かめ丸まる大だい地ちさんです！」

　頭が真っ白だった。僕が、優勝するだなんて。

「ちょ、ダメ丸が優勝とか！　待ちなさいってば！」

　猪熊さんがなぜか怒り心頭だった。

「なんなの!?　きちんと『美しさ』で選ぶなら一年Ｆ組とか三年Ｅ組の男子代表でしょーが！　ちゃんと評価しなさいよ！」

　そういえば猪いの熊くまさんはそういう評価にすごくフェアな人だった。美しさはきちんとそれ単体で評価すべきという思想を持っているんだった。

　ところが僕の顔を見ると、急にため息をついて、

「でも……ま、いっか。ダメ丸とかあいつらが言ったアレにも一理あるのかもね」

　そう言って肩をすくめた。アレっていうのが、よく分からなかったけど。

「ダメ丸が、あたしの失敗をまるでペア演技に見せた機転を、みんな理解した上で楽しんでくれたって事よ。ま、アドリブのわりに演技の質もまあまあではあったけど、それにしても、はあ……みんな優しすぎでしょ」

　猪熊さんが苦笑するけれど、一方の僕はそれどころじゃなくて。

「せ、せんぱい！　い、一緒ですね！　ミスとミスターで一緒……！」

　鶴つる姫ひめさんが、いそいそと近寄ってきた気配もしたけど、それどころじゃない。

　衝撃で力が入らない。へなへなと腰が抜ける。そのまま座り込んでしまわないように、一番手近にある物に手を置いて自重を支える羽目になったけど、その手を置いた先は、

「へ……ふぇ……や……あ……ちょ、だ、だいち……」

　手を置いたのは、猪熊さんの頭。

　なぜか猪熊さんが顔を真っ赤にして、とろとろに蕩とろけていた。

「な、何すんのどうすんの何すんの!?　いきなりだから絵え馬まと間違えたじゃない！　分かる!?　その、パブロフの犬、的な、その！　とにかく間違えただけなんだから！」

　驚いて手を離すとやっぱり怒り心頭だった。それはそうだ、今は疲れているからに違いない。元気な時なら六丁ハサミを振り回されているところだ。

　と、傍らを見ると、羽の破れた妖精──否、鶴姫さんが立っていた。

　絶対勝者のはずなのに、完全敗北したような哀かなしい表情をしているような……。

「その……やっぱりお二人は付き合ってるんですもんね？」

「はあ──っ!?　ちゅ、ちゅきあってないわ何いってんの！」

「……ほ、本当に付き合ってないんですね？」

　なぜか念を押すように訊きく鶴姫さん。寂しい微笑ほほえみはすぐに消えたので、一体何だったんだろうと思ったけど、しっかし何でこんなに猪熊さんと僕が付き合ってるっていう勘違いをする人が多いのかなあ。

「それではどんどん発表していきましょう！　次は、準ミス発表です！」

　ＭＣの台詞せりふに、僕と猪熊さんが付き合っていると勘違いしている筆頭を思い出した。

　蛇じや乃の目め杏あん南な。猪熊さんと勝負をしているライバル。

　準ミスより下は全て選外なので、この準ミスにどちらも呼ばれなければ、勝敗を決めるのがそもそも難しくなる。

　ただし、蛇乃目さんと猪熊さんのどちらも選外なんて事は、ありえそうになくて。

　おそらく決着がついてしまうんだろう。もし蛇乃目さんが選ばれて、猪熊さんの敗北が決まったとしたら……やっぱりやりきれないな。

　モニターが光る。プロフィール動画が出た方が勝ちだ。

『Play of the Showcase』

　するとそこには、カメラの寄るアプローチは違えど、ウインクする構図で決めを作った二人の姿があった。

　猪いの熊くまさんが「ふぇ？」と素っ頓狂な声を上げる。僕も目を丸くする。

　なぜかって……画面が二つに分割されていて。画面が変わっても、それぞれ蛇じや乃の目めさんのガンマン、そして僕に抱えられたお姫様、猪熊さんによる天使の笑顔が、同時に映っていたからなんだ。

「第五〇回、準ミスは──同点にて同着！　蛇乃目杏あん南なさんと猪熊みりあさんです！」

　会場と舞台袖から拍手と歓声が巻き起こる。

　猪熊さんは、座ったまま呆ほうけたような顔をしていた。

「おーい、チビ熊おつかれーっ！」

「みりあちゃん、お疲れさまーっ♪」

　舞台袖入口からガンマン姿の蛇乃目さんが姿を現して、こちらに近寄ってきた。

　それに、なぜか白しら星ほしさんも隣にいる。

「な、何よ……ていうか、勝負はどうなるわけ？　それに……なんで絵え馬まが杏南と一緒にいるの？　え……？　ほんとワケわかんない」

　困惑している猪熊さんの目の前に、蛇乃目さんが立った。












　しばらくは無言のままじっと猪いの熊くまさんを見つめて、そのうち、ふ、と息をついて、

「いや、勝負とかもういいかなって。だって、あたしが勝った時に聞いてもらおうとした『お願い』もう叶かなっちゃったから」

　蛇じや乃の目めさんが、猪熊さんをいたわるように抱きしめた。

「ちょ、あ、杏あん南な……！」

「へへ、やっと見れた。チビ熊のあの笑顔。あたし、ずっと見たかったんだ。ずっと憧れてたから。やばい、きゅんきゅんした。ほんとすごかった」

　心底愛いとおしそうに頬ほおずりする蛇乃目さんに、無言でされるがまま、猪熊さんが顔を赤らめていた。

「へへ……えまこりんの願掛け、本当に効くんじゃん。ありがとなっ」

　その言葉に、猪熊さんがじっと目を細め、

「ああ……なんとなくつながったかも。絵え馬まったら、もう」

「えへへ……か、隠しててごめんね？」

「いいの。あの時のあたしじゃあ、素直に聞けなかったと思うから。まあ……杏南も杏南で、言いたい放題で誤解を招きやすい性格なのが悪いんだけど」

「もーなんなんだよ、やっぱチビ熊は素直じゃないなー」

　なんというか、蛇乃目さんが白しら星ほしさんに願掛けした事って、勝負の事じゃなくて、猪熊さんの笑顔の事だったんだろうな。

　それに、やけに明るく振る舞っていた白星さんの一連の行動もそのせいだったのかもしれない。そういえばあの臨時白星会議の願掛け騒動──おそらく蛇乃目さんの願掛けがあっただろう時期と一致しているような気もする。

　すべては、どうにか猪熊さんの笑顔を引き出すため。

　それを考えると……その共同作戦者の蛇乃目さんを敵扱いしてしまった事はかなり反省したい。作戦は秘密にされていたとはいえ、敵意を向けすぎてしまった。

　蛇乃目さんも、彼女なりに猪熊さんの笑顔を引き出そうとしていたんだ。

　勝負の件だって、そもそも猪熊さんに近づけもしないから、ミスコン勝負で関係を持とうとしたのかもしれない。それに思い返せば、蛇乃目さんの発言もすべて、悪意があるという思い込みがなければ素直に仲良くなりたいという趣旨の発言だったし、悪口に聞こえたのも言いたい放題な性格の範疇を出なかった気もする。

　というか、悪意無しの言いたい放題は猪熊さんの特徴でもあって。

　猪熊さんと蛇乃目さんって、意外なほど似ているのかもしれない。

　少なくとも、こうやって歩み寄るためだけに、こんなに遠回りするくらい不器用な、似た者同士だった。

「…………ん？」

　突然、猪熊さんと蛇乃目さんの目が同時に見開かれていた。

「し、社長！」「お、社長じゃん」

　舞台袖入口から、妙齢のスーツ姿の女性が現れた。

　二人の口にした「社長」から、おそらく猪いの熊くまさんと蛇じや乃の目めさんが所属している芸能事務所とかの社長さんなのかもしれない。って、二人とも同じ事務所だったのか。

「お疲れさま、二人とも。それより、あの子はどこ？」

　社長さんはきょろきょろと辺りを見回したあと、誰かを見つけたようにこちらにつかつかと近寄ってきて、

「あなた、どこか事務所に所属しているの？　ちょっとこっちに来て」

　探していたのは、鶴つる姫ひめさんのようだった。

　社長さんはすかさず名刺を出して、舞台袖の隅で鶴姫さんと話をし始めた。

「あ、あの子がモデル……？　性格的に向いてないと思うけど」

「ふひひ、もしかしてチビ熊、嫉妬してる？　まー、あいつならすぐに専属モデル獲とってくると思うけど。あーあ、またチビ熊抜かされちゃう」

　ちょっとドキッとするような蛇乃目さんの挑発だったけど、これが蛇乃目さんの素なんだ。それを理解したせいか、猪熊さんはただ不敵に微笑ほほえんでいた。

「別に、そんなの関係ない。ふふん、ぜったい諦めてなんかやらないんだから！」

　そう言って、瞳に澄んだ光を灯ともしている、いつもと変わらぬ、猪熊さんだった。

「そうだよ！　みりあちゃんならぜったいにできるよ！　はい、ぽんぽん」

「ひゃ……えま……だめ、みんな……みてる……ん……から」

　きりっと宣言したのが、白しら星ほしさんのぽんぽんで台無しだった。

「おお？　なにそれチビ熊かわいい！　あたしもやらせて、はいーぽんぽん！」

「痛いった!?　なに邪魔してんの杏あん南な！　ふつーに痛いから!?」

「ふひひ、チビ熊もあたしの頭叩たたいていいよ？　まー、あたしの頭に手届けばな！」

「はぁ─────っ!?　ふつーに届きますけど!?」

「ふひひ、チビ熊が必死にジャンプして叩こうとするの見たい！　ぜったいかわいい！」

　さっそく仲良く喧けん嘩かを始めたけど、この二人、なんでもっと早く友達になれなかったのか本当に不思議だった。

　一方、隅で社長さんに口説かれている鶴姫さんは、わたわたと慌てながら、

「──ほ、ほかにやりたいことあるので！」
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　週明け、うだるような暑さの昼休み。わが校の生徒会はやはり忙しい。

　というのも、夏休み前になっても役員たちの所属する部活が連勝に次ぐ連勝。玲れい花か先輩と僕の二人体制がまだまだ続いていたからだ。なんというか、このまま秋の生徒会選挙を迎えてしまうのではないかと懸念される異常事態でもあった。

　そう──昨日までは。

「それでは生徒会長、よろしくお願いします」

　お辞儀をした瞬間に、瑞みず々みずしい艶のある髪が揺れる。

　鶴つる姫ひめさんの入会届を、なんだかむすっとしたような顔で受け取る玲花先輩。

　これで、鶴姫さんの生徒会入会が完了した。

　学園祭終了後、ミスコン合宿も解散。猪いの熊くま邸の門で皆と別れる時のことだった。

　鶴姫さんが「先輩たちと離れたくないです」とべそをかいて、みんなで慰める事になったその翌日、なぜか生徒会雑務の入会希望用紙を僕へと持ってきたのだった。

　突然で驚いたけど、僕としては何も困ることはない。

　鶴姫さんは大事な後輩だし、一か月もの間、苦楽を共にした戦友でもある。

　それに、今の生徒会にマンパワーが増える事は単純にありがたい事だ。

「そ、それでは私が、部屋の案内と仕事の流れを説明しよう」

　先輩直々に鶴姫さんを教育してくれるらしい。さすが、玲花先輩は親切だ。

「大丈夫です！　亀かめ丸まる先輩に教えてもらいますので！」

　ん？　鶴姫さんがにこにこしながら……生徒会長の教育を普通に断わったぞ？

　それに玲花先輩も、なぜか口元をひくひくさせている。

「そ、そうか？　彼は忙しいので、私が代わりにとは思っていたのだが……」

「その、やっぱり生徒会長さんの方が雑務よりずっと忙しいと思いますので……だから大丈夫です！　気を遣っていただかなくて結構です！」

　鶴姫さんが相変わらずにこにこしている。でも、なんだか目が笑ってないぞ？

「そ、それなら今日は僕がやりますので！」

　なぜか不穏な空気を感じたので、慌てて介入することにした。

「鶴姫さん、まずは生徒会雑務のマニュアルを読んでて？　質問があったら答えるから」

「わかりました！」

　まずは様子見とばかりに、僕はいつもの席に戻ることにした。

　四角に並んだ長机の隅っこ、玲花先輩の席から離れた場所、そこでいつものように書類に目を通していく。学園祭が終われば次は体育祭の段取りだ。息つく暇もない。

「ん、んんっ！」

　玲花先輩が咳せき払ばらいしたので顔を上げると──おわあ鶴姫さんが隣に座ってる!?

「あの……鶴つる姫ひめさん、たくさん席あるのに、近くない？」

「だって、先輩に質問するのにわざわざ移動するのが、大変だなあって」

　ま、まあそうか。いつでも質問しろと言った手前、そうなるのかもしれない。

「そ、それより亀かめ丸まるくん、いつものように楽しく話をしながら仕事をしようか」

　唐突に、玲れい花か先輩がそんな提案をしてきた。

　最近もまだまだぎくしゃくな感じだし、僕もぜひそうしたいんですけど……。

「そういえばミスターコン、優勝おめでとう。素晴らしかったぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　それは話題にしてくれて素直にうれしい事だった。

「その、君はなんだ、かなり鍛えたようだな。相手は小柄な女子とはいえ、あんなに軽々とお姫様抱っこをしてしまうとは」

「そうですね。けっこう鍛えました」

　校内ですっかり話題になってしまったあのシーンについて僕が答えると、なんだか玲花先輩がもじもじとしていた。

「そ、そうか。それならば……き、君はどのくらいまでの女性を持ち上げられるのだろうか、き、興味があるな」

「どのくらい、というと？」

「そ、そうだな。例えばその……私などは最近太ってしまったような気もするし、む、難しいかもしれないな」

「そんなことありません！　先輩は全然太ってないです！」

　何を言ってるんだ先輩はすらっと細いままなのに！　それなら試しに持ち上げてみようかな？　でも肩もみマッサージの件もあったし、セクハラと思われても嫌だなあ。

「せ、せんぱい。……私なんかは持ち上がりますかね？」

「鶴姫さん？　どうしたの急に？」

「やっぱり、重いですもんね。豚ですもんね。けど私だって家に帰った今もきちんとした食生活と運動を続けて……」

「うあああああ分かったちょっと持ち上げてみるから！」

　前みたいに暗い事をつぶやき始めたので、急いで椅子から立ちあがる。すると鶴姫さんが腕の中に勢いよく飛び込んできたので、ぐ、と背中とひざ裏を支えると……まあさすがに猪いの熊くまさんよりは重いけど、このくらいなら何とかなるな。

「わ、せんぱい、すごい。それに、や、近いですね、えへへ」

　鶴姫さんが頬ほおを染めて満面の笑みだった。

　小鹿のようにつぶらな瞳が僕を見つめている。現ミスコン一位の顔が至近距離にあるとやっぱりすごく緊張する。

　と、殺気みたいな鋭い気配に目を向けると、玲花先輩が机にボールペンをコンコンコンコンコンと叩たたきつけて、めちゃくちゃイライラしていそうな感じだった。

「鶴つる姫ひめ君、さっそく生徒会長命令があるのだが」

「はい？　なんですか（にこにこ）」

「君はクビだ──────────────っ！」

「ぜったいにイヤです──────────っ！」

　ちょっと待った玲れい花か先輩が急に横暴な感じになった！　それに鶴姫さんって元々おとなしい子だったはずなのに、生徒会長に普通に楯たて突つけるんだな!?　まあ合宿の夜に僕に目覚まし時計を投げつけてきたり、気の強い一面は確かにあったかもしれないけど！

「せ、生徒会はそういう事をする場所ではない！　なんなのだお姫様抱っこなど!?」

「生徒会長！　あなたがそれをいいますか!?　おかしいですよね自分の胸に聞いてみてください！　卑ひ怯きような誘導尋問なんかして！」

「う、うるさいうるさい君はクビだ─────────────っ！」

「ぜったいに居座ってやるんですから────────────っ！」

　こうして単純なマンパワーは増えたものの、我が校の生徒会は非常に大きな問題を抱え込むことになったのだった。




　昼休み終盤、玲花先輩と鶴姫さんの喧けん嘩かを何とか仲裁した僕は、教室に戻る事にした。

　教室に入ると華やかな香りと喧けん騒そうが僕を迎える。人の多さに今日も僕は苦笑する。

　最近のうちのクラスは、昼休みになるといつもこんな感じだった。












　それに今日は白しら星ほしさんと鷹たか見みさんがいない。代わりにその二人──猪いの熊くまさんと蛇じや乃の目めさんを中心に、派手めな女生徒が巨大な輪を作っている。

「チビ熊、亀っちと最近どうなの？　もうエッチした？」

「え、えっちなんて、しゅるわけないじゃない！　ていうか彼氏じゃないんですけど！」

「いい加減認めなってば。ミスコンであーんなラブラブな演技見せておいてさあ。あの演技見てめっちゃきゅんきゅんしたって、みんな言ってるよ。それにアレのせいであの日、校内で一〇〇人くらい付き合ったみたいだし」

　そういえば、これも伝説となりつつあるのだった。僕たちの演技の影響か定かではないけれど、今年の文化祭では、異常な数のカップルが成立したらしいのだ。

「あ、彼氏見つけた」

　と、いつの間にか知らない女子生徒が僕の腕を掴つかんでいた。「彼氏いたよ～」と引っ張られて輪の中心へ。そこには頬ほおを染めた猪熊さんと、肩をすくめている蛇乃目さん。

「亀っち……チビ熊まだ認めてくれないんだけど」

「い、いや、猪熊さんの言う通り、僕、彼氏ではないけど……」

「えー、なんで亀っちも認めないのさあ!?」

　すると、傍らの女子がおずおずと口を開き、

「杏あん南な、亀かめ丸まるくんって白星さんと付き合ってるって聞いたことあるよ」

「ん？　ああ、えまこりんね。こいつのセ○レセ○レ」

「うわあああああああああああ気軽にそういう嘘うそやめよう蛇乃目さん!?」

　すでに女子が何人か、僕を見てひそひそ話をし始めたじゃないか！

「てかさー、亀っちはチビ熊のなにが気に食わないわけ？　あんな演技しておいて」

「何がって、ミスコンのはあくまで演技だし、別に付き合うとかそういう事じゃあ……」

　僕がそう言うと……あれ？　猪熊さんの顔から血の気が引いた気がする。

「てか待って待って、亀っち、じゃあチビ熊って可愛かわいいと思う？」

「そ、それは……思うよ」

　いきなりの質問に答えると一転、猪熊さんの顔が真っ赤になった。

「じゃ、チビ熊の性格は？　好きか嫌いかでいえば」

「す、好きだけど……」

　誠実な頑張り屋だし、仲間想おもいの優しい子だし、嫌いなはずがない。

　というか、猪熊さんの顔が爆発しそうなくらい真っ赤になってる。そりゃあこんな公衆の面前でほめ殺すみたいな真ま似ねしたら恥ずかしくもなるよ！

「じゃあ付き合えばいいじゃん。ほら今ここで告ろっか。はいおめでとー」

　蛇乃目さんがぱちぱち拍手。真っ赤になってうつむいた猪熊さんの肩を周囲の女の子がつんつんしている。うう、後で猪熊さんに「調子乗るな」とか言われそうだからやめてほしいんだけどなあ……。

「ま、まあ落ちついて蛇乃目さん。猪熊さんの気持ちもあるわけだし」

「あーもー、まずお前がはっきりしろよ！　さすがのあたしも金玉蹴るぞ！」

　ひい、蛇じや乃の目めさんが訳の分からない事でキレだした！

「だ、だめー！　ち、ちんちんは！　だ、大事だから！」

　猪いの熊くまさんもおかしな台詞せりふを叫んだぞ!?　ちんこ切る派から転向したのは嬉うれしいけど！

「あ、ごめんごめん、チビ熊のちんちんには何もしないから」

「あ、あたしのちんちんじゃな───いっ！」

「じゃあ、あたしのちんちんにしていい？　ふひひ、亀っちがド─テーかどうか、あたしすごく興味あるんだけど！」

「杏あん南なのちんちんでもな────いっ！　もうなんなの杏南！　いっつもいっつも下品な話ばっかり！　やっぱり勝負よ！　もう一度勝負！　あたしが勝ったらその下ネタぜったいに封印してもらうんだから！」

　二人の間にバチバチと火花が散る。

　本格的な戦争になる前に、僕はこっそり逃げ出す事にしたのだった。

　ただ思うのは、なんだか猪熊さん、白しら星ほしさんとか鷹たか見みさんと一緒にいる時よりも生き生きしている気がする。

　二人のやり取りは、まるで炎と炎がぶつかり合って美しく弾はじける花火を見ているみたいで、本格的な夏の到来を感じさせてくれたのだった。





[image: ]

　熱気うずまく猪熊さんと蛇乃目さんのやり取りから逃げ出した、その直後の事だった。

　人ひと気けのない廊下は涼しく、先ほど女子に囲まれてこもった熱がゆっくり冷めていく。まるで祭り会場を後にするみたいだった。

　僕は、仲良く会話する二人の姿を思い出し、微笑ほほえましい気持ちで廊下を散歩していた。

　すると、突然「待って！」という甲高い声と、後ろから誰かが駆けてくる足音がした。

　振り向いた先で、立ち止まって息をついたのは──猪熊さん。

「その……ダメ丸が変な勘違いしたら嫌だから、ちょっと言いに来たんだけど」

　ああ、さっきの件か。ほら、蛇乃目さんがみんなの前でほめ殺したり付き合えとか煽あおったりしたから、すかさず訂正に来たじゃないか。

　そう思っていたら──。

「あ、あたし、あんな軽い感じじゃなくて、その、ちゃんと……」

　なぜか顔を真っ赤にして、何かを言いづらそうにしている。

　僕が首をかしげると、むっとした感じになって、むむむ、とさらに口を結んで、

「う、うう、やっぱりやめ！　何でもない！　調子に乗るなばか！　ばかばーか！」

　そう叫んで教室へ走り去る、いつも通りの猪熊さんだった。

　ただ……猪いの熊くまさんの顔を見たら、何となくあのミスコンの演技で見た炎が心の中にちらついた気がした。あれは演技の、つかの間の炎だったはずなのに。

　頬ほおが熱を帯びて、鼓動が速まる。そのまま校舎二階の外れへ歩いていく。午後の授業の時間まであと何分もないけれど、体の熱が冷めるまで散歩を続けることにした。

「かーめまるくん♪」

　びっくりした。振り返ると三階への階段の踊り場に白しら星ほしさんが立っていた。

　階下から見上げるその姿には、輝く髪、奇跡の果実が実った身体、恒星の瞳。

「さっきまでエレナと一緒に文芸部室にいたんだけどね、先に出てきちゃったの。そうしたら偶然、亀かめ丸まるくんがいた！　って思って。えへへ、嬉うれしい」

　女神。白星さんは相変わらず今日も女神だった。

「それにね、ちょうどよかったな、って。最近、亀丸くんに訊ききたいことがあったから」

　首をかしげると、白星さんが微笑ほほえみ、




「──亀丸くんは、誰を彼女にするの？」




　突然の問いだった。

「だって亀丸くん、最近すごく格かつ好こ良くなったなあ、って。今の亀丸くんなら、ぜったいに彼女なんて簡単にできるよ！」

　いつもみたいにほめてくれて嬉しい。嬉しいけど……さすがに気づいてしまったんだ。

「そうだなあ。例えば、みりあちゃんなんてどう？　わたし、みりあちゃんが一番いいと思うの！　でも愛あい梨りちゃんもいいと思うなあ、きっと亀丸くんの事しっかり好きになってくれそうだし。エレナは……うーん、よく分からないけど、まずはあの契約だっけ？　形から入るのもありだと思うなあ。それにあの生徒会長さん、わたしは……あんまり好きじゃないけど、最初の希望通りに、今ならいけるんじゃないかって、最近思っちゃうの」

　やっと分かった。猪熊さんとのミスコンの演技で本物の恋の温度を体感できたからこそこれは違うモノなんだと肌で理解できた。

「えへへ、亀丸くんが好きな人なら誰でもいいよ！　わたしは一生懸命手伝うから！　いつでも何でも、わたしでいっぱい練習して!?」

　白星さんの愛は本物だ。涙が出るくらい温かい気持ちになる。なのに愛に似た『それ』だけは、どこを探しても、誰に対しても、見つからない気がしたんだ。




　白星さんの心の中に、恋という感情は存在しない。

　この女の子は、助けを求める人間への愛で心を塗りつぶした、本物の『神』なんだ。

　絶対彼女を作らせると宣言したこの子は、絶対彼女になるつもりなんかなくて。

　──この『呪い』は、やはり解かなければいけないと、思ったんだ。





あとがき







　何が恋で、何が愛なのか。

　ある作品では『恋は現実の前に折れ、現実は愛の前に歪ゆがみ、愛は恋の前では無力になる』と語られ、この表現は本当に美しくて大好きなのですが、男女の愛と恋については本作のテーマでもありますので、私も真似して表現してみたいと思います。

　愛は永遠、恋は一瞬。しかし、愛を永遠とするためには、恋による一瞬の輝きが必要。

　愛のない恋は、一瞬を永遠に繰り返す地獄。

　恋のない愛は、神の御業か、そもそも永遠たり得ない歪いびつな偽物。

　以上、個人的な持論からの、あとがきです。

　さて、前回一巻のデビュー以降、ありがたい事にたくさんの方々にご好評をいただきました。特にTwitterやレビューブログ方面では「ラノベの王女様」を始めとするカリスマブロガーの方々、多数のフォロワー様に過分なる応援をいただき、本当に、感謝してもしきれません。

　そして、さらに幸運なことに、今回は『冴えない彼女の育て方』『WHITE ALBUM2』の丸まる戸と史ふみ明あき先生に、感想と帯コメントをいただきました！

　私としては十年来のファンボーイで、アマチュア時代は『WHITE ALBUM2』の考察を一万文字ほど書くなどしておりましたので、拙著をご高覧下さった上に「お世辞でなく一気に読み切れる作品でした」とご感想をいただいた時は、最高に感無量でした。

　丸戸先生のことを語るとなると二万文字くらい欲しいのですが、自重させていただくとして、ご感想と帯コメント、誠にありがとうございました。

　また、話は変わって告知なのですが、文庫カバーの著者プロフィールにもあるように、カクヨムのＭＦ文庫Ｊ公式ページ内で本作の掌編エピソード集『絶対彼女作らせるガール！　あらかると』を無料公開中です。『カクヨム　ＭＦ文庫Ｊ』でネット検索すると見つかると思いますので、そちらもよろしくお願いいたします！

　最後に謝辞です。まずは担当編集のＫ様。Ｋ様は本当に教育熱心な方で、改稿のたびに色々な事を教えて下さるので、あれもこれもとやりたいことが増えてしまい、二巻の初稿もかなり早くに書き上げたものの、仕上がりは結局ギリギリという現象を発生させてしまったのですが……Ｋ様とのやり取りがあるからこそ執筆が本当に楽しいと思えています。いつもありがとうございます。

　続いて、イラスト担当のあやみ様。厳しいスケジュールの中、今回も素敵なイラストをありがとうございました。今回も最高です。いつも最高です！

　そして、読者様のお手元に本が届くまで関わって下さった全ての方々のお仕事に、誰よりも読者様に、深く感謝申し上げます。
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